
遺物　縄文土器片315点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1は底部を欠損する深鉢で，覆

土下層から出土している。2は深鉢のロ綾部から胴部の破片で，覆土中層から出土している。3は深鉢の口綾

部から胴部の破片で，覆土中層から出土している。4は探鉢の口綾部から胴部の破片で，覆土上層から出土し

ている。5は深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土下層から出土している。6は深鉢のロ緑部付近から胴部の
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第190図　第2015号土坑・出土遺物実測図（1）
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第191図　第2015号土坑出土遺物実測図（2）
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破片で，覆土上層から出土している。7は深鉢の底部から胴部の破片で，覆土下層から出土している。8は波

状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，覆土中層から出土している。9は口唇部内面が突出する深鉢の口緑部片

で，隆帯で文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第2015号土坑出土遺物観察表

図版番号‘ 器　　 種 計測値（叫 器　 形　 猥　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 19 0 図

1

探　　 鉢 A 〔22．6〕 口緑部から胴部の破片。胴部は外反して立ち上が り，ロ緑部は内攣する。 石英 ・長石 ・砂粒 P 167 50％ P L 23

縄文土器 B （17．5） 2単位の環状突起を有する。頚部に隆帯を巡 らしてロ緑部文様帯を形成 し， 褐色 覆土下層

文様帯内は沈線を有する隆帯 により文様 を描出している。胴部には沈線

による懸垂文 を施 している。地文はR L の単節縄文である。

普通 加曽利E I 式

t

2

深　　 鉢 A 〔22．6〕 口緑部から胴部の破片。胴部は外反して立ち上が り，ロ緑部は内攣する。 長石 ・砂粒 P 168 15％ P L 23

縄文土器 B （17．5） 波状口緑 を呈 し，波頂部に環状突起を有する。頚部に隆帯を巡らして口 にぷい赤褐色 覆土中層

緑部文様帯を形成 し，文様帯内は2 本一組の隆帯により文様を措出 してい

る。地文はR L の単節縄文である。

普通 加曽利E I 式

第 19 i 図 探　　 鉢 A 〔31．8〕 ロ緑部から胴部の破片。胴部は外反 して立ち上がり，口緑部は内攣する。 長石 ・砂粒 P 169 15％

3
縄文土器 B （2 0．8） 頚部に隆帯を巡らしてロ緑部文様帯を形成 している。文様帯内は渦巻文 を 明赤褐色 覆土中層

有する突起を起点に，2 本一組の隆帯により文様を描出している。地文は

R L の単節縄文である。

普通 加曽利E I 式

4

深　　 鉢 A l〔3 2．2〕 口緑部か ら胴部の破片。胴部は外反 して立ち上が り，口縁部は内攣する。 石英 ・長石 ・雲母 P 171 10％

縄文土器 B （11．4） 頚部に隆帯を巡 らして口緑部文様帯を形成 している。文様帯内は渦巻文を にぷい明褐色 覆土上層

有する突起を起点に，2本一組の隆帯により文様を措出している。地文 は 普通 加曽利E I 式
R Lの単節縄文である。 5 と同一個体

5

探　　 鉢 A 〔27．0〕 口緑部から胴部の破片。胴部は外反して立ち上が り，口緑部は内攣する。 石英 ・長石 ・雲母 P 17 0 20％

縄文土器 B （18．5） 頚部 に隆帯を巡 らして口緑部文様帯を形成 している。文様帯内には沈線 にぷい赤褐色 覆土下層

を有する隆帯によりクランク文を施している。胴部 には沈線による3本一

組の懸垂文 と波状の懸垂文 とを交互に施 している。地文 はR L の単節縄

文である。

普通 加曽利E I 式

6

深 一　鉢 B （16．6） 口緑部付近から胴部の破片。胴部 は外反して立ち上がる。頚部に隆帯を 石英 ・長石 ・雲母 P 172 20％ P L 23

縄文土器 巡 らして口縁部文様帯を形成している。文様帯内には隆帯により文様 を にぷい赤褐色 覆土上層

描出 している。地文はR L の単節縄文である。 普通 加曽利E I 式

7

探　　 鉢 B 〔11．6〕 底部から胴部片。胴部 はわずかに内攣 して立 ち上がる。地文はR L の単 砂粒 P 173 4 0％ P L 2 3 ‘

縄文土器 C （6．6） 節縄文で，沈線による波状の懸垂文を施 している。 暗赤褐色

普通

覆土下層

加曽利E I 式

8

深　　 鉢 B （9．6） 小波状口緑 を呈する口緑部片。口緑部 は内攣する。渦巻文が施 される波 砂粒 P 174　5％ P L 23

縄文土器 頂部 を起点に，2 本一組の隆帯により文様 を描出 している。地文はR L の にぷい黄橙色 覆土中層

単 節縄文である。 普通 加曽利E I 式

ヽっ

第2016号土坑（第192・193図）

位置　調査区の南部，F20g6区。

規模と平面形　長径2．80m，短径2．54mの楕円形で，深さは56cmである。

長径方向　N－560－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　3か所。Plは中央部やや南東寄りに位置し，長径44cm，短径40cmの楕円形で，深さ53cmである。P2

とP3は壁際に位置する。P2は，長径40cm，短径30cmの不整楕円形で，深さ47cmである。P3は，長径56cm，短

径38cmの楕円形で，深さ19cmである。

覆土　7層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

－206－
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第192図　第2016号土坑・出土遺物実測図（1）
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土層解説

1灰褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

2　灰褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量，焼土粒子微量

3　灰褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

5　褐　色　　ローム粒子中量

6　灰褐色　　ロームブロック少量

7　褐　色　　ローム粒子多量

遣物　縄文土器片368点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1は波状口緑を呈する深鉢のロ

緑部片，2は把手部が欠損する探鉢の胴上半部，3は深鉢の胴部片，4・5は波状口縁を呈する探鉢の口緑部

片，6は眼鏡状把手を有する深鉢のロ緑部片である。7は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，RLの単節縄

文を施している。8は深鉢の口縁部付近から胴部の破片で，頚部に隆帯を巡らし，RLの単節縄文を施して

いる。9は深鉢の口綾部片で，沈線を有する隆帯により文様を描出している。10は探鉢の把手部片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第193図　第2016号土坑出土遺物実測図（2）

第2016号土坑出土遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（叫） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第192図探　　鉢A〔26．0〕3単位の波状口緑を呈する口緑部片。把手部欠損。ロ緑部は内攣する。ロ長石・砂粒 P17515％　PL23

1 縄文土器B（9，3）縁部には沈線を有する隆帯により文様を描出し，縦位の沈線を施してい赤褐色 覆土

る。 普通 加曽利EI式

2

探　　鉢A〔34．4〕胴下半部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，ロ緑部は内攣する。把手部は石英・長石・砂粒P18160％PL

縄文土器B（23．0）欠損しているが，4単位の眼鏡状把手を有すると考えられる。頸部に隆帯にぷい黄橙色24覆土

を巡らして口緑部文様帯を形成している。文様幕内は隆帯により文様を描

出している。地文はRLの単節縄文である。

普通 加曽利EI式

3

深　　鉢B（12．4）胴部片。胴部は外反して立ち上がる。胴部にはキザミを有する隆帯により雲母・砂粒・スコリアP18020％

縄文土器 4単位の楕円区画文を巡らしている。地文はRLの単節縄文である。にぷい褐色

普通

覆土

加営利EI式

4

深　　鉢B（6．1）波状口緑を呈するロ縁部片。波頂部に隆帯による渦巻文を施している。石英・長石・雲母P178　5％

縄文土器 RLの単節縄文を施している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

加曽利EI式

－208－



図版番号 器　　 種 計測値（叫） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 192 匡i 探　　 鉢 B （8．8） 波状口緑 を呈するロ緑部片。波頂部に隆帯による渦巻文を施 している。ロ 石英 ・長石 ・雲母 P 176　5％

5 縄文土器 緑部には縦位の沈線 を施 している。 黒褐色

普通

覆土

加曽利E I 式

6

深　　 鉢 B （13．7） 口緑部及び把手部片。把手部は上部 に円孔 を有 し，下部は眼鏡状 となる。 石英 ・長石 ・砂粒 P 177　5％

縄文土器 口緑部には2 本一組の隆帯により文様を描出している。地文はR Lの単節 にぷい赤褐色 覆土

縄文である。 普通 加曽利E I 式

第 193 図 探　　 鉢 B （4．2） 小形の扇状を呈する把手部片。外縁 に沿って爪形文を有する隆帯を施 して 石英 ・長石 ・雲母 P 179　5％

10 縄文土器 いる。 赤褐色

普通

覆土

勝坂式併行

第2024号土坑（第194図）

位置　調査区の南部，F20g8区。

第194図　第2024・2025号土坑，第2024号土坑出土遺物実測図
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重複関係　本跡は第2025号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径4．44m，短径3．14mの楕円形で，深さは68cmである。

長径方向　N－100－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　第1～5層は第2025号土坑の覆土で，第6～11層が本跡の覆土である。6層に分層され，自然堆積と考

えられる。

土層解説

6　暗褐色

7　褐　色

8　褐　色

9　褐　色

10　褐　色

11褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化物微量
ローム粒子少量

ローム粒子少量，ロームブロック少量
ローム粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子微量
ローム粒子中量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片1点が覆土から出土している。1は探鉢の山形状把手を有する口緑部片である。2は深鉢の

口緑部片で，キザミを有する隆帯により文様を描出している。3は深鉢の胴部片で，洗練により波状文を施し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ib式期）と考えられる。

第2024号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（血） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 194 回 探　　 鉢 B （11．2） 把手 を有するロ縁部片。把手頂部は楕円形の王冠状を呈する。頚部 に隆 石英 ・長石 ・雲母 P 182　5％

1 縄文土器 帯を巡らし，□緑部文様帯を形成している。液頂部直下にはT 字状のつ 暗赤褐色 覆土

まみ状突起を施 している。隆帯に沿って結節沈線文を施 している。 普通 阿王台 I b 式

第2025号土坑（第194・195図）

位置　調査区の南部，F20g8区。

重複関係　本跡は第2024号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　径2．30mのほぼ円形で，深さは76cmである。

二二二l二二‾‾：二

第195図　第2025号土坑出土遺物実測図
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壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Pl・P2は壁際に位置する。Plは，長径309m，短径24cmの楕円形で，深さ21cmである。P2

は，長径34cm，短径26cmの楕円形で，深さ20cmである。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック中量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

4　褐　色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック中量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ローム大ブロック中量

遺物　縄文土器片62点，土器片円盤1点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部片，2は波状口緑を呈す

る深鉢の口緑部片である。3は浅鉢の口緑部片である。4は土器片円盤で，混入したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2025号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値匝） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 195 図 深　　 鉢 B （11．9） 口緑部片。口緑部上部は内攣 して立ち上が り，口縁下部は短 く外傾する。 石英 ・長石 ・雲母 P 183 10％

1
縄文土器 口縁下部は沈線 を有する隆帯 によ り区画 して，口縁部文様帯を形成 して 灰褐色 覆土

いる。文様帯内には貫通 していない孔を有する中空の突起を施している。

地文 はR L の単節縄文である。

普通 加曽利 E －I 式併行

2

深　　 鉢 A 〔27．4〕 波状口緑を呈する口縁部片。口綾部は外傾する。口緑部直下に幅狭の口緑 石英 ・長石 ・砂粒 P 184　 5％

縄文土器 B （6．0） 部文様帯を形成 している。沈線間に交互刺突文を施 している。文様帯の下 にぷい赤褐色 覆土

端には縦位の短沈線を巡らしている。 普通 加曽利E I 式

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値（cm） 重　　 量

（g ）

現 存 率

（％）
器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第 195 図

4

土器片円盤 3．2 ＿ 3．1 1．2 12 100 R L の単節縄文を地文 とし、半裁竹管

による平行沈線文を施 している。

D P 56

関山 Ⅱ式

第2026号土坑（第196図）

位置　調査区の南部，G19C3区。

重複関係　本跡は，第378号住居跡が本跡の覆土上面を床面としていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径1．72m，短径1．36mの楕円形で，深さは46cmである。

長径方向　N－770－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは中央部北寄りに位置し，長径24cm，短径22cmの楕円形で，深さ17cmである。

覆土　6層に分層され，自然堆積と考えられる。第1層の上面は，第378号住居跡の床面で硬化している。

土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子少量，ロームブロック多量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ロームブロック少量
ローム粒子少量

ローム粒子少量，ロームブロック中量
ローム粒子中量，ロームブロック少量

ー211－



遺物　縄文土器片16点が出土している。1・2は小形の深鉢で，覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第196図　第2026号土坑・出土遺物実測図

第2026号土坑出土遺物観察表
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図版番号器　　種計測値¢叫 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考‘

第196図深　　鉢A〔10．4〕口緑部から胴部の破片。胴部はわずかに内管して立ち上がり，ロ緑部は長石・砂粒 P18540％　PL24

1
縄文土器B（13．2）直立する。口縁部には隆帯により横位の渦巻文を施し，渦巻郡のみに沈にぷい赤褐色覆土上層

線を施している。地文は原体不明の擬縄文である。 普通 中峠式併行

2

探　　鉢A〔9．0〕lロ緑部から底部の破片。胴部はわずかに内轡して立ち上がり，口縁部は石英・長石・砂粒P18640％　PL24

縄文土器B（11．6）

C　　5．8

直立する。沈線により文様を描出している。 にぷい赤褐色

普通

覆土上層

中峠式併行

第2027号土坑（第197図）

位置　調査区の南部，F20j8区。

重複関係　本跡は第99号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　径2．00mのほぼ円形で，深さは60cmである。

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，第2層より色調が明るい

ロームブロック少量

ローム粒子中量，ロームブロック中量

ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片10点が覆土から出土している。1は探鉢の底部片である。2・3は深鉢の胴部片で，同一個
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第197囲l　第2027号土坑・出土遺物実測図

体である。RLの単節縄文を施した隆帯を巡らし，胴部にはRLの単節縄文を地文として，沈線により波状文

を施している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第2027号土坑出土遣物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第19 7 図 深　　 鉢 B （6．0） 底部片。底面に網代痕。 長石 ・砂粒 P 187　　 5％

1 縄文土芹 C　 lO．0 明赤褐色

普通

覆土

中峠式

第2035号土坑（第198図）

位置　調査区の南部，F19g5区。

規模と平面形　長径1．78m，短径1．64mの楕円形で，深さは70cmである。

長径方向　N－810－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量
2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量
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遺物　縄文土器片124点が覆土から出土している。1はミニチュアの探鉢である。2は深鉢の口緑部片で，ロ

緑部直下に隆帯を巡らしている。3は探鉢の口綾部片で，口緑部に沈線を巡らし，沈線により文様を措出して

いる。4は深鉢のロ縁部付近の破片で，隆帯を巡らして口緑部を区画し，口緑部にはRLの単節縄文を横位

に，胴部には縦位に施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI旺式期）と考えられる。

幽凹－』∃cm

l　＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

第198図　第加乃号土坑・出土遺物実測図

第2035号土坑出土遺物観察表

10cm

！　　　；　　　＿」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第198図ミニチュア土器B（1．3）底部から胴部の破片。胴部はほぼ直立して立ち上がる。沈線により懸垂文石英・長石・砂粒P18930％　PL24

1 縄文土器C　l．6を施している。地文はRLの単節縄文である。 赤褐色

普通

覆土

加曽利Em式

第2042号土坑（第199図）

位置　調査区の南部，F20f6区。

規模と平面形　長径2．14m，短径1．94mの楕円形で，深さは64cmである。

長径方向　N－44。－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Pl・P2は，壁際に位置する。Plは，長径48cm，短径46cmのほぼ円形で，深さ53cmである。

P2は，長径26cm，短径24cmのほぼ円形で，深さ17cmである。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量
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第199図　第2042号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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造物　縄文土器片70点が覆土から出土している。1は眼鏡状把手を有する深鉢の口緑部片で，覆土上層（第1

層）から出土している。2は探鉢の口緑部片で，2条の沈線を巡らし口縁部を区画している。3・4は深鉢の

胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2042号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Gm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第19 9 図 深　　 鉢 B （19．1） 把手を有する口緑部片。把手部は上部に円孔を有 し，下部は眼鏡状 となる。 石英 ・長石 ・雲母 P 190 10％

1
縄文土器 頚部に隆帯 を巡らして口緑部文様帯を形成 している。文様帯内は沈線を有 黒褐色 覆土上層 （第 1 層）

する隆帯により文様 を描出 し，縦位の沈線を施 している。胴部にはR L の

単節縄文を施 している。

普通 加曽利E I 式

第2043号土坑（第200図）

位置　調査区の南部，F20f7区。

規模と平面形　長径2．00m，短径1．80mの楕円形で，深さは60cmである。

長径方向　N－30。－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。
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覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　褐　　　色　　ローム粒子中量

2　褐　　　色　　ローム粒子中量

3　にぷい褐色　　ローム粒子少量

4　にぷい褐色　　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片21点が出土している。1は探鉢の底部から胴部の破片で，覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

二子「一

Å
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第200図　第2銅3号土坑・出土遺物実測図

第2043号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第20 0 図

1

深　　 鉢

縄文土器

B （11．0） 胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。R L の単節縄文を施している。 長石 ・砂粒

にぷい赤褐色

普通

P 192　 10％

覆土

加曽利E I 式

第2044号土坑（第201図）

位置　調査区の北部，F20C6区。

規模と平面形　長径2．34m，短径1．96mの楕円形で，深さは66cmである。

長径方向　N－410－W

壁　袋状を呈し，開口部はテラス状となる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　褐　　　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片29点，磨石1点が覆土から出土している。1は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を施し，沈

線による幅広の懸垂文間を磨り消している。2は磨石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第201図　第2044号土坑・出土遺物実測図

第2044号土坑出土遺物観察表

〔⊃
0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　質 備　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第201図　2磨　　石 7．3 5．8 3．9 213 安　山　石Q59　覆土

第2045号土坑（第202図）

位置　調査区の北部，F20C6区。

規模と平面形　長径2．24m，短径2．08mの不整楕円形で，深さは72cmである。

長径方向　N－430－E

壁　袋状を呈する。北壁だけは外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは中央部両壁寄りに位置し，長径42cm，短径36cmの楕円形で，深さ46cmである。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

造物　縄文土器片53点が覆土から出土している。1は深鉢の口縁部から胴部の片で，覆土上層（第1層）から

出土している。2は深鉢の口緑部片で，覆土上層（第1層）から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第202図　第2045号土坑・出土遺物実測図

第2045号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　＿」

0　　　　　　　　　　10cm

l　　：　　！

0　　　　　　　　　　　10cm

l　－‥　「一　・一1

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第202回深　　鉢A〔37．3〕ロ縁部から頚部片。頚部は外傾して立ち上がり，口緑部は内攣する。3単石英・長石・砂粒P19340％　PL24

縄文土器B（15．1）位の小波状口緑を呈する。頚部に隆帯を巡らし，口緑部文様帯を形成してにぷい赤褐色覆土上層

1 いる。文様帯内には洗練を有する隆帯によりクランク文を施している。胴

部には沈線により3本一組の懸垂文と波状の懸垂文を交互に施している。

地文はRLの単節縄文である。

普通 加曽利EI式

2

深　　鉢A〔20．2〕ロ緑部片。口綾部は内攣する。口唇部直下と頸部に隆帯を巡らし，口緑都長石・雲母・砂粒P194　10％

縄文土器B（6，5）文様帯を形成している。文様帯内には沈線による波状文を施している。地文橙色 覆土上層

はRLの単節縄文で，胴部には縄圧痕文を懸垂させている。 普通 加曽利EI式

第2047号土坑（第203図）

位置　調査区の北部，F20C4区。

規模と平面形　長径2．32m，短径2．02mの楕円形で，深さは56cmである。

長径方向　N－780－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。
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第203図　第2047号土坑・出土遺物実測図
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覆土　3層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子中量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片67点，石核1点が出土している。1ほほほ完形の深鉢で，覆土中層（第3層上面）から出土

している。2は波状口緑を呈する深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土上層（第1層）から出土している。3

は探鉢の胴部片で，覆土中層（第3層上面）から出土している。4は深鉢の胴部片で，覆土上層（第1層）か

ら出土している。5は深鉢の胴部片で，覆土中層（第3層上面）から出土している。6は波状口緑を呈する深

鉢の口緑部片で，覆土から出土している。7は石核である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2047号土坑出土遺物観察表

．図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第20 3 図 深　　 鉢 A 〔15．9〕 口緑部一部欠損。胴部は直線的に立ち上が り，口緑部はわずかに外反する。 石英 ・長石 ・スコリア P 19 5 85％　P L 24

1
縄文土器’ B （23．9） 口唇部直下とロ緑部に隆帯を巡らし，区画内は無文としている。胴部には隆 褐色 覆土中層（‘第3層上面）

C　　 6．4 帯による4 単位の弧状文を巡らし，沈線による懸垂文を施 している。地文は

R L の単節縄文である。

普通 加曽利 E I 式

2

探　　 鉢 A 〔24．6〕 波状口緑を呈する口緑部から胴部片。胴部は外反して立ち上がり，口綾部は 石英 ・長石 ・雲母 P 196 10％

縄文土器 B （18．0） 内攣する。頚部に隆帯を巡らし，幅狭の口緑部文様帯を形成 している。文様 黒褐色 覆土上層（第1 層）

帯内には縦位の沈線を施 している。胴部にはR L の単節縄文を施 している。 普通 加曽利 E I 式

3

深　　 鉢 B （9．5） 胴部片。胴部はわずかに外反して立ち上がる。頚部には4 単位の突起 と沈 砂粒 ・白色粒子 P 199 10％

縄文土器 線を有する隆帯を巡らしている。胴部はR L の単節縄文 を地文とし，沈線 黒褐色 覆土中層（第3層上面）

により文様を措出している。 普通 加曽利E I 式

4

深　　 鉢 B （13．0） 胴部片。胴部は外反 して立ち上がる。頚部には隆帯による4 単位の楕円区画 長石 ・砂粒 P 197 2 0‾％

縄文土器 文を巡らしている。胴部はR L の単節縄文を地文とし，沈線により3 本一組 にぷい赤褐色 覆土上層 （第1層）

の懸垂文 と波状の懸垂文を交互に施している。 普通 加曽利E I 式

5

深　　 鉢 B （10．2） 胴部片。胴部 はわずかに内攣 して立ち上がる。R L の単節縄文を施 してい ’石英 ・長石 ・雲母 P 198 20％　P L 24

縄文土器 る。 赤褐色

普通

覆土中層（第3層上面）

加曽利E I 式

6

深　　 鉢 B （5．1） 口線部片。波状口緑を呈 し，波頂部に隆帯による渦巻文を施している。波頂 砂粒 P 200 5％

縄文土器 部 を起点に隆帯により文様 を描出している。 明赤褐色

普通 ．

覆土

加曽利E I 式

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　 ・考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第203図　 7 石　　 核 4．4 2．6 1．6 1う 黒　 曜　 石 Q 9 8　覆土

第2048号土坑（第204図）

位置　調査区の南部，F19f6区。

規模と平面形　長径2．68m，短径2．46mの楕円形で，深さは20cmである。

長径方向　N－30－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Pl・P2は，壁際に位置する。Plは，長径92cm，短径80cmの楕円形で，深さ82cmである。

P2は，径54cmの円形で，深さ42cmである。
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第204図　第2048号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　10cm
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覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量

2　にぷい褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片301点，土器片円盤1点が覆土から出土している。1は探鉢の口緑部付近から胴部の破片で，

頚部に隆帯を巡らし，胴部には蕨手状の沈線文を垂下させている。2は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地

文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。3は深鉢の胴部片で，縦位の条線文とRLの単節縄文を地文

とし，沈線文を垂下させている。4は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遣物が破片であるため明確でないが，出土遣物から縄文時代中期後葉（加曽利E式

期）と考えられる。

第2048号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm） 重　 量

（g）

現存率

（％）

形　 状　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　 考

長さ 幅 厚 さ

第20 4図　 4 土器片円盤 4，0 5 3．8 1．3 23 100 P Lの単節縄文。内面に穿孔しようとした痕跡がある。D P 3 1 覆土

第2049号土坑（第205図）

位置　調査区の南部，F19h4区。
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第205図　第2049号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　」

規模と平面形　長径1．40m，短径1．22mの楕円形で，深さは54cmである。

長径方向　N－420－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

士層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片61点が覆土から出土している。1は深鉢の口縁部から胴部の破片で，口縁部には沈線により

楕円区画文を施し，胴部には沈線による幅広の懸垂文間を磨り消している。区画内にはRLの単節縄文を充填

している。2は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による幅広の懸垂文間を磨り消している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第2050号土坑（第206図）

位置　調査区の南部，F20e4区。

規模と平面形　長径2．26m，短径2．02mの楕円形で，深さは朗cmである。

長径方向　N－700－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　3か所。Plは中央部に位置し，径18cmの円形で，深さ30cmである。P2は北壁際に位置し，長径28cm，

短径24cmの楕円形で，深さ32cmである。P3は東壁際に位置し，径20cmの円形で，深さ23cmである。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量
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第206図　第2050号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

I　…－ト・　－－－－－」

遺物　縄文土器片23点が覆土から出土している。1は把手を有する深鉢の口縁部片である。2は波状口縁を呈

する深鉢の口緑部から胴部の破片である。3は深鉢の口縁部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線を有する

隆帯により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2050号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第20 6 国 探　　 鉢 B （11．6） 口緑部及び把手部片。口緑部は内管する。把手は頂部が尖 り，沈線 によ 長石 ・砂粒 P 2 01　 5％

1 縄文土器 り縁取りしている円孔を有 している。ロ緑部の文様は隆帯により描出 し， 黒褐色 覆土

縦位の沈線を施 している。 普通 加曽利E I 式

2

浅　　 鉢 A 〔15．9〕 波状口緑 を呈する口緑部か ら胴部の破片。口緑部は外反する。ロ緑部に 石英 ・長石 ・砂粒 P 2 02　 5％

縄文土器 B （7．9） は隆帯により幅狭のロ緑部文様帯を形成 し，波頂部に渦巻文 を施 してい にぷい赤褐色 覆土

る。胴部はR Lの単節縄文とし，洗練 により文様 を描出している。 普通 加曽利E I 式

第2052号土坑（第207図）

位置　調査区の南西部，F18川区。

規模と平面形　長径1．64m，短径1．08mの楕円形で，深さは18cmである。

長径方向　N－50。－W
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第207図　第2052号土坑・出土遺物実測図
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壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片33点が出土している。1は深鉢の口緑部片で，底面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2052号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（叫） 語　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 207 図 深　　 鉢 A 〔30．4〕 ロ緑部片。ロ緑部は内攣する。口唇郭直下には，沈縁間を交互刺突する 石英 ・長石 ・雲母 P 203 10％　 P L 24

1
縄文土器 B （9．3） ことによる連続コの字状文を巡らしている。口縁部はキザ ミを有する隆 黒褐色 底面

帯により文様を措出している。胴部にはR L の単節縄文を施 している。 普通 中峠式

第2054号土坑（第208・209図）

位置　調査区の南西部，F19e5区。

規模と平面形　長径3．76m，短径2．90mの楕円形で，深さは94cmである。

長径方向　N－750－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは西壁際に位置し，長径1．70m，短径1．60mの楕円形で，深さ44cmである。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。第1層は，焼土層である。

土層解説

1赤褐色　　焼土粒子多量，焼土ブロック多量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量

4　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

5　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

6　褐　色　　ローム粒子中量

7　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片408点，土器片円盤3点，削器1点が出土している。1は探鉢の口緑部から胴部の破片で，

覆土から出土している。2は深鉢の口緑部片で，覆土下層から出土している。3は波状口緑を呈する深鉢の口
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第209図　第2054号土坑出土遺物実測図（2）

0　　2．5cm

0－是二＝±＝』m』d

緑部片，4は深鉢の口綾部片で，混入したものである。5は深鉢の胴部片で，覆土から出土している。6は深

鉢の口綾部片で，無文である。7は深鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線間に交互刺突文を施

している。8は小波状口緑を呈する深鉢のロ綾部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を描出し

ている。9は深鉢の胴部片で，爪形文を有する隆帯により文様を措出している。10は深鉢の口緑部片で，半裁

竹管による平行沈線文により文様を描出し，文様内に半裁竹管による刺突文を施している。11～13は土器片円

盤で，14は削器である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2054号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（叫 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 208 図 深　　 鉢 A 〔13．8〕 ロ緑部から胴部の破片。胴部はわずかには内攣 して立 ち上がる。口唇部 石英 ・長石 ・砂粒 P 205 15％ P L 25

1 縄文土器 B （19．8） ほ無文で，肥厚する。胴部はR L の単節縄文を地文 とし，半裁竹管による 褐色 覆土

平行沈線文により文様を描出している。 普通 中峠式

2

探　　 鉢

縄文土器

A 〔27．4〕

B （9．2）

口緑部片。口縁部はわずかに外傾 し，口唇部は肥厚する。無文。 白色粒子 ・スコリヤ

にぷい赤褐色

普通

P 204 10％　P L 25

覆土下層

阿玉台Ⅳ式

3

深　　 鉢 B （6．3） 波状口緑 を呈する口緑部から胴部の破片。胴部は直線的に立 ち上が り， 石英 ・長石 ・雲母 P 207　5％

縄文土器 口緑部はわずかに外傾する。波頂部は尖る。 無文。 にぷい赤褐色

普通

覆土

阿王台Ib 式

4

深　　 鉢 B （9．0） ロ緑部片。口緑部はわずかに外傾する。ロ緑部につまみ状突起を短 く垂 石英 ・長石 ・雲母 P 208 5％　P L 25

縄文土器 下させている。無文。 黒褐色

普通

覆土

阿王台Ib 式

5

深　　 鉢 B （8．3） 胴部片。胴部はわずかに外傾する。橋状の把手を有 し，隆帯により文様 石英 ・長石 ・砂粒 P 2 06　5％

縄文土器 を描出 している。R L の単節縄文を施 している。 明褐色

普通

覆土

中峠式

図 版番 号 券　　 種
計　　 測　　 値 （cm ） 重　　 量

（g ）

現 存 率

（％）

形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第 2 09 図 11 土 器片円盤 4 ．3 3 ．9 1．0 22 100 R L の単 節縄 文。 D P 3 2　 覆 土

12 土 器片円盤 3 ．6 3．3 1．05 16 100 無 文 。 D P ′33　 覆 土

13 土器 片円盤 3 ．4 3．0 0．8 （9） 8 0 無 文 。 D P 34　 覆 土

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長さ （cm） 帽 （cm） 厚さ （cm ） 重量 （g ）

第 209 図 14 削　　 器 4．2 2．5 0．7 4 黒　 曜　 石 Q 99　 覆土
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第2059号土坑（第210図）

位置　調査区の南部，F19e9区。

規模と平面形　長径2．54m，短径2．40mの楕円形で，深さは76cmである。

長径方向　N－290－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片53点が出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

亨三三∴

第210図　第2059号土坑・出土遺物実測図

第2059号土坑出土遺物観察表

10cm

L圭

図版番号 器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第210図深　　鉢B（9．0）波状口緑を呈するロ緑部片。口縁部は内攣する。披頂部には隆宿により長石・砂粒 P209　5％

1
縄文土器 渦巻文を施している。口緑部にはRLの単節縄文を地文とし，沈線を有す赤褐色 覆土

る隆帯により文様を措出している。渦巻文の下部には縦位の沈線を施し

ている。

普通 加曽利EI式

第2060号土坑（第211・212図）

位置　調査区の南西部，F19d2区。

規模と平面形　長径2．14m，短径1．80mの楕円形で，深さは120cmである。

長径方向　N－600－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。
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第212図　第2060号土坑出土遺物実測図（2）

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

ローム粒子微量，

ローム粒子少量，

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

炭化物微量

炭化物微量

ロームブロック中量

ロームブロック中量

ロームブロック中量

ロームブロック多量

0　　　　　　　　　　　　10cm

：＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿　」

遺物　縄文土器片314点，土器片円盤1点が出土している。1は探鉢の口緑部から胴部の破片，2は鉢の口緑

部から胴部の破片，4・5は底部から胴部の破片で，覆土から出土している。3は橋状把手を有する広口壷の

肩部から胴部の破片で，覆土中層から出土している。6は小波状口緑を呈する深鉢の口緑部片，7・8は探鉢

の口緑部片で，口緑部に微隆帯を巡らし，沈線により区画文を施している。9～13は探鉢の胴部片で，徴隆帯

により区画文を措出し，LRの単節縄文を施している。14は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2060号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測催 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 211図 探　　 鉢 A 〔30．9〕 口緑部から胴部片。4単位の波状口緑を呈し，頸部はくびれ，ロ縁部は外 長石 ・砂粒 P 2 10 40％　P L 25

縄文土器 B （22．7） 傾する　 ロ緑部には微隆帯を巡 らして帽狭の口緑部文様帯を形成し，文 橙色 覆土

1 様帯内には3列の円形刺突文を巡らしている。文様帯は微隆帯により描出

し，波頂部を起点 とする逆U 字状文 とU 字状文 を入り組ませる一帯構成

で，区画文内にはL R の単節縄文を充填 している。

普通 加曽利E Ⅳ式

2

鉢 A 〔25諸〕 口緑部から胴部の破片。胴部はわずかに内攣 して立ち上が り，ロ縁部は 長石 ・砂粒 P 2 14　40％

縄文土器 B （21．0） やや内傾する。口緑部に4単位の突起を有する微隆帯を巡らし，幅狭の無 黒褐色 覆土

文体を形成する。胴部にはL R の単節縄文を施している。 普通 加曽利E Ⅳ式

3

広　口 壷 B （19．6） 胴部から肩部の破片。胴部はわずかに内攣 して立ち上が り，肩部は内傾 長石 ・砂粒 P 21 1 10％　P L 25

縄文土器 する。肩部に橋状の把手を有する。L の無節縄文を施 している。 にぷい橙色

普通

覆土中層

加曽利E Ⅳ式

4

深　　 鉢

縄文土器

B （6．2）

C　　 6．8

底部片。底部は突出 し，胴部は外傾して立ち上がる。無文。 長石 ・砂粒

にぷい橙色

普通

P 212 10％

覆土

加曽利E Ⅳ式
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図版番号 器　　 種 計測値 （蜘） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 211 図 深　　 鉢 B （4．5） 底部片。底部から外反して立ち上がる。無文。 長石 ・砂粒 P 213 10％

5 縄文土器 C　　 5．6 黒褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

図版番号 器　　 種
計　　 測　　 値 （C血） 重　　 量

（g ）

現 存 率

（％）

器 形 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考
長　 さ 幅 厚　 さ

第 212 図 14 土器片円盤 3．9 3．8 1．1 19 100 L R L の複節縄文。 D P 35　覆土

第2064号土坑（第213図）

位置　調査区の南西部，F19d2区。

規模と平面形　長径1．96m，短径1．68mの楕円形で，深さは110cmである。

長径方向　N－160－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，自然堆積と考えられる。

千二‾I‾

第213図　第2064号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　色

ローム粒子少量，炭化物微量

ローム粒子中量

ローム粒子多量，ロームブロック多量

ローム粒子中量，ロームブロック中量

ローム粒子少量，ロームブロック少量

ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片31点，礫器1点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部から頚部の破片である。2は深

鉢の口緑部片で，沈線により文様を措出している。3は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線に

より文様を措出している。4は深鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により鋸歯状文を巡らし

ている。5は礫器である。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式期）の袋状土坑と考えられる。

第2064号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 匝） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 213 図 深　　 鉢 A 〔25．2〕 口緑部か ら頚部片。頚部は くびれ，口緑部は外傾す る。‘R L の単節縄文 長石 ・砂粒 ‘ P 2 15 10％　 P L 25

1 縄文土器 B （13．8） を地文 とし，ロ緑部 にはキザ ミを有する隆帯 を垂下 させ，環状の突起と にぷい褐色 覆土

連結させている。 普通 阿王台Ⅳ式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 213 図 5 礫　　 器 ．10．4 6．0 2．4 212 砂　　　 岩 Q 60

第2068A号土坑（第214図）

位置　調査区の南西部，F18e8区。

重複関係　本跡は第2068B号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．70m，短径1．60mの楕円形で，深さは90cmである。

長径方向　N－300－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

4　暗褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片176点が出土している。1は深鉢の胴部片で，覆土から出土している。2は深鉢の底部から

胴部の破片で，覆土中層（第2層）から出土している。3は深鉢の口縁部片で，口縁部に微隆帯を巡らし，R

Lの単節縄文を施している。4は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，微隆帯を垂下させている。5

は深鉢の胴部片で，文様は二帯構成となり，沈線による区画文内にはLRの単節縄文を充填している。6は小

波状口緑を呈する深鉢の口縁部で，口唇部直下に沈線を巡らし，沈線による蕨手状の区画文内にはLRの単節

縄文を充填している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。
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第214図　第2068A・B号土坑，第2068A号土坑出土遺物実測図

第2068A号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　一一一　　い一一…‥I

図版番号 器　　種計測値（叫 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第214区l 探　　鉢 B （22．3）胴部片。胴部は内攣して立ち上がる。文様は沈線により渦巻状の区画文長石・砂粒 P21620％　PL25

1 縄文土器 を施し，区画文内及び底部付近にLRの単節縄文を施している。 灰褐色

普通

覆土

加曽利EⅢ式

2

探　　鉢

縄文土器

B　（7．2）

C　　7．6

底部片。底部は突出し，胴部は外傾して立ち上がる。無文。 砂粒

赤褐色

普通

P21710％

覆土中層（第2層）

加曽利E式
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第2070号土坑（第215図）

位置　調査区の南西部，F18d8区。

規模と平面形　長径1．64m，短径1．42mの楕円形で，深さは60cmである。

長径方向　N－670－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子中量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

旦22．8m

‾∴二二「

第215図　第2070号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片7点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部片で，微隆帯により区画文を描出し，LR

の単節縄文を充填している。2は深鉢の口緑部から胴部の破片で，口緑部に徴隆帯を巡らし，胴部にはLの無

節縄文を施している。3は探鉢の胴部片で，LRの単節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2071号土坑（第216図）

位置　調査区の南西部，F18e7区。

規模と平面形　長径1．76m，短径1．60mの楕円形で，深さは50cmである。

長径方向　N－65。－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片70点が覆土から出土している。1は小波状口緑を呈する深鉢の口綾部片で，波頂部を起点に

微隆帯を巡らし，LRの単節縄文を施している。2は波頂部が欠損する探鉢の口緑部片で，波頂部を起点に沈

線を巡らし，LRの単節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

旦22．8m

‾竃聖詔7‾　　　　〕

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－ー　1－－　　」

第216図　第2071号土坑・出土遺物実測図

第2072号土坑（第217図）

位置　調査区の南西部，F18C9区。

規模と平面形　長径1．38m，短径1．18mの楕円形で，深さは52cmである。

長径方向　N－380－W

壁　外傾して立ち上がる。
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第217図　第2072号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　10cm

ト　一　十一・一一1

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量，焼土粒子微量

4　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片116点が覆土から出土している。1は小波状口緑を呈する深鉢の口綾部片である。2は探鉢

の胴部で，文様は二帯構成となり，沈線による区画文内にRLの単節縄文を充項している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2072号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 匝） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 217 図 深　　 鉢 A 〔14．4〕 口緑部片。波状 口緑を呈 し，口緑部は内攣する。沈線によ り文様 を描出 石英 ・長石 T P 50 5 10％

1 縄文土器 B （8．0） し， 区画文内にL R の単節縄文を充填 している。 黒褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

第2073号土坑（第218図）

位置　調査区の南西部，F18C8区。

規模と平面形　長径3．04m，短径2．82mの楕円形で，深さ80cmである。

長径方向　N－440－E

壁　外傾して立ち上がる。東壁の開口部はテラス状となり，東壁の底面付近は袋状となる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。
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土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化物微量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片132点，石皿片2点が出土している。1は浅鉢の底部から胴部の破片で，覆土から出土して

いる。2は深鉢の口緑部片，3・4は波状口緑を呈する深鉢の口縁部片で，口唇部直下に微隆帯を巡らし，2

・3はLRの単節縄文を，4はRLの単節縄文を施している。5は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文

とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。6・7は石皿片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2073号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 匝） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第218 図 浅　　 鉢 B （4．0） 底部から胴部の破片。胴部は外傾 して立ち上がる。無文。 石英 ・長石 ・雲母 P 2 18 10％

1 盛文土器
C　 lO．0

赤褐色

普通

覆土

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第218 図 6 石　　 皿 （13．4） （13．9） 6．9 （1196） 安　 山　 岩 Q 6 1 覆土　 凹石兼用

7 石　　 皿 （．9．4） （12．3） 4．5 （514） 安　 山　 岩 Q 6 2　覆土　 凹石兼用

第2075号土坑（第219図）

位置　調査区の南部，F19g9区。

重複関係　本跡は第2057号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径1．54m，短径1．08mの不整楕円形と推定され，深さは114cmである。

長径方向　N－560－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　第1～4層は第2057号土坑の覆土で，第5～13層が本跡の覆土である。9層に分層され，自然堆積と考

えられる。

土層解説

5　暗褐色

6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

9　暗褐色

10　褐　色

11暗褐色

ローム粒子微量，

ローム粒子中量，

ローム粒子少量，

ローム粒子多量，

ローム粒子少量，

ローム粒子中量，

ローム粒子少量，

ロームブロック微量，

ロームブロック微量，

ロームブロック微量

ロームブロック中量，

ロームブロック少量，

ロームブロック微量，

ロームブロック微量，

炭化物微量

炭化物少量

焼土粒子微量

炭化物少量

炭化物少量

炭化物少量

12　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化物微量

13　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量
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第219図　第2057・2075号土坑，第2075号土坑出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片319点，磨石1点が出土している。1・2は波状口緑を呈する深鉢の口綾部片，3は深鉢の

把手部片で，覆土から出土している。4は深鉢の胴部片で，覆土下層から出土している。5は浅鉢の口縁部

片で，覆土から出土している。6は磨石である。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅲ式期）の袋状土坑と考えられる。
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第2075号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Cロ】） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 219 図 探　　 鉢 B （7．7） 波状口緑を呈する把手部片。隆帯により文様を措出 し，陸幕に沿って爪 石英 ・長石 ・砂粒 P 219　 5％

1 縄文土器 形文を施している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

阿王台Ⅲ式

2

深　　 鉢 B （8．3） 波状口緑を呈する把手部片。隆帯により文様を描出 し，隆帯に沿って爪 長石 ・砂粒 P 220　 5％

縄文土器 形文を施 している。 にぷい褐色

普通

覆土

阿王台Ⅲ式

3

深　　 鉢 B （8．9） 波状口縁を呈する把手部片。隆帯により文様を描出し，隆帯に沿って爪 長石 ・砂粒 P 22 1　5％

縄文土器 形文を施 している。内面に円形の くぼみを有している。 褐色

普通

覆土

阿王台Ⅲ式

4

深　　 鉢 B （8．4） 横位の棒状把手を有する胴部片。隆帯により文様を描出し，隆帯 に沿っ 石英 ・長石 ・砂粒 P 223　 5％

縄文土器 て爪形文及び沈線により鋸歯状文を施 している。 暗褐色

普通

覆土下層

阿王台Ⅲ式

5

浅　　 鉢

縄文土器

B （7．6） ロ緑部片。口緑部は外傾 し，口唇部は撞 く内傾 し尖る。無文。 石英 ・長石 ・砂粒

にぷい赤褐色

普通

P 222　 5％

覆土

阿五台 Ⅲ式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （qm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 219 図 6 磨　　 石 8．8 5．5 2．8 （189） 安　 山　 岩 Q 63　 覆土

第2076号土坑（第220図）

位置　調査区の南西部，F18b9区。

規模と平面形　長径2．42m，姪径2．00mの楕円形で，深さは72cmである。

長径方向　N－400－E

壁　袋状を呈する。開口部の南西側はテラス状となる。

底　平坦である。

①完的

第220図　第2076号土坑・出土遺物実測図
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覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説
1褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量，炭化物少量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，炭化物微量

4　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片88点が覆土から出土している。1は口唇部直下に癌状の突起を有する深鉢の口緑部片であ

る。2は波状口緑を呈する深鉢の口縁部片で，隆帯に沿って爪形文を施している。隆帯にはRLの単節縄文を

施している。3は深鉢の口緑部片で，口唇部直下に沈線を巡らしている。地文にはRLの単節縄文を縦位に施

している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式期）の袋状土坑と考えられる。

第2076号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 220 図 探　　 鉢 B r（3．9） 口．緑部片。口緑部はほぼ直立 し，口唇部は肥厚する。口唇部直下に癌状 石英 ・長石 ・砂粒 P 2 24　5％

1 縄文土器 の突起を有する。L R の単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出 し 暗赤褐色 覆土

ている。 普通 阿玉台Ⅳ式

第2078号土坑（第221・222図）

位置　調査区の南部，F18b6区。

規模と平面形　長径3．96m，短径3．18mの楕円形で，深さは94cmである。

長径方向　N－340－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは中央部に位置し，長径40cm，短径32cmの楕円形で，深さ88cmである。P2は東壁際に位

置し，長径170cm，短径132cmの楕円形で，深さ130cmである。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

4　暗褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

5　暗褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片862点，土器片錘1点，土器片円盤2点，磨製石斧片2点，磨石1点，石棒片1点が，主に

覆土上層から出土している。1は探鉢の上半部，2は深鉢の胴部片で，覆土上層（第2層）から出土してい

る。3・4は深鉢め底部から胴部の破片で，4は覆土上層（第2層）から出土している。5は深鉢の口縁部片

で，LRLの複節縄文を地文とし，隆帯により文様を措出している。6・7は深鉢の口綾部片で，6はRL単

節縄文を，7はLRの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。8～11は探鉢の胴部片で，単節

縄文を地文とし，沈線による懸垂文間を磨り消している。12は土器片錘，13・14は土器片円盤である。15は磨

石で，覆土上層（第2層）から出土している。16は欠損しているため不明であり，刃部が欠損した小形磨製石

斧の可能性もあるが，石剣の基部と考えられる。16は混入したものである。

所見　本跡の時期は，遺物が主に覆土上層から出土してはいるものの，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽

利EI式期）と考えられる。
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第221図　第2078号土坑・出土遺物実測図（1）
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第222図　第2078号土坑出土遺物実測図（2）

第2078号土坑出土遺物観察表

⊂〕 10cm

L＿＿＿＿」＿　　」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第221図

1

深　　鉢A　22．3胴下半部欠損。4単位の波状口緑を呈し，ロ縁部はほぼ直立する。口綾部長石・砂粒 P22560％　PL25

縄文土器B（17．1）には波頂部直下に隆帯による渦巻文を施し，渦巻文どうLを渦巻文からにぷい赤褐色覆土上層（第2層）

のびる隆帯により連結している。胴部には垂下する幅広の沈線間を磨り

消している。地文はRLの単節縄文である。

普通 加曽利EⅡ式

2

探　　鉢B（25．2）胴部片。胴部は外反する。胴部には沈線による幅広の懸垂文間を磨り消長石・砂粒 P22610％

縄文土器 している。地文はRLの単節縄文である。 にぷい黄褐色

普通

覆土上層（第2層）

加曽利EⅡ式
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図版番号 諸　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 221図 探　　 鉢 B　　 8．2 底部から胴部片。胴部は外傾 して立ち上がる。胴部には沈線による幅広 長石 ・砂粒 P 226　20％　P L 26

3 縄文土器 C 〔7膏〕 の懸垂文間を磨 り消 している。地文はR L の単節縄文である。 にぷい橙色

普通

覆土

加曽利 E Ⅲ式

4

深　　 鉢 B （8．2） 底部から胴部片。胴部は外傾 して立ち上がる。胴部には垂下す る懸垂文 砂粒 P 227　20％　P L 26

縄文土器 C　　 6．2 間を磨 り消 している。地文はR L の単節縄文である。 明赤褐色

普通

覆土中層（第2 層）

加曽利 E Ⅲ式

図版 番号 器　　 種
計　　 測　　 侶 （cm）

重　　 量

（g ）

現 存 率

（％）

形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第 2 22 図 12 土 器片錘 4 ．7 4．0 1．1 25 100 R L の単 節縄文 。 D P 36　 覆土

13 土器片円盤 3 ．55 3．5 1．2 （16 ） 80 無 文 。 D P 37　 覆土

14 土器片円盤 3 ．7 3．6 1．0 16 100 無 文 。 D P 38　 覆土

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　　 考

長さ （Ⅷ） 幅 （qm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 222 図 15 磨　　 石 8．8 4．0 6．2 （332） 安　 山　 岩 Q 64　覆土上層 （第 2 層）

16 石　　 剣 （7．9） 3．6 1．8 （88） ホルンフェルス Q 65　覆土

第2079号土坑（第223図）

位置　調査区の南西部，F18C4区。

規模と平面形　長径1．58m，短径1．38mの楕円形と推定され，深さは52cmである。

長径方向　N－550－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片19点が覆土から出土している。1は深鉢の底部片である。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期の袋状土坑と考えられる。

r一／　＼

A
－・・22．6m

頂≡≡≡蛋‾
2m

ト一　　十　　一1

0　　　　　　　5cm

！i l

第223図　第2079号土坑・出土遺物実測図
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第2079号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Om） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第22 3 回 深　　 鉢 B （5．1） 底部から胴部の破片。底部は突出し，胴部 は外傾 して立ち上がる。無文。 石英 ・長石 ・雲母 P 229 15％

1 縄文土器 C　 8．5 底面に網代痕。 明赤褐色

普通

覆土

阿王台式

第2085号土坑（第224図）

位置　調査区の南西部，F18C2区。

規模と平面形　径1．40mの円形で，深さは58cmである。

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

第224図　第2085号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量
4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

遣物　縄文土器片53点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土下層（第4層）か

ら出土している。2は探鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土下層（第4層）から出土している。3は探鉢の底

部片で，覆土上層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式期）の袋状土坑と考えられる。

第2085号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（Om） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第2 24図 深　　 鉢 A 〔26．0〕 口緑部から胴部の破片。胴部は直線的に立ち上がり，頭部で外傾し，口縁 砂粒 ・白色粒子 P 2 30 3 0％　 P L 26
1 縄文土器 B （27．1） 部は直立する。口緑部には沈線間を交互刺突することにより連続のコの字 赤褐色 覆土下層（第4 層）

状文を巡 らしている。頚部は無文帯 としている。胴部は爪形文を有する隆

帯を巡らして胴部文様帯を形成 し， 4 単位の区画文を施している。区画文

内には沈線により文様を描出 し，空白部にはペ ン先状の工具 により結節沈

線文 を施 している。

普通 勝坂Ⅲ式併行

2

深　　 鉢 A 〔20．6〕 ロ緑部から胴部の破片。胴部はほぼ直線的に立 ち上がり，口緑部は肥厚 し 砂粒 ・白色粒子 P 231 30％　 P L 26

縄文土器 B （21．7） て短 く外反する。胴部にはL R の単節縄文を施 している。 にぷい赤褐色

普通

覆土下層（第 4層）

阿王台Ⅳ式

3

深　　 鉢

縄文土器

B （3．8）

C　 9．8

底部から胴部の破片。胴部は外傾 して立 ち上がる。底面に網代痕。 石英 ・長石 ・雲母

にぷい赤褐色

普通

P 23 2 ・10％

覆土上層

阿王台式

第2090号土坑（第225図）

位置　調査区の北西部，E19h4区。

規模と平面形　径1．36mのほぼ円形と推定され，深さは86cmである。

長径方向　N－590－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

、－．・・、　－　一一

旦22．8m

2m

l　　　　；　　　！

第畏5図　第2090号土坑・出土遺物実測図
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覆土　6層に分層され，自然堆積と考えられる。第3層は焼土粒子を中量含む層である。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色
3　時赤褐色

4　褐　　色
5　黒褐色
6　褐　　色

ローム粒子微量，焼土粒子微量

ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量
ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子中量

ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物少量
ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物中量

ローム粒子中量，ロームブロック中量，炭化物微量

遺物　縄文土器片36点が覆土から出土している。1は把手を有する探鉢の口縁部から胴部の破片である。2は

深鉢の胴部片で，沈線により文様を措出し，沈線間に爪形文を施している。3は深鉢の胴部片で，結節洗練文

により文様を描出している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第2090号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第225 図 深　　 鉢 B （9，3） 把手を有する口緑部から胴部の破片。口緑部はほほ直立する。把手部には 石英 ・長石 ・雲母 P 233　 5％

1 縄文土器 孔 を有 している。ロ縁部には隆帯を巡らし，把手部の両端に小形の橋状把 にぷい黄褐色 覆土

手を施 している。胴部には L の無節縄文を施 している。 普通 中峠式併行

第2093号土坑（第226図）

位置　調査区の北西部，E19il区。

規模と平面形　径1．78mのほぼ円形で，深さは78cmである。

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

鐸一弘芦諮
第226図　第2093号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子微量，

ローム粒子中量，焼土粒子微量，
ローム粒子中量，ロームブロック

ローム粒子中量，ロームブロック

ローム粒子多量，ロームブロック
ローム粒子多量，ロームブロック

遺物　縄文土器片9点が出土している。

炭化物微量
炭化物微量

中量
少量

中量

多量

1は4単位の橋状把手を有する深鉢の口緑部片で，覆土から出土して

いる。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第2093号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 埴 計測値（叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第226 図 探　　 鉢 A 〔23．5〕 口緑部片。口縁部は外傾し，口唇部は肥厚 して断面三角形を呈する。口緑 石英 ・長石 ・雲母 P 235 10％　P L 26

1 縄文土器 B （3．8） 部 には4 単位の橋状把手を有 し，隆帯により連結 させている。R L の単節 にぷい赤褐色 覆土

縄文を施 している。 普通 中峠式併行

第2095号土坑（第227図）

位置　調査区の北西部，E18iO区。

規模と平面形　長径1．36m，短径1．24mの楕円形で，深さは40cmである。

長径方向　N－500－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　Plは南西壁際に位置し，長径64cm，短径40cmの楕円形で，深さ68cmである。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片237点が覆土から出土している。1は深鉢の胴部片で，微隆帯により文様を措出し，LRの

単節縄文を施している。2・3は深鉢の胴部片で，微隆帯で文様を措出し，2はRLの単節縄文，3はLRの

単節縄文を施している。4は深鉢の口縁部片で，微隆帯で文様を措出し，口縁部に円形刺突文を巡らしてい

る。5は小波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，微隆帯で文様を構成し，LRの単節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。
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第227図　第2095号土坑・出土遺物実測図

第2104号土坑（第228図）

位置　調査区の南西部，F19b3区。

規模と平面形　径1．64mの円形で，深さは76cmである。

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子

少量，炭化物微量
2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

二珊‾‾≡
0　　　　　　　　　　　10cm

l　　－1・l－　　　i

4　褐　色

5　褐　色

ローム粒子中量，ロームブロック少量

ローム粒子中量，ロームブロック微量

遺物　縄文土器片237点が覆土から出土している。1は深鉢の底部から胴部の破片，2は口緑部に隆帯による

Ⅴ字状文が施される探鉢の口縁部から胴部の破片である。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式期）の袋状土坑と考えられる。
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第228図　第2104号土坑・出土遺物実測図

第2104号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

I　　　－十一一1　　1

図版番号 器　　種計測値（叫 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　考

第228図 深　　鉢B（11．2）底部から胴部片。胴部はほぼ直線的に立ち上がる。RLの単節縄文を施石英・長石・雲母P23610％　PL26

1 縄文土器C　　9．4 している。 赤褐色

普通

覆土

2

深　　鉢A〔21．7〕ロ緑部から胴部の破片。胴部はほほ直線的に立ち上がり，ロ緑部は内攣石英・長石・雲母P23710％

縄文土器B（13．5）する。口唇部は肥厚して断面三角形を呈する。口綾部には隆帯によりⅤ黒褐色 覆土

字状文を施している。 普通 阿王台Ⅳ式

第2108号土坑（第229図）

位置　調査区の南西部，F18h7区。

規模と平面形　長径1．34m，短径1．14mの楕円形で，深さは52cmである。

長径方向　N－610－W

壁　外傾して立ち上がる。

：ご‡‘l

堅

」　′2m
l　　　一一I　　－ll

第229図　第2108号土坑・出土遺物実測図
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底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ローム／トブロック中量，炭化物微量

遺物　縄文土器片60点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部片で，沈線により文様を括出し，文様内に

RLの単節縄文を充填している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（称名寺I式期）と考えられる。

第2110号土坑（第230図）

位置　調査区の北西部，E18h8区。

重複関係　本跡は第2121号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．56m，短径1．34mの楕円形で，深さは42cmである。

長径方向　N－700－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量

3　褐　色　　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片21点が覆土から出土している。1は小波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，沈線により文様

を描出し，Lの無節縄文を充填している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（称名寺I式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　l

第230図　第2110・2121号土坑，第2110号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　ト＿　　」

第21日A号土坑（第231図）

位置　調査区の南西部，E18a8区。

重複関係　本跡は第2111B号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。
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規模と平面形　長径2．10m，短径1．96mの楕円形と推定され，深さは94cmである。

長径方向　N－380－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子少量，炭化物微量
ローム粒子少量，ロームブロック少量

ローム粒子多量，ロームブロック多量
ローム粒子少量，ロームブロック少量

ローム粒子中量，ロームブロック中量
ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片105点が覆土から出土している。1は深鉢の胴部片で，微隆帯による懸垂文間を磨り消して

いる。LRの単節縄文を施している。2は探鉢の胴部片で，沈線による懸垂文間を磨り消している。RLの単

節縄文を施している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅢ式期）の袋状土坑と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－　11－・－lll」

第231図　第2111A・B号土坑，第2111A号土坑出土遺物実測図

第2118号土坑（第232図）

位置　調査区の北西部，E18eo区。

規模と平面形　長径3．70m，短径3．05mの不整楕円形で，深さは102cmである。

長径方向　N－520－W

壁　袋状を呈する。開口部の西側はテラス状となる。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，自然堆積と考えられる。
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土層解説
1　暗褐色　　ローム粒子微量

2　褐　色　　ローム粒子微量

3　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量
4　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量

5　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量
6　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片65点，土器片円盤片1点が覆土から出土している。1は口唇部外面に隆帯を巡らす深鉢の口

緑部片で，洗練により文様を描出し，洗練に沿ってキザミを施している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第232図　第2118号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　十　一　　1

第2119号土坑（第233図）

位置　調査区の南西部，F19d5区。

重複関係　本跡は第392号住居跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径0．78m，短径0．68mの楕円形で，深さは38cmである。

長径方向　N－160－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片14点が出土している。1は大形の波状口緑を呈する探鉢で，口綾部の一部及び底部が欠損し

ている。底面から横位の状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。
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第233図　第2119号土坑・出土遺物実測図

第2119号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測倦 （叫 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 233 図 深　　 鉢 A 〔2 2．7〕 口緑部の一部及び底部欠損。胴部は内攣して立ち上がり，頚部でくびれ， 石英 ・長石 ・雲母 P 24 1 70％　 P L 26

縄文土器 B （3 8．8） ロ縁部は外傾する。 2単位の波状口縁を呈 し、波頂部は欠損 している。把 にぷい赤褐色 底面

1
手部には隆帯による区画文内に結節沈線文 を施 している。口縁部は鍔状の

隆帯を巡 らして口緑部文様帯を形成 し，波底部直下に施される沈線による円

文を中心に，縦位の沈線を施している。胴部にはR L の単節縄文を地文とし，

6 条一組の沈線による懸垂文を 4 単位施 している。

普通 中峠式併行

第2124号土坑（第234図）

位置　調査区の北西部，E18g5区。

二二

第234図　第2124号土坑・出土遺物実測図
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規模と平面形　径1．28mのほぼ円形で，深さは40cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

3　褐　色　　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片23点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部片，2は深鉢の胴部片で，沈線により文様

を措出し，LRの単節縄文を充填している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（称名寺I式期）と考えられる。

第2126号土坑（第235図）

位置　調査区の北西部，E18f5区。

規模と平面形　長径2．00m，短径1．90mの楕円形で，深さは132cmである。

長径方向　N－220－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

10cm

l i　　！

第235図　第2126号土坑・出土遺物実測図
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覆土　9層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量

2　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子少量

5　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

6　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

7　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

8　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

9　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片148点が覆土から出土している。1は鉢の口緑部から底部の破片で，覆土下層から出土して

いる。2は波状口緑を里する深鉢の口緑部片で，波頂部に円孔があり，キザミを有する隆帯を垂下させている。

3は深鉢の口緑部片で，キザミのある隆帯を巡らし，隆帯の交点には円形刺突文を有する貼付文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2126号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第23 5区l 鉢 A 〔30．4〕 口綾部から底部の破片。胴部はわずかに内轡 して立ち上が り，ロ綾部はほ 長石 ・砂粒 P 242 60 ％　P L 26

1 縄文土器 B　 17．0

C 〔8．の

ぼ直立する。R L の単節縄文を施 し，胴下半部は縦位に研磨 している。 にぷい黄褐色

普通

覆土下層

堀之内式

第2128号土坑（第236図）

位置　調査区の北西部，E18f8区。

二十二三三三≡

第236図　第2128号土坑・出土遺物実測図
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重複関係　本跡は第24号井戸に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径4．42m，短径2．92mの不整楕円形で，深さは44cmである。

長径方向　N－780－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　3か所。Pl～P3は，長径32～50cm，短径30～44cmの楕円形で，深さ33～84cmである。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子中量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片210点が覆土から出土している。1は深鉢の胴部片で，爪形文を有する隆帯を巡らし，隆帯

を垂下させ区画している。Lの無節縄文を地文とし，キザミを有する隆帯と沈線によ‘り文様を措出している。

2は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，隆帯と沈線により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2129号土坑（第237図）

位置　調査区の北西部，E19e3区。

規模と平面形　径1．44mのほぼ円形で，深さは102cmである。

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　黒褐色

5　褐　色

6　褐　色

7　褐　色

ローム粒子少量，炭化物微量

ローム粒子少量，炭化物少量

ローム粒子中量

ローム粒子微量，炭化物微量

ローム粒子中量，ロームブロック中量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片125点，石鉄2点が出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口緑部から頚部の破片で，

覆土中層から出土している。2は深鉢の口綾部から胴部の破片で，覆土中層から出土している。3は把手を有

する深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土中層から出土している。4は深鉢の口緑部片で，覆土から出土して

いる。5・6は石鉄である。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第2129号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 ‘胎土 ・色諷 ・焼成 備　　　 考

第237 図

1

深　　 鉢 B （24．7） 口縁部から頚部の破片。波状口縁を呈し，頸部は外傾 し，口縁部はわずか 石英 ・長石 ・雲母 P 24 5 10％ P L 26

縄文土器 に内攣する。頚部にキザ ミを有する隆帯を巡 らし，口縁部文様帯を形成 し 明褐色 覆土中層

ている。波頂部直下にはキザ ミを有する隆帯により緩い渦巻文を施 し，披 普通 中峠式併行

底部には橋状の把手を有している。区画文内には隆帯に沿ってペン先状工

具 による結節沈線文を施 し，沈線による鋸歯状文を施 している。

（阿玉台系）
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第237図　第2129号土坑・出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（qm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼成 備　　　 考

第237図 深　　 鉢 A 〔25．6〕 ロ緑部か ら胴部の破片。胴部は直線的に立ち上が り，口唇部は短 く外傾す 石英 ・長石 ・雲母 P 244 20 ％　P L 2 7

2
縄文土器 B （26．5） る。口唇部外面に隆帯を巡 らし，口緑部は胴部より肥厚 させて幅広のロ緑 にぷい赤褐色 覆土中層

部文様帯 を形成 している。文様帯内には隆帯により波状文 を施 し，R L の

単節縄文を施 している。

普通 阿王台Ⅳ式

3

探　　 鉢 A 〔16．0〕 口緑部か ら胴部の破片。把手部上部欠損。胴部は直線的に立ち上が り，ロ 長石 ・砂粒 P 246 30 ％ P L 2 7

縄文土器 B （27．2）綾部は直立する。把手は人面把手で，隆帯により目とロを描出 している。 明赤褐色 覆土中層

把手部内面には円形の くぼみを有 している。頚部に隆帯 を巡 らし，ロ綾部

文様帯 を形成 している。文様帯内にはR L の単節縄文を地文 とし，沈線に

より文様 を描出している。

普通 中峠式

4

探　　 鉢 A 〔19．0〕 口緑部片。ロ緑部は内攣する。ロ線部に指頭の押圧文を有する隆帯を巡 ら 砂粒 P 24 7　5 ％

縄文土器 B （9．4） している。R L の単節縄文を施 している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

中峠式併行

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　 ’質 備　　　　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第237図　 5 石　　 銀 3．8 1．5 0．6 3 頁　　　 石 Q 69　覆土

6 石　　 扱 1．9 1．4 0．4 1 チ ャ　ー ＿ト Q 70　覆土

第2130号土坑（第238図）

位置　調査区の北西部，E19d3区。

重複関係　本跡はピットに掘り込まれており本跡が古いが，ピットの覆土が本跡の覆土と近似することから，

本跡に伴う可能性もある。

規模と平面形　長径2．12m，短径1．46mの楕円形で，深さは68cmである。

長径方向　N－130－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　第1～3層はピットの覆土で，第4、9層が本跡の覆土ある。6層に分層され，自然堆積と考えられる。

第238図　第2130号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　黒褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

4　暗褐色　　ローム粒子少量

5　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

6　暗褐色

7　暗褐色

8　褐　色

9　褐　色

ローム粒子少量，炭化物中量

ローム粒子中量，炭化物微量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片161点が覆土から出土している。1は眼鏡状把手を有する深鉢の口緑部片である。2は深鉢

の胴部片で，2本一組の隆帯に沿って爪形文を施している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第2130号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第238図 探　　 鉢 B （5．4） ロ縁部片。ロ縁部は内攣す る。把手部は一部 を欠損しているが，眼鏡状把 石英 ・長石 ・雲母 P 248　 5％

1
縄文土器 手 と考えられる。ロ縁部にはキザ ミ及び沈線 を有する隆帯 により文様を描 暗褐色 覆土

出 している。区画文内には沈線間を交互刺突することにより連続 コの字状

文を巡 らし，縦位の沈線 を施 している。

普通 中峠式

第2143号土坑（第239図）

位置　調査区の北西部，E19g8区。

規模と平面形　長径1．42m，短径1．30mの楕円形で，深さは78cmである。

長径方向　N－750－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量

2　褐　色　　ローム粒子中量

3　暗褐色　　ローム粒子微量

第2143号土坑出土遺物観察表

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　色

7　褐　色

ローム粒子多量

ローム粒子中量，ロームブロック中量

ローム粒子多量

ローム粒子中量，ロームブロック中量

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第239図 探　　 鉢 B （10．2） 把手部片。把手部はほぼ直立する。把手上部は欠損するが橋状 を呈し，把 石英 ・長石 ・雲母 P 249　 5 ％

1 縄文土器 手下部には橋状把手から垂下するキザ ミの両側に円孔を施 している。内面 にぷい赤褐色． 覆土下層

には沈線 と隆帯により円孔を縁取 りしている。 普通 中峠式併行

2

探　　 鉢 A 〔18．2〕 把手を有するロ縁部片。口縁部はわずかに外傾 して立ち上がる。把手部は 長石 ・砂粒 P 253　 5 ％

縄文土器 B （9．3）頂部が平坦で，沈線間に爪形文を施 している。ロ縁部にはR の無節縄文を 褐色 覆土

地文 とし，沈線により文様を描出している。 普通 中峠式併行

3

探　　 鉢 B （8．3） ロ縁部片。口縁部はわずかに外傾 し，口唇部内面が肥厚 して断面三角形 を 石英 ・長石 ・雲母 P 250　 5 ％

縄文土器 呈する。口縁部にはキザ ミを有する隆帯 により区画文を施 し，区画文の交 にぷい褐色 覆土

点には緩い渦巻文 を施 している。区画文内 と頚部 には縦位の沈線を施 して

いる。

普通 中峠式併行

4

探　　 鉢 B （5．8） 橋状把手 を有する口縁部片。口縁部はわずかに内攣 して立 ち上がる。ロ縁 石英 ・長石 ・雲母 P 25 1　5 ％

縄文土器 部にはキザ ミを有する隆帯 により楕円区画文 を施 し，文様の交点は把手 と 黒褐色 覆土

なる。区画文内には縦位の沈線を施している。 普通 中峠式併行

5

深　　 鉢 B （5．2） 把手部片。把手部はほぼ直立する。キザミを‘有する隆帯により文様 を描出 石英 ・長石 ・雲母 P 252　 5 ％

縄文土器 している。 褐色

普通

覆土

中峠式併行
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第239図　第2143号土坑・出土遺物実測因

遺物　縄文土器片113点が覆土から出土している。1は双孔を有する深鉢の把手部片で，覆土下層から出土し

ている。2は探鉢の把手を有するロ綾部片，3は探鉢の口緑部片，4は橋状把手を有する深鉢の口緑部片，5

は深鉢の把手部片である。6は探鉢の口緑部片で，口唇部直下に交互刺突による連続コの字状文を巡らして

いる。7は深鉢の胴部片で，隆帯を垂下させ，RLの単節縄文を施している。8は探鉢の胴部片で，RLの単

節縄文を地文とし，沈線文を施している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。
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第2147号土坑（第240図）

位置　調査区の北西部，E19e5区。

規模と平面形　長径1．74m，短径1．60mの楕円形で，深さは72cmである。

長径方向　N－780－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片90点が覆土から出土している。1・2ほほほ完形の深鉢で，1は覆土下層から，2は覆土中

層から出土している。3は把手を有する深鉢の口縁部片で，覆土中層から出土している。4は探鉢の口縁部片

で，覆土下層から出土している。5は深鉢の把手部片で，覆土中層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第2147号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第24 0図 探　　 鉢 ．A　 19．0 口縁部及び把手部欠損。胴部はほぼ直線的に立ち上が り，頚部で外傾 し， 石英 ・長石 ・雲母 P 2 54 8 5％ P L 2 7

1
縄文土器 B　 27．6 ロ縁部は口唇部付近で内攣する。把手は2 単位と考えられ，キザ ミを有す 暗赤褐色 覆土下層

C　　 8．2 る隆帯を垂下 させている。口綾部には沈線間を交互刺突することにより連

続コの字状文を施 している。胴部にはR L の単節縄文 を施 している。

普通 中峠式

2

探　　 鉢 A　 20．8 底部及び胴部一部欠損。 2 単位の横長把手と2 単位の小把手を交互に施 し 石英 ・長石 ・雲母 P 255 8 5％ P L 27

縄文土器 B （31．5） ている。把手部には孔 を有 している。ロ縁部から胴部にかけては隆帯を垂 にぷい褐色 覆土中層

下させ，R L の単節縄文を施している。 普通 中峠式併行

3

深　　 鉢 A 〔17．4〕 把手 を有するロ縁部片。把手は2 単位と考えられ，口縁部はわずかに内攣 石英 ・長石 ・雲母 P 256 3 0％ P L 27

縄文土盛 B （21．4） する。把手上部はキザミを有する隆帯により文様 を措出 し，把手下部には たぷい暗赤褐色 覆土中層

円孔 を有 している。口縁部 にはL の無節縄文 を地文とし，半裁竹管による

平行沈線文を施している。

普通 中峠式

4

深　　 鉢 ．A 〔21．0〕 口縁部片。把手部欠損。口唇部直下に三条の沈線 を巡 らし，沈線により端 石英 ・長石 ・雲母 P 258 10％ P L 28

縄文土器 B （10．5） 部が蕨手状 となる文様 を施 している。地文はR L の単節縄文である。 灰褐色

普通

覆土下層

中峠式併行

5

深　　 鉢 B （10．0） 把手部片。中央部 に円孔を有 し，背面は眼鏡状となる。文様は爪形文を有 石英 ・長石 ・雲母 P 257　 5％

縄文土器 する隆帯 により描出 している。把手下部 には沈線間を交互刺突することに にぷい赤褐色 覆土中層

より連続コの字状文を施している。 普通 中峠式併行

第2153号土坑（第241図）

位置　調査区の南西部，F18C6区。

規模と平面形　長径1．16m，短径1．04mの楕円形で，深さは98cmである。

長径方向　N－480－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　8層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　暗褐色

5　黒褐色

6　暗褐色

7　黒褐色

8　褐　色

ローム粒子少量

ローム粒子少量，炭化物少量
ローム粒子中量，ロームブロック中量
ローム粒子多量

ローム粒子少量，炭化物少量
ローム粒子多量

ローム粒子中量，炭化物中量
ローム粒子多量
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第240図　第2147号土坑・出土遺物実測図
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第241図　第2153号土坑・出土遺物実測図

遺物　縄文土器片179点が覆土から出土している。1は底部が欠損する深鉢で，覆土下層から出土している。

2は把手部を欠損する深鉢のロ綾部片で，覆土から出土している。3は浅鉢のロ縁部から胴部の破片で，覆土

から出土している。4～6は深鉢の口綾部片で，覆土から出土している。7は深鉢の口綾部片で．RLの単節

縄文を地文とし，半裁竹管による平行沈線文を巡らしている。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。
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第2153号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第24 1図 探　　 鉢 A　 16．8 把手部及び胴下半部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，口縁部は内攣する。 長石 ・砂粒 P 259 60 ％ P L 27

縄文土器 B （15．1） 把手は口縁部の接合痕から1 単位と考えられる。口唇部直下には沈線間に 灰褐色 覆土下層

1 交互刺突 による連続コの字状文を3 単位施 している。口縁部には隆帯によ 普通 中峠式併行

り文様を描出し，．R L の単節縄文を施 している。胴部 にはR L の単節縄耳

を地 文とし，沈線 により文様 を描出している。

（大木系）

2

深　　 鉢 A 〔24．0〕 把手部を有するロ縁部片。ロ縁部はほぼ直線的に立ち上がる。文様は隆帯 石英 ・長石 ・雲母 P 260 10 ％ P L 28

縄文土器 B （14．1） により措出 し，隆帯の交点には渦巻状の突起 を有 している。地文はR L の にぷい赤褐色 覆土

単節縄文で，区画文内に沈線文を施している。 普通 中峠式

3

浅　　 鉢 A 〔4 1．0〕 口縁部から胴部の破片。胴部は外傾して立ち上が り，ロ緑部はわずかに外 石英 ・長石 ・雲母 P 262　 1 0％

縄文土器 B （9．9） 反する。口唇部は肥厚 し，指頭による押庄文 を巡 らしている。無文。 褐色

普通1

覆土

中峠式

4

探　　 鉢 B （5．3） ロ緑部片。口縁部は外傾する。隆帯により横長の楕円区画文 を施 し，区画 石英 ・長石 ・雲母 P 264　 5 ％

縄文土器 文の交点は突出させている。口縁部直下には沈線により鋸歯状文 を巡 らし 灰褐色 覆土

ている。R L の単節縄文を施 している。 普通 中峠式併行

5

深　　 鉢 B （5．8） 口縁部片。口縁部はほほ直立する。隆帯によりⅤ字状文を施 し，R L の単 砂粒 P 2 61　5 ％

縄文土器 節縄文を施 している。 にぷい橙色

普通

覆土

阿王台Ⅳ式

6

深　　 鉢 B （5．8） ロ縁部片。口縁部は外傾する。キザ ミを有する隆帯により横長の楕円区画 石英 ・長石 ・砂粒 P 263　 5％

縄文土器 文を施 し，区画文の交点は突起を有 している。L の無節縄文を施している。 暗褐色

普通

覆土

中峠式

第2155号土坑（第242図）

位置　調査区の北東部，F21d6区。

規模と平面形　径1．34mのほぼ円形で，深さは26cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子微量
3　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量

遺物　縄文土器片35点が覆土から出土している。1は深鉢の胴下半部片で，覆土上層から正位の状態で出土し

ている。2は深鉢の口緑部片で，口緑部に沈線を巡らし，RLの単節縄文を施している。3は深鉢の胴部片

で，沈線による懸垂文間を磨り消し，RLの単節縄文を施している。4は深鉢の胴部片で，微隆帯により文様

を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第2155号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第242 図 探　　 鉢 B （15．0） 胴下半部片。胴部は外傾 して立 ち上がる。1胴部には微隆帯 を華下させ，区 石英 ・長石 ・雲母 P 265 2 0％ P L 28

1 縄文土器 C　　 8．1 画文内にR L の単節縄文を施している。隆帯文間は磨 り消している。 にぷい橙色

普通

覆土上層

加曽利 E Ⅲ式
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第2160号土坑（第243図）

位置　調査区の北部，F20f6区。

規模と平面形　長径3．14m，短径1．96mの長楕円形で，深さは32cmである。

長径方向　N－620－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは西壁際に位置し，径22cmのほぼ円形で，深さ32cmである。P2は東壁際に位置し，径30cm

のほぼ円形で，深さ33cmである。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量

遺物　縄文土器片19点，石棒1点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部片で，結節沈線文を施してい

る。2は探鉢の胴部片で，隆帯により文様を措出し，半裁竹管による複列の結節沈線文を施している。3は石

棒片である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台I式期）と考えられる。
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第243図　第2160号土坑・出土遺物実測図

第2160号土坑出土遺物観察表
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図版番号器　　種
計　　　　　　測　　　　　　値

石　　　質 備　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第243図　3石　　棒（12．3） 3．9 2．7 （273）緑色凝灰岩Q71覆土

第2169号土坑（第244図）

位置　調査区の北東部，E20C9区。

重複関係　本跡は第111号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径2．02m，短径1．86mの楕円形で，深さは88cmである。

長径方向　N－280－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，遺物の出土状態から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子微量，ローム小ブロック微量，焼土粒子　　3　暗褐色　　ローム粒子微量，ローム小ブロック微量

微量，炭化物微量　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　　ロームブロック少量

2　黒褐色　　ローム粒子微量，ローム小ブロック微量，炭化物徴　　5　褐　色　　ローム粒子少量
量

遺物　縄文土器片472点，土器片円盤1点が主に覆土上層から出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口

緑部片で，覆土上層（第1層）から出土している。2は探鉢の底部片で，覆土上層（第1層）から出土してい

る。3は波状口緑を呈する探鉢の口緑部片で，覆土から出土している。4は波状口縁を呈する深鉢のロ緑部片

で，隆帯により文様を措出し，LRの単節縄文を施している。5・6は深鉢の胴部片で，微隆帯で文様を描出

し，RLの単節縄文を施している。7は深鉢の胴部片で，沈線による渦巻文を施し，RLの単節縄文を充填し

ている。8は探鉢の胴部片で，微隆帯で文様を描出し，LRの単節縄文を施している。9は円孔を有する土器

片円盤である。
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第244図　第2169号土坑・出土遺物実測図
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所見　本跡の時期は，遺物が主に覆土上層から出土しているものの，出土遺物から縄文時代中期複葉（加曽利

EⅢ式期）と考えられる。

第2169号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（C汀】） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第24 4図 深　　 鉢 A 〔43．0〕 4 単位の波状口緑 を呈する口緑部片。口緑部はわずかに内暫する。口唇部 石英 ・長石 ・雲母 P 267　 5％　P L 28

1 縄文土器 B （25．2） 直下に徴隆帯 を巡 らし，幅狭の無文帯を形成 している。文様は徴隆帯によ にぷい黄褐色 覆土上層 （第1層）

り描出し，区画文内にR L の単節縄文を充填 している。 普通 加曽利 E Ⅲ式

2

深　　 鉢

縄文土器

B （4．1）

C　　 8．1

底部片。底部は突出する。無文。 砂粒

橙色

普通

P 26 6　5 ％

覆土上層 （第1層）

3

深　　 鉢 A 〔14．6〕小波状口緑 を呈する口縁部片。ロ緑部はわずかに内攣する。口唇部直下に 石英 ・長石 ・雲母 P 26 8　 10％

縄文土器 B （10．0）微隆帯 を巡 らし，幅狭の無文帯を形成 している。文様は微隆帯により描出 褐色 覆土

し，区画文内にL R の単節縄文を充填している。 普通 加曽利E Ⅲ式

図版番号 器　　 種
計　　　 測　　　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）

形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　　　　　　 考
長 さ 帽 厚 さ

第244図　 9 土器片円盤 4．4 4．8 1．3 30 10 0 無文。焼成後に中心 を穿孔 している。 D P 42　覆土上層

第2173号土坑（第245図）

位置　調査区の北東部，E21dl区。

重複関係　本跡は第112号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　径1．56mのほぼ円形で，深さは68cmである。

l　　⑥

＼⊥
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　」

0　　　　　　　　　　10cm

！　　i　　　＿j
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第245図　第2173号土坑・出土遺物実測図



壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック微量

遺物　縄文土器片2点が出土している。1は探鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土中層（第2層）から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2173号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 24 5図 深　　 鉢 A 〔31．0〕 ロ綾部から胴部の破片。胴部は外傾して立 ち上が り，口緑部は内攣する。 石英 ・長石 ・砂粒 P 2 69 20 ％　P L 28

1
縄文土器 B （22．3） 口唇部直下に微隆帯 を巡らし，幅狭の無文帯を形成 している。文様は徴隆 にぷい褐色 覆土中層 （第 2層）

帯 によ り描出 し，口緑部に有する突起を起点に逆 U 字状文 とU 字状文を施

している。区画文内にはL R の単節縄文を充喝している。

普通 加曽利 E Ⅳ式

第2178号土坑（第246図）

位置　調査区の南部，F19g9区。

規模と平面形　長径1．54m，短径1．46mの楕円形で，深さは66cmである。

第246図　第2178号土坑・出土遺物実測図
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長径方向　N－230－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　黒褐色　　ローム粒子中量
3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片72点が覆土から出土している。1は小波状口緑を呈する探鉢の口縁部片で，隆帯により文様

を措出し，LRの単節縄文を施している。2は探鉢の口緑部片で，微隆帯により文様を描出し，LRの単節縄

文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，土坑の形態と出土遺物から縄文時代中期後葉

（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2179号土坑（第247図）

位置　調査区の南部，F19h6区。

規模と平面形　長径1．48m，短径1．29mの楕円形で，深さは78cmである。

長径方向　N－420－E

第247図　第2179号土坑・出土遺物実測図
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壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量

2　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック微量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片176点，土器片円盤1点が出土している。1は深鉢の口緑部付近の破片で，覆土下層から出

土している。2は深鉢の口緑部片で，微隆帯により文様を措出し，LRの単節縄文を施している。3は深鉢の

口緑部片で，RLの単節縄文を縦位に施している。4は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第2179号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の ＿特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考．

第247 図 深　　 鉢 B （9．9） 口縁部付近の破片。口唇部欠損。ロ緑部は内攣する。文様 は沈線により措 長石 ・砂粒 P 270 10％ P L 28

1 縄文土器 出し，区画文内にR L の単節縄文を充填 している。 にぷい褐色

普通

覆土下層

加曽利 E Ⅲ式

図版番号 器　　 種

計　　 測　　 値 （cm） 重　 量

（g ）

現存率

（％）
形 状 及 び文 輝 の 特 徴 備　　　　　　　 考

長 さ 幅 厚さ

第247図　 4 土器片円盤 5．0　－ 4．4 1．2 （2 1） 90 L の無節縄文。 D rP 43　覆土

第2180号土坑（第248図）

位置　調査区の南部，F19h4区。

規模と平面形　長径1．58m，短径1．46mの楕円形で，深さは12cmである。

長径方向　N－710－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは中央部に位置し，径50cmの円形で，深さ41cmである。P2は北壁際に位置し，長径52cm，

短径46cmの楕円形で，深さ48cmである。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　黒褐色　　ローム粒子少量

3　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片14点，石鉄1点が出土している。1は深鉢の口緑部片で，口緑部と胴部の境に爪形文を巡ら

している。口綾部は沈線により文様を措出し，文様内に縦位の条線を充填している。2は石鉄である。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）

と考えられる。

第2180号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ （cm ） 幅 （cm） 厚 さ （cm ） 重量 （g）

第248 図　 2 石　　 鉄 3．8 1．4 0．5 1 チ　ャ　ー ト Q 72　覆土
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第248図　第2180号土坑・出土遺物実測図
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第2196号土坑（第249図）

位置　調査区の南西部，F18g7区。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．20mの楕円形で，深さは68cmである。

長径方向　N－100－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

－　一一F

第249図　第2196号土坑・出土遺物実測図
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覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子中量，炭化物少量
2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，炭化物微量

4　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量

遺物　縄文土器片54点が出土している。1は双頭の小波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，覆土から出土して

いる。2・3は深鉢の胴部片で，微隆帯により文様を措出し，RLの単節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2196号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第24 9図 深　　 鉢 A 〔36．4〕 双頭の小波状口緑 を呈する口縁部片。口縁部は内攣する。波頂部を起点 に 長石 ・砂粒 P 2 71　 5‾％

1 縄文土器 B （6．4） 微隆帯を口緑部に巡らし，幅狭の無文帯 を形成 している。文様は微隆帯 に 黒褐色 覆土

より描出し，区画文内にR L の単節縄文を充填している。 曹適 加曽利 E Ⅳ式

第2202号土坑（第250図）

位置　調査区の南西部，F18i5区。

規模と平面形　長径1．70m，短径1．60mの楕円形で，深さは94cmである。

長径方向　N－520－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック微量

1褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，炭化物微量　　5　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量　　　　　　　　6　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量　　　　　　　　7　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック微量

遺物　縄文土器片64点，石鉄1点が覆土から出土している。1は深鉢の口緑部片で，隆帯により文様を措出し，

RLの単節縄文を施している。2は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，口緑部に微隆帯を巡らし，RLの単

節縄文を施している。3は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線による幅広の懸垂間を磨り消し

ている。4は赤彩が施されている鉢の胴部片で，微隆帯で文様を措出している。5は深鉢の口緑部片で，沈線

により区画文を措出し，RLの単節縄文を施している。6は石鉄である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第2202号土坑出土遺物観察表

図版番号 翠　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第250図　 6 石　　 鉄 2．2 2．2 0．4 1 チ　ャ　ー ト Q 73　覆土

第2211号土坑（第251図）

位置　調査区の北部，E20a2区。
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第250回　第2202号土坑・出土遺物実測図

規模と平面形　長径2．48m，短径1．86mの不整楕円形で，深さは86cmである。

長径方向　N－700－E

壁　袋状を呈する。開口部の西側はテラス状となる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

垂：
く二二＞

5cm

ト1－－－－－－－1‥　－1＝＝＝l

4　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

6　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

7　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片42点が出土している。1は口綾部が欠損する深鉢で，覆土下層（第5層上面）から出土して

いる。2は赤彩が施されている小形の浅鉢で，覆土下層（第4層）から出土している。3は深鉢のロ緑部片

で，口唇部直下に隆帯を巡らし，RLの単節縄文を施している04は探鉢の胴部片で，沈線により渦巻文を施

し，沈線間に爪形文を充填している。5は深鉢の口緑部片で，撚糸文を地文とし，沈線間に交互のキザミを施

している。6は円孔を有すると考えられる深鉢の把手部付近の破片で，沈線間に爪形文を充填している0

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。
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第251回　第2211号土坑・出土遺物実測図

第2211号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　i

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第251図深　　鉢B（22．7）口緑部及び胴部一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，頚部でくびれ，口石英・長石・雲母P27270％　PL28

1 縄文土器C　　9．0緑部は開く。頸部に半裁竹管による平行沈線文を施し，口緑部から胴部ににぷい赤褐色覆土下層

かけて1単位の隆帯を垂下させている。RLの単節縄文を施している。 普通 中峠式

2

浅　　鉢A〔22．7〕口縁部から底部片。胴部は外傾して立ち上がり，ロ縁部はわずかに内管す長石・雲母・砂粒P273　20％

縄文土器B　　7．5

C　　4．8

る。口綾部の断面形は三角形を呈する。無文。底面に網代痕が残る。暗赤褐色

普通

覆土下層　内・外面赤彩

中峠式併行
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第2215号土坑（第252図）

位置　調査区の南部，F19i4区。

重複関係　本跡は第404号住居跡と重複する。第404号住居跡が本跡の覆土上に炉を構築しているため，本跡が

古い。

規模と平面形　長径2．08m，短径1．64mの長楕円形で，深さは60cmである。

長径方向　N－840－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土11層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。第6・10層は焼土粒子を多量に含む層で

ある。

土層解説
1　暗褐色
2　黒褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗赤褐色
6　赤褐色
7　褐　　色

8　褐　　色
9　褐　　色

10　暗赤褐色
11褐　　色

ローム粒子少量，
ローム粒子微量，
ローム粒子少量，
ローム粒子少量，
ローム粒子少量，
ローム粒子少量，
ローム粒子中量，
ローム粒子中量，

焼土粒子少量，
焼土粒子少量，

焼土粒子微量，
焼土粒子中量，
ロームブロック

ロームブロック

焼土粒子少量，
ローム小プロツ

炭化物微量
炭化物微量
炭化物微量
炭化物微量
少量，焼土粒子中量，焼土ブロック中量
少量，焼土粒子多量
炭化物微量
ク中量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，ロームブロック中量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子多量，焼土ブロック中量
ローム粒子中量，ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化物少量

遺物　縄文土器片138点が出土している。1は深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土中層から出土している。

2は深鉢の上半部で，覆土下層から出土している。3は深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土中層から出土し

ている。4は深鉢の口緑部片で，覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2215号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 252 図

1

探　　 鉢 A ‘〔24．0〕 口緑部から胴部の破片。胴部は直線的に立ち上がる。口唇部外面に隆帯 を 長石 ・砂粒 P 2 77 2 0％　 P L 29

縄文土器 B （25．1） 巡らし，口緑部の断面形は三角形を呈 している。口緑部直下に交互刺突 に 黒褐色 覆土中層

よる連続 コの字状文を巡 らしている。胴部には沈線間に爪形文を充填 して 普通 中峠式併行

文様を措出している。 （勝坂系）

2

探　　 鉢 A　 18．5 胴部から底部欠損。胴部は直線的に立ち上が り，・口緑部は内攣する。口唇 石英 ・長石 ・雲母 P 2 74 60％　 P L 29

縄文土器 B （12．0） 部直下に4単位の渦巻状の突起を起点に，隆帯により文様を描出 している。 暗赤褐色 覆土下層

口緑部下部には沈線により文様を措出 し，頚部には沈線を巡らしている。

地文は撚糸文である。

普通 中峠式

3

深　　 鉢 A 〔28．0〕 口緑部から胴部片。胴部はわずかに外傾 して立ち上が り，口緑部は直立す 長石 ・砂粒 P 2 75 10％　P L 29

縄文土器 B （2 0．7） る。ロ緑部 は肥厚 し，幅広の無文帯を形成 している。胴部にはR L の単節 黒褐色 覆土中層

縄文を施 している。 普通 中峠式併行

4

深　　 鉢 A 〔2 0．4〕 口緑部片。口緑部は内攣する。口‘緑部には沈線による渦巻文を起点に文様 石英 ・長石 ・雲母 P 27 6 15％　P L 2 9

縄文土器 B （8．5） を施 している。口唇蔀直下には沈線間に交互刺突による連続コの字状文を にぷい赤褐色 覆土

巡らしている。地文は撚糸文である。 普通 中峠式

第2227号土坑（第253図）

位置　調査区の北部，E19d9区。

規模と平面形　長径1．44m，短径1．36mの楕円形で，深さは74cmである。

長径方向　N－420－W

壁　袋状を呈する。
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底　平坦である。

覆土　6層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子少量，
ローム粒子少量，

ローム粒子少量，
ローム粒子中量，

ローム粒子多量，
ローム粒子多量，

ロームブロック微量，焼土粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子微量

ロームブロック少量，焼土粒子少量
焼土粒子微量
焼土粒子微量

ロームブロック多量

第253図　第2227号土坑・出土遺物実測図

遺物　縄文土器片8点が出土している。1・2は深鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により

区画文を施している。1の口唇部直下には，半裁竹管で結節平行沈線文を施している。3は深鉢のロ綾部付近

から胴部の破片で，口緑部は隆帯により区画文を施し，RLの単節縄文を施している。胴部は沈線による懸垂

文間を磨り消している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確ではないが，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利E

Ⅱ式期）と考えられる。

第2228号土坑（第254図）

位置　調査区の北部，E19ao区。

規模と平面形　長径1．86m，短径1．72mの楕円形で，深さは68cmである。

長径方向　N－64。－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，遣物の出土状況から人為堆積と考えられる。
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土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量，炭化物微量
3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片66点が投棄された状態で主に覆土上層から出土している。1は深鉢の口緑部から胴部の破片

で，覆土上層から出土している。2は探鉢の把手を有する口緑部片で，覆土から出土している。3は深鉢の口

緑部片で，覆土上層から出土している。4は探鉢の口緑部片，5は深鉢の口縁部から胴部の破片で，覆土から

出土している。6は深鉢の把手部片で，覆土上層から出土している。7は深鉢の口縁部片で，口唇部外面と頚

部に隆帯を巡らしている。8は口唇部内面が肥厚していたと考えられる深鉢の口緑部片で，沈線により文様を

措出している。9は口唇部にキザミが施される深鉢の口緑部片で，Lの無節縄文を施している。

所見　本跡は，遺物が主に覆土上層から出土してはいるが，形状と出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）

の袋状土坑と考えられる。

第2228号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

・第254 図 探　　 鉢 A 〔14．0〕 口緑部から胴部の破片。胴部はわずかに内攣して立ち上が り，口緑部に至 石英 ・長石 ・砂粒 P 2 78 30％　P L 2 8

縄文土器 B （17．3） る ・口辰部外面 は肥厚 させており　 口唇部に鋸歯状装飾帯を施 している。 赤褐色 覆土上層

1 O　　　　　R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
肥厚させた口唇部直下には沈線間に交互刺突による連続コの字状文を巡ら 普通 中峠式併行

している。胴部はL の無節縄文を地文 とし，沈線 により文様を措出してい

る。

（大木系）

2

探　　 鉢 B （1．0．2） 把手を有する口緑部片。口緑部はほほ直立する。把手上部は頂部が尖 り， 石英 ・長石 ・雲母 P 2 79　5％

縄文土器 横 に孔がある。把手下部は外面が単孔で，内面が双孔 となる。口緑部は隆 黒褐色 覆土

帯 により区画文を施 し，区画文内は半裁竹管による平行沈線文で文様 を措

出している。

普通 中峠式

3

探　　 鉢 A 〔24．2〕 口緑部片。ロ縁部はわずかに内攣する。口唇部直下には 2 条の結節沈線文 長石 ・雲母 ・砂粒 P 280 10％

縄文土器 B （11．0） を巡 らしている。口緑部にはR L の単節縄文 を地文とし，沈線により文様 にぷい赤褐色 覆土上層

を描出している。 普通 中峠式

4

深　　 鉢 A 〔14．0〕 ロ緑部片。ロ緑部はほぼ直立する。ロ緑部は沈線 を有す る隆帯による円文 長石 ・雲母 ・砂粒 P 28 1 10％

縄文土器 B （7．0） を起点に，沈線により文様 を描出している。口唇部直下には沈線間に交互 にぷい赤褐色 覆土

刺突による連続コの字状文を巡らしている。 普通 中峠式

5

探　　 鉢 A 〔9．4〕 口緑部から胴部の破片。胴部は直線的に立ち上が り，ロ緑部に至る。口緑 石英 ・長石 ・砂粒 P 283 20％　P L 30

縄文土器 B （10．2） 部から胴部にかけて縦位の沈線を施 している。 にぷい褐色

普通

覆土

中峠式併行

6

深　　 鉢 B （10．7） 把手部片。板状を呈 し，下部に孔がある。周縁にキザ ミを有する隆帯 を施 石英 ・長石 ・雲母 P 282　5％

縄文土器 している。文様は沈線により措出 している。 褐色

普通

覆土上層

中峠式併行

第2231号土坑（第255図）

位置　調査区の北部，E19b9区。

規模と平面形　径1．56mの円形で，深さは78cmである。

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，遺物の出土状態から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子少量
ローム粒子少量，ロームブロック少量，炭化物微量

ローム粒子中量，ロームブロック少量
ローム粒子中量，ロームブロック中量

ローム粒子多量，ロームブロック中量
ローム粒子多量，ロームブロック少量
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第255図　第2231号土坑・出土遺物実測図

遺物　縄文土器片11点が，投棄された状態で覆土から出土している。1は波状口縁を呈する深鉢の口緑部片

で，覆土下層（第5層）から出土している。2は探鉢の胴部片で，隆帯により文様を描出し，RLの単節縄文

を施している。3は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を施している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）の袋状土坑と考えられる。
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第2231号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 255 回 探　　 鉢 A 〔28．0〕 ロ縁部片。 4 単位の波状口緑を呈し，口縁部は内攣する。 R L の単節縄文 長石 ・砂粒 P 2 84 10％　 P L 30

1 縄文土器 B （13．4） を地文 とし，沈線により文様を描出 している。ロ緑部に沿って円形剃突文 にぷい黄褐色 覆土下層

を巡らしている。 普通 加曽利 E Ⅲ式

第2232号土坑（第256図）

位置　調査区の北部，E20bl区。

規模と平面形　長径3．16m，短径2．04mの楕円形で，深さは120cmである。

長径方向　N－700－E

壁　袋状を呈する。開口部の東側は，テラス状となる。

第256図　第2232号土坑・出土遺物実測図
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底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

6　暗褐色

7　褐　色

ローム粒子少量，

ローム粒子中量

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子中量，

遺物　縄文土器片37点が，

炭化物微量

ロームブロック微量，炭化物微量

ロームブロック少量

ロームブロック微量，炭化物微量

ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物少量

ロームブロック微量

投棄された状態で覆土から出土している。1は小形探鉢の口縁部か′ら底部の破

片，2は深鉢の口縁部から頚部の破片で，覆土下層（第7層）から出土している。3は深鉢の口緑部から胴部

の破片で，覆土から出土している。4は深鉢の口緑部片で，沈線により文様を措出している。5は深鉢の口縁

部片で，Lの無節縄文を施している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第2232号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び‾文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 256 図 探　　 鉢 A 〔11．4〕 口緑部から底部片。胴部はわずかに内攣 して立ち上が り，口緑部は外反す 石英 ・長石 ・雲母 P 285 4 0％　P L 29

縄文土器 B　 13 4 る。口唇部に沈線 による渦巻文を施す突起を有 している。胴部 にはL の無 褐色 覆土下層（第7層）

1 C 〔6．2〕 節縄文を地文 とし，沈線により文様を措出 している。 普通 中峠式併行

2

探　　 鉢 A 〔26．2〕 口緑部から頚部片。口緑部はわずかに内督する。頚部に隆帯 を巡 らし，口 石英 ・長石 ・雲母 P 286 5％

縄文土器 B ．（8．8） 緑部文様帯を形成 している。文様帯内には隆帯により波状文 を施 し，隆帯 暗褐色 覆土下層（第7層）

に沿って沈線文 を施 している。 R L の単節縄文を施している。 普通 中峠式併行

3

深　　 鉢 ・A 〔2 1．2〕 口緑部から胴部片。ロ緑部はほぼ直立する。口唇部外面 には円形の くぼみ 石英 ・長石 P 287 10％

縄文土器 B （10．3） を有する突起 を施 している。口緑部は肥厚させて幅広の口緑部文様帯を形 明赤褐色 覆土

成 し，キザ ミを有する隆帯により区画文 を施 している。区画文内には縦位

の沈線を施 している。胴部は無文である。

普通 中峠式併行

第2233号土坑（第257図）

位置　調査区の北部，E19d9区。

規模と平面形　長径2．28m，短径1．64mの楕円形で，深さは74cmである。

長径方向　N－740－E

壁　外傾して立ち上がる。開口部の西側は，テラス状となる。

底　平坦である。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子微量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

遺物　縄文土器片84点が，投棄された状態で覆土から出土している。1は半円状の把手を有する深鉢の口縁部

から胴部の破片で，覆土中層から出土している。2は波状口緑を呈する深鉢の口縁部片で，LRの単節縄文を

地文とし，沈線で文様を措出している。3は深鉢の口縁部片で，LRの単節縄文を施している。2と3は接合

しないが，同一個体の可能性がある。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。
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第257図　第2233号土坑・出土遺物実測図

第2233号土坑出土遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（cm） 話　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第257図深　　鉢A〔21．2〕口緑部から胴部の破片。胴部はわずかに内野して立ち上がり，ロ緑部は外石英・長石・雲母P28810％　PL30

1
縄文土器B（15．0）傾する。口緑部には半円状の把手を斜位に施し，内面は沈線間にキザミをにぷい褐色 覆土中層

施して文様を描出している。胴部にはLRの単節縄文を施している。普通 中峠式併行

第2243号土坑（第258図）

位置　調査区の北西部，E19C6区。

重複関係　本跡は第2242・2335号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．60m，短径1．40mの楕円形と推定され，深さは72cmである。

長径方向　N－580－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片134点が，投棄された状態で覆土から出土している。1は大形深鉢の口縁部から胴部の破片

で，覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。
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第258図　第2241・2242・2243・2335号土坑，第2243号土坑出土遺物実測図
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第2243号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 258 図 深　　 ‾鉢 A 〔40．4〕 口緑部から胴部の破片。胴部は内攣 して立ち上が り，ロ縁部は外反する。 砂粒 P 2 89 30％　P L 29

1
縄文土器 B （66．6） 小波状口緑を呈 し，波頂部に円形刺突文が施 され，それよりキザミを有す にぷい褐色 覆土中層

る隆帯が垂下している。垂下する隆帯の端部 には円孔を有する貼付文を施

している。胴部にはR L の単節縄文を地文 とし，沈線により文様 を措出し

ている。

普通 堀之内I 式

第2245号土坑（第259図）

位置　調査区の北西部，E19b5区。

規模と平面形　長径1．88m，短径1．76mの楕円形で，深さは70cmである。

長径方向　N－320－W

壁　外傾して立ち上がる。北壁の底面付近は，外側にえぐれている。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子微量，焼土粒子微量

ローム粒子微量，ロームブロック微量
ローム粒子少量，ロームブロック微量

ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化物微量
ローム粒子微量
ローム粒子中量

遺物　縄文土器片62点，磨製石斧1点が，投棄された状態で覆土から出土している。1は浅鉢の口緑部片，2

は把手を有する深鉢の口縁部片，3は深鉢の把手部片で，覆土下層（第6層）から出土している。4・5は深

鉢の口緑部片で，覆土から出土している。6は深鉢の口緑部片で，隆帯により文様を措出し，隆帯に沿って爪

形文を施している。7は深鉢の口緑部片で，沈線により文様を措出し，沈線間にキザミを施している。8は磨

製石斧である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2245号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 259 図 浅　　 鉢 A 〔41．6〕 口緑部から胴部片。ロ緑部は外傾し，口唇部は外面が突出する。無文。 石英 ・長石 ・雲母 P 292　5％

1 縄文土器 B （5．6） 褐色

普通

覆土下層（第6層）

中峠式併行

2

探　　 鉢 B （10．7） 把手 を有するロ緑部片。把手上部欠損。口緑部は内傾する。把手下部は外 石英 ・長石 ・雲母 P 290　5％

縄文土器 面が単孔で，内面は双孔 となる。爪形文を有する隆宙 により文様 を措出 し にぷい赤褐色 覆土下層（第6層）

ている。口緑部には沈線と爪形文により文様を描出している。 普通 中峠式併行

3

探　　 鉢 B （9．2） 把手部片。把手下部 に円孔 を有 し，隆帯により文様を措出 している。R 砂粒 P 29 1　5％

縄文土器 L の単節縄文 を施 している。 暗褐色

普通

覆土下層 （第6層）

中峠式併行

4

探　　 鉢 A 〔21．0〕 ロ緑部から頚部片。頚部で屈折し，口緑部は外傾する。ロ緑部は肥厚 し， 石英 ・長石 ・雲母 P 293　5％

縄文土器 B （5．7） 無文帯 となる。胴部は沈線間に爪形 を施 して文様を描出 している。 灰黄褐色

普通

覆土

中峠式併行

5

深　　 鉢 B （5．6） 口緑部から頚部片。口緑部はわずかに外傾する。頚部に隆帯 を巡らし，口 石英 ・長石 ・砂粒 P 294　5％

縄文土器 緑部文様帯 を形成 している。口緑部には隆帯により楕円区画文を施 し，隆 灰黄褐色 覆土

帯に沿って結節沈線文を施している。R L の単節縄文を施 している。 普通 阿玉台Ⅳ式
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第259図　第2245号土坑・出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚さ （cm） 重量 （g）

第 259 図 8 麿製石斧 （10．1） 5．0 3．2 （244） 砂　　　 岩 Q 75　覆土

第2251号土坑（第260図）

位置　調査区の北西部，D19j7区。

規模と平面形　長径2．16m，短径1．糾mの楕円形で，深さは58cmである。

長径方向　N－740－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，炭化物微量

4　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量

5　褐　色　　ローム粒子多量

も⑥　　　旦23・Om

／

旦l

．三二’裏・二・、71二二、：1二二：：＿一・

m、、蓑∴．㌦

第260図　第2251号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片41点が覆土から出土している。1は口唇部外面にキザミを有する隆帯を巡らしている深鉢の

口緑部片で，半裁竹管で文様を描出している。2は探鉢の胴部片で，Lの無節縄文を地文とし，半裁竹管によ

る平行沈線文により文様を措出している。1と2は接合はしないが，同一個体と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2254号土坑（第261図）

位置　調査区の北部，E19eo区。

規模と平面形　長径1．10m，短径1．00mの楕円形で，深さは33cmである。

長径方向　N－840－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子微量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量

4　褐　色　　ローム粒子中量

5　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片13点が覆土から出土している。1は波状口緑を呈する深鉢のロ緑部片で，口緑に沿って隆帯

を巡らし，縦位の沈線を施している。2は口唇部外面が突出している探鉢の口緑部片で，口唇部外面と口唇部

直下に爪形文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI

式期）と考えられる。

⑥　　　旦2。．。m

一、11王・－． 」　′

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第261回　第2254号土坑・出土遺物実測図

第2256号土坑（第262図）

位置　調査区の北西部，E19C3区。

規模と平面形　長径2．24m，短径1．76mの楕円形で，深さは82cmである。

長径方向　N－670－W
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第262図　第2256号土坑・出土遺物実測図

壁　袋状を呈する。東壁は，あまりえぐれていない。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは北壁際に位置し，長径54cm，短径42cmの楕円形で，深さ57cmである。

覆土　5層に分層され，遣物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物少量

4　褐　色　　ローム粒子中量

5　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片106点，敲石1点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1はロ緑部が内攣す

る浅鉢のロ綾部から胴部の破片で，覆土から出土している。2は口綾部が外傾する浅鉢の口緑部から胴部の破

片で，覆土中層から出土している。3は探鉢の口緑部から胴部の破片，4は波状口縁を呈する探鉢のロ緑部で，

覆土から出土している。5は敲石である。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。
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第2256号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 ‘考

第 262 図 浅　　 鉢 A 〔33．4〕 口緑部から胴部片。胴部は外傾 し，口緑部は内攣 して立 ち上がる。口緑部 長石 ・砂粒 ・スコリア P 295 5％　P L 30

1 縄文土器 B （7．6） には沈線により文様 を措出 し，6 単位の渦巻文を施 していることが考えら 暗赤褐色 覆土

れる。 普通 中峠式併行

2

浅 ‘鉢 A 〔36．0〕 口縁部から胴部の破片。胴部は外傾 して立ち上が り，口唇部外面は肥厚す 石英 ・長石 ・砂粒 P 296 5％　P L 30

縄文土器 B （7．8） る。無文。 赤褐色

普通

覆土中層

3

深　　 鉢 B （15．2） 口緑部から胴部の破片。わずかに内攣 して立ち上がり，口唇部外面は肥厚 長石 ・白色粒子 P 297 10％

縄文土器 C （10．4） する。沈線によ．り文様を措出している。 にぷい赤褐色

普通

覆土

中峠式併行

4

探　　 鉢 B （6．8） 波状口緑 を呈する口緑部片。隆帯により文様を措出し，隆帯に沿って沈線 石英 ・長石 ・雲母 P 298　5％

縄文土器 文を施 している。地文はR L の単節縄文である。 にぷい赤褐色

普通

覆土

阿王台Ⅳ式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　　　 考

長さ （cm） 幅 （cm） 厚さ （cm） 重量 （g ）

第 262 図5 蔽　　 石 9．5 5．9 3．9 3 15 安　 山　 岩 Q 76　覆土

第2260号土坑（第263図）

位置　調査区の北西部，E18b8区。

規模と平面形　長径1．30m，短径1．24mの楕円形で，深さは80cmである。

長径方向　N－470－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

6　褐　色

ローム粒子微量

ローム粒子中量，ロームブロック少量
ローム粒子中量，ロームブロック中量

ローム粒子中量，ロームブロック中量
ローム粒子多量，ロームブロック多量

ローム粒子多量

遣物　縄文土器片66点が，投棄されたような状態で主に覆土上層から出土している。1は4単位の波状口縁を

呈する深鉢の口緑部から頚部の破片，2は深鉢の胴部片，3は深鉢の把手部片で，いずれも覆土上層（第2層）

から出土している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期前葉（阿玉台Ⅳ式期）の袋状土坑と考えられる。

第2260号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第 263 図 探　　 鉢 A 〔4 7．1〕 口緑部から頚部片。 4 単位の波状 口緑 を呈 し，ロ縁部は外傾する。頚部は 長石 ・砂粒 P 299 10％

1 縄文土器 B （2 5．8） 無文帯 を形成する。ロ緑部は隆帯により区画文を施 し，区画文内は沈線に 灰褐色 覆土上層（第 2層）

より文様を描出 している。隆帯 にはR L の単節縄文を施 している。 普通 阿王台Ⅳ式

2

深　　 鉢 B （15．7） 胴部片。胴部はわずかに内攣 して立ち上が り頚部はくびれる。空賠机こは隆 長石 ・砂粒 P 300 2 0％

縄文土器 帯 を巡 らし，胴部には指頭による押圧 を施 した隆帯を垂下 させている。地 灰黄褐色 覆土上層（第 2層）

文はR L の単節縄文である。 普通 阿玉台Ⅳ式

3

深　　 鉢 B （10．2） 把手部片。扇状を呈 し，口緑部に斜位 に付 く。把手の片側には沈線により 石英 ・長石 ・砂粒 P 30 1 5％

縄文土器 蕨手状文を施 し，もう片側には爪形文 を有する隆帯により文様を措出して 明赤褐色 覆土上層（第 2層）

いる。 普通 勝坂Ⅲ式併行
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第2265号土坑（第264図）

位置　調査区の北西部，D19i4区。

規模と平面形　長径1．26m，短径1．20mの楕円形で，深さは飢cmである。

長径方向　N－240－E

壁　外傾して立ち上がる。南壁は，底面付近がえぐれている。

底　平坦である。

覆土　6層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。
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第264図　第2265号土坑・出土遺物実測因

士層解説

1　暗褐色
2　暗褐色

3　褐　色
4　暗褐色

5　黒褐色
6　暗褐色

ローム粒子微量，炭化物微量

ローム粒子少量，炭化物微量

ローム粒子中量，ロームブロック中量
ローム粒子微量，炭化物微量

ローム粒子微量，ロームブロック微量，炭化物少量
ローム粒子少量，ロームブロック少量

亡二つ 0　　　　　　　　　　　　　10cm

I　　‥・一一一十－・l

遺物　縄文土器片48点，磨製石斧1点，石皿片1点が投棄されたような状態で覆土から出土している。1は小

波状口緑を呈する深鉢の口綾部片で，覆土下層（第6層）から出土している。2は磨製石斧で，覆土中層（第

6層）から出土している。3は石皿片で，覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。
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第2265号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第264図 探　　 鉢 A 〔45．2〕 小波状口緑を呈する口緑部片。ロ縁部は外反する。口唇部直下に洗練を巡 長石 ・砂粒 P 3 02 10％　P L 3 1

1
縄文土器 B （15．2） らし，披頂部直下には円形刺突文 を施 し；キザ ミを有 し端部に円形刺突文 にぷい赤褐色 覆土下層 （第 6 層）

を施す隆帯を垂下させている。地文には ，・L R の単節縄文を横位に施して

いる。

普通 堀之内I 式

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量 （g ）

第 264 図 2 磨製石斧 （8．1） 6．1 3．2 （258） 緑色凝灰岩 Q 77　覆土

3 石　　 皿 （17．1） （9．9） 5．0 （890） 安　 山　 岩 Q 78　覆土

第2266号土坑（第265・266図）

位置　調査区の北西部，D19i4区。

規模と平面形　長径1．24m，短径1．08mの楕円形で，深さは84cmである。

長径方向　N－630－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量
〔

2　黒褐色　　ローム粒子微量，ローム小ブロック微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片190点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1は大形の深鉢で，覆土下層

（第3層）から出土している。2は深鉢の口緑部から胴部の破片，3・4は深鉢の口線部片で，覆土から出土

している。5は深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土下層（第3層）から出土している。6は小波状口縁を呈

する深鉢の口緑部片，7は深鉢の頚部から胴部の破片で，覆土から出土している。8は小波状口縁を呈する深

鉢の口緑部片で，波頂部直下に円形刺突文を有し，口縁に沿って沈線を巡らしている。口縁部はRLの単節縄

文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2266号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第265図 探　　 鉢 A 〔43．2〕 ロ縁部から胴部一部欠損。胴部は内攣して立ち上が り，頚部で くびれ口縁 長石 ・砂粒 P 303 50％　P L 3 0

1
縄文土器 B　 67．5 部は外傾する。小波状口緑を呈する。披頂部直下には円形刺突文を施 し， 橙色 覆土下層（第3層）

C　 13．2 キザ ミを有 し端部に円形刺突文 を施す隆帯を垂下させている。胴部の地文

には ，L R の単節縄文を横位 に施 している。

普通 堀之内 I式

2

探　　 鉢 A 〔27．0〕 ロ縁部から胴部片。胴部からほぼ直線的に立ち上がる。L R の単節縄文を 長石 ・砂粒 P 304 15％　P L 31

縄文土器 B （28．0） 地文とし，沈線間に刺突文を施す文様 を施 している。 灰褐色

普通

覆土

堀之内 I式

3

探　　 鉢 A 〔31．0〕 ロ縁部片。口緑部は直線的に立ち上がる。R の無節縄文 を地文とし，櫛歯 長石 ・砂粒 P 308 10％　P L 31

縄文土器 寧 （17・0） 状工具により条線文 を施 している。 黒色

普通

覆土

堀之内 I式

4

深　　 鉢 A 〔30．0〕 口緑部片。小波状口緑を呈 し，口緑部は外傾する。波頂部直下には円形刺 長石 ・砂粒 P 306　　 5％

縄文土器 B （8．7） 突文を施 している。 L R の単節縄文を地文 とし，沈線により文様を描出し 暗褐色 覆土

ている。 普通 堀之内 I式
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第265図　第2266号土坑・出土遺物実測図（1）
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0　　　　　　　　　　10cm

！　　；　　！

第266図　第2266号土坑出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　　種計測値（cm） 語　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第265回探　　鉢A〔28．0〕ロ緑部から胴部片。胴部は内管して立ち上がり，頚部でくびれ，口緑部は長石・砂粒 P30510％PL31

5 縄文土器B（20．0）外傾する。口唇部直下と頚部には沈線を巡らしている。LRの単節縄文を灰黄褐色 覆土下層（第3層）

地文とし，沈線により文様を描出している。 普通 堀之内I式

6

深　　鉢A〔25．2〕小波状口線を呈する口緑部片。口縁部はほほ直立する。LRの単節縄文を長石・砂粒 P309　　5％

縄文土器B（12．3）横位に施している。 にぷい黄橙色

普通

覆土

堀之内I式

第266図深　　鉢B（21．4）頚部から胴部片。胴部は内攣して立ち上がり，頚部はくびれる。頚部には長石・砂粒 P307　　5％

7 縄文土器 2本の沈線を巡らし，頸部までキザミを有する隆帯を垂下させている。L 黒褐色 覆土

Rの単節縄文を地文とし，沈線により文様を描出している。 普通 堀之内I式

第2274号土坑（第267図）

位置　調査区の北西部，D19j2区。

規模と平面形　長径2．06m，短径1．60mの楕円形と推定され，深さは72cmである。

長径方向　N－400－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量

4　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

5　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片120点，石皿片1点，磨石片1点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1は

双頭の波状口緑を呈する浅鉢の口緑部から胴部の破片，2は鉢のロ縁部片，3は波状口緑を呈する深鉢の口緑

部片で，覆土から出土している。4は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を縦位に施している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。
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第267図　第2274号土坑・出土遺物実測図

第2274号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号券　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第267図浅　　鉢A〔50．0〕双頭の波状口縁を呈する口緑部から胴部片。胴部は外傾して立ち上がり，石英・長石・雲母P310　10％

・1 縄文土器B（14．8）ロ縁部は直線的である。口唇部外面は肥厚する。無文。 黒褐色

普通

覆土

2

鉢 A〔32．0〕ロ緑部片。ロ緑部は内管し，ロ緑端部は外傾する。ロ線端部は無文帯を形長石・雲母・砂粒P3115％PL31

縄文土器B（6，1）成し，ロ綾部には沈線を有する隆帯により文様を描出している。 にぷい褐色

普通

覆土

中峠式併行

3

探　　鉢A〔17．4〕円孔のある把手を有するロ綾部片。波状□縁を呈する。口緑部は内管する。長石・砂粒 P312　5％　PL31

縄文土器B（7．1）把手の円孔と口唇部に沿ってペン先状の刺突文を有する隆帯を施している。にぷい褐色 覆土

ロ緑部には，RLの単節縄文を地文とし，沈線を有する隆帯により文様を

描出している。

普通 中峠式併行
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第2276号土坑（第268図）

位置　調査区の北西部，E18a9区。

規模と平面形　長径1．84m，短径1．64mの楕円形と推定され，深さは60cmである。

長径方向　N－660－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　3か所。Plは，長径36cm，短径32cmの楕円形で，深さ54cmである。P2は，径80cmの円形で，深さ53cm

である。P3は，長径58cm，短径44cmの楕円形で，深さ38cmである。

覆土　7層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　褐　色

5　褐　色

6　暗褐色

7　褐　色

ローム粒子微量

ローム粒子微量，焼土粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ロームブロック少量

ローム粒子多量，ロームブロック中量

ローム粒子微量，ロームブロック少量

ローム粒子中量，ロームブロック中量

遣物　縄文土器片131点，磨石1点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1は小波状口緑を呈

する深鉢の口綾部片，2は広口壷の胴部片である。3は赤彩を施している注口土器の口緑部及び注口部片で，

覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利E＿Ⅳ式期）と考えられる。

第2276号土坑出土遺物観察表

図版番号 ＿ 器　　 種 ・計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第26 8図 深　　 鉢 A 〔33．2〕 小波状口緑 を呈する口緑部片。口縁部は内攣する。波頂部を起点に微隆帯 砂粒 P 3 13 10％　P L 3 1

1 縄文土器 B （14．2） を巡 らしている。口縁部には微隆帯により区画文を施 し，区画文内にはL にぷい黄褐色 覆土

の無節縄文 を充填 している。 普通 加曽利E Ⅳ式

2

広　口 壷 B （17．0） 胴部片。胴部は内攣する。橋状の把手を有する。R L の単節縄文 を施 して 砂粒 P 3 14 10％ P L 31

縄文土器 いる。 黒褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式

3

注口土器 B （6．4） 口縁部及び注口部片。口緑部は内攣し，ロ縁部に短い注口が付 く。徴隆帯 石英 ・砂粒 P 3 15　 10％

縄文土器 により文様を描出している。 黒褐色

普通

覆土

加曽利E Ⅳ式
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第268図　第2276号土坑・出土遺物実測図

1J√

第2278A号土坑（第269図）

位置　調査区の北西部，E19a2区。

重複関係　本跡は，第2278B・C号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

－299－



規模と平面形　長径1．92m，短径1．74mの楕円形で，深さは46cmである。

長径方向　N－800－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

ピット　1か所。Plは，長径46cm，短径34cmの楕円形で，深さ50cmである。

遣物　縄文土器片35点が出土している。1は探鉢のロ緑部から胴部の破片，覆土から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

第269図　第2278A・B・C号土坑，第2278A号土坑出土遺物実測図

第2278A号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第269図 深　　 鉢 A 〔45．の 口縁部から頚部片。頚部は外反 し，口緑部は内攣する。ロ縁部は隆帯 と沈 長石 ・砂粒 P 316 10％　 P L 3 1

1
縄文土器 B （28．2） 線により区画文を施 し，区画文内はR L R の複節縄文を横位 に充填してい にぷい褐色 覆土

る。頚部には沈線により逆U 字状の懸垂文を施 し，懸垂文外にR L R の複

節縄文を縦位に充填 している。胴部には条線文を施 している。

普通 加営利 E Ⅲ式
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第2280号土坑（第270図）

位置　調査区の北西部，D18j8区。

規模と平面形　長径1．46m，短径1．30mの楕円形で，深さは106cmである。

長径方向　N－420－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量

4　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

5　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片136点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1・2は深鉢の口緑部片で，微

隆帯により文様を措出し，1はRLの単節縄文を，2はLRの単節縄文を施している。3は深鉢の口縁部片

で，口唇部直下に微隆帯を巡らし，LRの単節縄文を施している。4は深鉢の口緑部片で，口唇部直下に沈線

を巡らし，RLの単節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

沖　　堪）旦22．8m

第270図　第2280号土坑・出土遺物実測図
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第2288号土坑（第271図）

位置　調査区の北西部，D18j8区。西側半分は調査区城外である。

規模と平面形　本跡は南北2．18mの不整隅丸長方形と推定される。深さは60cmである。

長径方向　N－72。－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片116点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1は探鉢のロ緑部から胴部の破

片で，覆土中層から出土している。2は探鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，半裁竹管による平行沈

線文を垂下させている。3は深鉢の口緑部付近の破片で，沈線を有する隆帯により文様を措出している。4・

第271図　第2288号土坑・出土遺物実測図
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5は深鉢の頚部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線を有する隆帯を巡らしている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2288号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第271図 深　　 鉢 A 〔18．2〕 ロ線部から胴部の破片。把手部欠損。頚部は くびれ，口緑部は内管する。 長石 ・雲母 ・砂粒 P 3 17　 15％

1
縄文土 器 B （15．4） 頸部に隆帯を巡らし，口緑部を区画している。口緑部は沈線 を有する隆帯 にぷい赤褐色 覆土中層

により文様を措出 している。地文はR L の単節縄文である。 普通 加曽利E I 式

第2300号土坑（第272図）

位置　調査区の北西部，D19dl区。

規模と平面形　長径1．34m，短径1．30mの楕円形で，深さは56cmである。

長径方向　N－580－W

壁　外傾して立ち上がる。西壁の底面付近はえぐれている。

底　平坦である。

ピット　2か所。Plは，長径28cm，短径24cmの楕円形で，深さ47cmである。P2は，径14cmの不整円形で，深

さ10cmである。

㍉‾
0 2m

ト一一　11－十　－i

第272図　第2300号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片53点が出土している。1は小波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，覆土上層から出土して

いる。2は深鉢の底部片で，覆土から出土している。3・4は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，

沈線により文様を措出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2300号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第27 2図 探　　 鉢 A 〔33．0〕 小波状口縁 を呈する口縁部片。ロ縁部はほぼ直立する。L の無節縄文を横 石昇 ・長石 ・砂粒 P 3 19　 10％

1 縄文土器 B （19．6） 位に施 している。 にぷい褐色

普通

覆土上層

堀之内 I 式

2

探　　 鉢

縄文土器

B （3 3．0）

C 〔12．2〕

底部片。平底で，胴部は外傾して立ち上がる。無文。 長石 ・砂粒

橙色

良好

P 3 20　　 5％

覆土

堀之内 I式

第2304号土坑（第273・274図）

位置　調査区の北西部，D18f9区。

重複関係　本跡は第2034号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径1．44m，短径1．28mの楕円形で，深さは152cmである。

長径方向　N－700－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，遺物の出土状況から人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　　焼土粒子少量，炭化物少量

2　暗褐色　　焼土粒子微量，炭化物微量
3　暗褐色　　ローム粒子少量

4　褐　色　　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片341点が，投棄されたような状態で覆土から出土している。1は3単位の小波状口緑を呈す

る深鉢の口縁部から胴部の破片で覆土中層から出土している。2は大形深鉢の胴部片で，覆土下層から出土し

ている。3は深鉢の底部片，4は深鉢の胴部片で，覆土から出土している。5は深鉢の口縁部付近から胴部の

破片で，覆土下層から出土している。6・7は探鉢の口緑部片で，LRの単節縄文を地文とし，半裁竹管によ

る平行沈線文で文様を措出している。6はキザミを有する隆帯を垂下させている。8は深鉢の口縁部片で，L

Rの単節縄文を施している。9は波状口緑を呈する探鉢の口縁部片で，波頂部に円孔を施し，キザミを有する

隆帯を垂下させている。10・11は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線により文様を描出してい

る。10はキザミを有する隆帯を巡らしている。12・13は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，半裁竹

管による平行沈線文で文様を措出している。14は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2304号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第273図 探　　 鉢 A 〔22．4〕 口縁部から胴部の破片。 3 単位の小波状口縁 を呈 し，胴部か ら口緑部まで 長石 ・砂粒 P 188 3 0％　 P L 3 2

1 縄文土器 B （21．8） 直線的に立ち上がる。R L の単節縄文を地文 とし，半裁竹管による平行沈 暗褐色 覆土中層

線文で文様を描出 している。 良好 堀之内 I式
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第273図　第2304・2305号土坑，第2304号土坑出土遺物実測図（1）
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第274図　第2304号土坑出土遺物実測図（2）

図版 番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第2 73図 深　　 鉢 B （34．2） 頚 部か ら胴 部 の破片 。胴部 は内攣 して立ち上 が り，頚部 は くびれ る。 頚部 石 英 ・長 石 ・砂 粒 P 3 21 50 ％　 P L 32

2
縄文 土器 には，端部 に 円形刺 突文 を施 しキザ ミを有す る隆帯 を3 単 位貼付 し， 3 単 褐 色 覆土 中層

位 の隆帯 を起点 に沈線 によ り文様 を描 出 して いる。 地文 はR L の単節 縄文

で ある。

良好 堀之内 I式

第2 74図 探鉢 B （5．2） 底 部片。平 底 で，胴 部は外 傾 して立 ち上が る。無文 。 長 石 ・砂 粒 P 3 22　 10％

3 縄文 土器 C　　 8．8 黒 褐色

良好

覆土

堀之内 I式

－306－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第274図 探　　 鉢 B （11．7） 胴部片。胴部は直線的に立ち上がる。 L R の単節縄文を地文とし，半裁竹 長石 ・砂粒 P 324　 10％

4
縄文土器 管による平行線文で文様を描出 している。 赤褐色

良好

覆土

堀之内 I式

5

深　　 鉢 B （17．4） ロ縁部付近から胴部の破片。口唇部欠損。胴部か ら口緑部まで直線的に立 長石 ・砂粒 P 323 10％　P L 3 2

縄文土器 ち上がる。ロ縁部と胴部の境 に隆帯を巡らし，ロ緑部分様帯を形成 してい 暗褐色 覆土下層

る。ロ緑部文様帯にはL R の単節縄文 を地文とし，半裁竹管による平行沈

線分で文様 を描出 している。

良好 堀之内 I式

第2306号土坑（第275図）

位置　調査区の北西部，D18e9区。西側半分は調査区城外である。

規模と平面形　本跡は南北1．94mの楕円形と推定されるが，東西方向は不明である。深さは86cmである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

・r！．1，．・・

．：、．I．II・・‥・、；11・婚拶

ニ・

第275図　第2306号土坑・出土遺物実測図
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底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　　焼土粒子少量，炭化物少量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量

3　暗褐色　　ローム粒子中量

4　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

5　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片132点が出土している。1は探鉢の口緑部付近から胴部の破片，2は眼鏡状把手を有する探

鉢の口緑部片，3は探鉢のロ緑部片で，覆土から出土している。4・5は口緑部が内傾する浅鉢の口緑部片

で，口緑部には沈線により渦巻文を施している。6は探鉢の頚部から胴部の破片で，頚部に沈線を有する隆帯

を巡らし，胴部にはRLの単節縄文を地文として，沈線による懸垂文を施している。7は探鉢の口緑部片で，

RLの単節縄文を地文とし，沈線を有する隆帯により文様を描出している。6と7は接合はしないが，同一個

体の可能性がある。8は探鉢の口緑部片で，RLの単節縄文を地文とし，隆帯により区画文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第2306号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第2 75図 探　　 鉢 B （9＿7） 口緑部付近から胴部の破片。頚部はくびれ，ロ緑部は内攣する。頸部に隆 石英 ・長石 ・雲母 P 3 26　 10％

1 縄文土器 帯を巡らし，口綾部を区画 している。口縁部は陸幕により文様を措出 して 橙色 覆土

いる。R L の単節縄文を施している。 普通 加曽利E I式

2

深　　 鉢 B （9．5） 眼鏡状把手を有する口緑部片。口緑部は外傾し，口唇部内面は肥厚する。 長石 ・砂粒 P 32 5　　 5％

縄文土器 L R の単節縄文を地文とし，キザ ミを有する隆帯 により文様を描出してい 褐色 覆土

る。 良好 中峠式併行

3

深　　 鉢 A 〔22．6〕 口緑部片。口綾部は内攣する。沈線間を交互刺突により連続コの字状文を 長石 ・砂粒 P 32 7　 10％

縄文土器 B （7．0） 巡らしている。R L の単節縄文を巡らしている。 にぷい赤褐色

普通

覆土

中峠式併行

第2311号土坑（第276図）

位置　調査区の北西部，D19h3区。

二
旦22．8m

、マ⊆≡∂「

2Iu

L i　　　！

第276区l　第2311号土坑・出土遺物実測図
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規模と平面形　長径1．16m，短径1．00mの楕円形で，深さは30cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　焼土粒子少量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

3　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック多量

遺物　縄文土器片1点が出土している。1は口唇部に小突起を有する深鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土か

ら出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2311号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第276 図 深　　 鉢 A 〔27．2〕 口緑部 か ら胴 部の破 片。 胴部 か ら口緑 部 まで直 線的 に立 ち上 が る。口唇 部 砂 粒 P 328　40％　 P L 32

1 縄 文土 器 B （25．7） には小 突起 を有す る。 R L の単節 縄文 を施 してい る。 にぷ い褐色

良好

覆 土

堀 之内 I 式

第2313号土坑（第277図）

位置　調査区の北西部，D19h2区。

規模と平面形　径2．00mのほぼ円形で，深さは72cmである。

壁　外傾して立ち上がる。南西壁はえぐれている。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。南西壁側の第2層上面には焼土が堆積している。

土層解説

1　褐　色

2　暗褐色

3　褐　色

4　褐　色

ローム粒子少量，ロームプロソク微量，焼土粒子少量

ローム粒子少量，ロームブロック微量，炭化物少量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

第277図　第2313号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片35点が出土している。1は把手を有すると考えられる深鉢の口縁部から胴部の破片で，覆土

から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2313号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第27 7区i

1

深　　 鉢 A 〔3 0．4〕 把手 を有すると考えられる口緑部から胴部の破片。胴部はわずかに外傾し， 石英 ・長石 ・雲母 P 32 9 20％　P L 32

縄文土器 B （2 5．7） 口綾部は内攣する。頚部に爪形文を有する隆帯 を巡 らし，口緑部文様帯を 褐色 覆土

形成 している。ロ緑部文様帯 には爪形文を有する隆帯 により渦巻文を施し， 普通 中峠式併行

横位の沈線文を地文にしている。胴部は爪形文 を有する隆帯により文様 を

描出している。

（勝坂系）

第2316号土坑（第278図）

位置　調査区の北西部，D19i3区。

規模と平面形　長径2．16m，短径1．88mの楕円形で，深さは74cmである。

長径方向　N－2。－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

〒三二

【
ノ
ー

ノ

第278図　第2316号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1暗褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量，炭化物微量
2　暗褐色　　焼土粒子微量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

4　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片60点，土器片円盤1点が出土している。1は小突起を有する深鉢の口緑部片で，覆土から出

土している。2は小突起を有する深鉢の口緑部片で，口唇部直下には沈線文間に交互刺突による連続コの字状

文を巡らしている。口緑部には，沈線を有する隆帯により区画文を措出し，文様内には縦位の沈線文を充填し

ている。3は深鉢の口緑部片で，口唇部直下にキザミを有する隆帯を巡らし，幅狭の口縁部文様帯を構成して

いる。文様帯内には沈線文間に交互刺突による連続コの字状文を巡らしている。胴部には，7本一組の櫛歯状

工具による波状文を施している。4は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）と考えられる。

第2316号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第278図 深　　 鉢 A －〔12．4〕 突起を有する口緑部片。口縁部は内攣 し，沈線により渦巻女を施 している。 砂粒 ・スコリア T P 659 10％

1 縄文土器 B （5．3） 口緑部は，R L の単節縄文を地文 とし，ペン先状の刺突文あるいは沈線を にぷい褐色 覆土

有する隆帯により文様を描出 している。 普通 中峠式併行

図版番号 器　　 種

計　 測　 値 （cm） 重量

（g ）

現存率

（％）
形　 状　 及　 び　文　 様　 の　 特　 徴 備　　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第278図　 4 土器片円盤 6．5 5．4 1．0 47 100 R L の単節縄文。 D P 45　覆土

第2319号土坑（第279図）

位置　調査区の北西部，D19h4区。

重複関係　本跡は第2330号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　径1．16mのほぼ円形で，深さは68cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　7層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色

2　暗褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　褐　色

7　褐　色

ローム粒子微量，

ローム粒子微量，

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子少量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

焼土粒子少量，炭化物微量

焼土粒子中量，炭化物少量

ロームブロック微量，焼土粒子少量

ロームブロック少量，焼土粒子少量

ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

ローム小ブロック中量

ロームブロック中量

遺物　縄文土器片33点，土器片錘1点が覆土から出土している。1は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文

とし，沈線により蕨手状文を施している。2は深鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線により曲線

状の文様を措出している。3は縄文時代中期の土器片錘で，混入したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。
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第279図　第2319・2329・2330・2331号土坑，第2319号土坑出土遺物実測図

第2319号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号 器　　種
計　測　値（cm） 重量

（g）

現存率

（％）
形　状　及　び　文　様　の　特　徴 備　　　考

長　さ 幅 厚　さ

第279図　3 土器片鍾 3．9 3．0 1．0 12 100 RLの単節縄文。 DP46　覆土

第2320号土坑（第280図）

位置　調査区の北西部，D18h9区。

規模と平面形　長径1．50m，短径1．14mの楕円形で，深さは58cmである。

長径方向　N－700－W

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　5層に分層され，自然堆積と考えられる。
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第280図　第2320号土坑・出土遺物実測図

‾し一子

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

4　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック少量

5　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片56点，敵石1点が覆土から出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，波頂部

を起点に微隆帯を巡らし，LRの単節縄文を施している。2は探鉢の胴部片で，徴隆帯により文様を措出し，

無文である。3・4は深鉢の胴部片で，微隆帯により文様を措出し，3はLRの単節縄文を，4はしの無節縄

文を文様内に充填している。5は敲石である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期後葉（加曽利EⅣ式期）と考えられる。

第2320号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅（C叫 厚 さ（cm） 重量（g ）

第280図　 5 敲　　 石 9．1 6．1 6．4 5 23 安　 山　 岩 Q 81 覆土
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第2321号土坑（第281図）

位置　調査区の北西部，D18h8区。西側半分は調査区域外にかかる。

規模と平面形　長径1．70m，短径0．86mの楕円形と推定され，深さは54cmである。

長径方向〔N－44。－E〕

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦であるが，多少の起伏がある。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子少量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

遣物　縄文土器片20点が覆土から出土している。1は深鉢の底部付近から胴部の破片である。

所見　本跡の時期は，出土遣物が少量であるため明確でないが，出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利E式

期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　－1　　－1

第281図　第2321号土坑・出土遺物実測図

第2321号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　＿＿＿」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第281回深　　鉢B（8．1）底部付近から胴部の破片。胴部は外傾して立ち上がる。RLの単節縄文を長石・砂粒P330　10％

1 縄文土器 施している。 明褐色

普通

覆土

加曽利E式

第2324A号土坑（第282図）

位置　調査区の北西部，D19fl区。

重複関係　本跡は第2324B号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径0．96m，短径0．62mの楕円形と推定され，深さは42cmである。

長径方向　N－380－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片48点が出土している。1は小波状口緑を呈する探鉢の口緑部から胴部の破片で，覆土から出

土している。
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j　　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　　　10cm

l・－・1－－－・i

第282図　第2324A号土坑・出土遺物実測図

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2324A号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 話　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第28 2図 探　　 鉢 A 〔33．0〕 3 単位の小波状口緑 を呈する口緑部から胴部の破片。胴部から口緑部まで 長石 ・砂粒 P 3 31 3 5％ P L 3 2

1 縄文土器 B （35．3） わずかに外傾する。L R の単節縄文を施 している。 黒褐色

良好

覆土

堀之内 I 式

第2327号土坑（第283図）

位置　調査区の北西部，D18dO区。

重複関係　本跡は第2307号土坑を掘り込んでいることから本跡が新しく，第2308号土坑に掘り込まれているこ

とから本跡が古い。

規模と平面形　長径2．24m，短径1．糾mの楕円形で，深さは106cmである。

長径方向　N－500－E

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

ピット　3か所。Plは中央部に位置し，長径20cm，短径16cmの楕円形で，深さ22cmである。P2は東壁寄りに

位置し，長径26cm，短径22cmの楕円形で，深さ7cmである。P3は南西壁際に位置し，径40cmのほぼ円形で，

深さ50cmである。

覆土　第卜2層は第2308号土坑の覆土で，第3～7層が本跡の覆土である。5層に分層され，自然堆積と考

えられる。
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第283図　第2307・2308・2327号土坑，第2327号土坑出土遺物実測図

土層解説

3　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化物微量

4　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

5　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

6　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量，焼土粒子少量

7　暗褐色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片15点が覆土から出土している。1は口唇部に沈線を巡らしている採録の口縁部片で，肥厚す

る口唇部直下にはRLの単節縄文を施している。2・3は探鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，2に

は沈線による懸垂文を施している。

所見　本跡は，出土遺物が少量であるため明確でないが，形状と出土遺物から縄文時代中期の袋状土坑と考え

られる。

第2330号土坑（第279・284図）

位置　調査区の北西部，D19h4区。

重複関係　本跡は第118号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。本跡と第2319号土坑との新旧関係は

不明である。

規模と平面形　長径1．68m，短径1．48mの不整形で，深さは66cmである。

長径方向　N－30。－E
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第284図　第2330号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　」

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，焼土粒子中量，焼土′トブロック中量，炭化物少量

3　暗褐色　　ローム粒子中量，焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，炭化物少量
4　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片235点，土器片円盤1点が覆土から出土している。1は蓋，2はミニチュア土器である。3

は深鉢の口縁部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。4は探鉢の口緑部片で，

LRの単節縄文を地文とし，口唇部直下には沈線を巡らしている。5は深鉢のロ緑部片で，Lの無節縄文を地

文とし，沈線で文様を描出している。6は探鉢の胴部片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線で文様を描出し

ている。7は土器片円盤である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2330号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第284図 藍 A 〔8．の 平坦。中央部に橋状のつまみを有する。無文。 石英 ・雲母 ・砂粒 P 334　 30％

1 縄文土器 B　 （2．1） にぷい黄褐色

普通

覆土

堀之内式

2

ミニチュア土器

縄文土器

A 〔7．2〕

B　　 3．0

C　　 6．2

ロ緑部から底部片。無文。 長石 ・砂粒

橙色

良好

P 333　 40％

覆土

堀之内式

図版番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm ） 重量

（g ）

現存率

（％）
形　 状　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 偉．　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第284図　 7 土器片円盤 3，5 3．2 0．9 11 10 0 無文。 D P 47　覆土
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第2331号土坑（第279・285図）

位置　調査区の北西部，D19h4区。

重複関係　本跡は第2319・2330号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．06m，短径0．98mの楕円形で，深さは130cmである。

長径方向　N－470－W

壁　ほぼ垂直に立ち上がるが，南壁の底面付近はわずかに袋状となる。

底　平坦である。

遺物　縄文土器片36点が出土している。1は探鉢の底部から胴部の破片で，覆土から出土している。2は深鉢

の口緑部片で，口唇部直下に沈線を巡らしている。口緑部は直前段合撚縄文を地文とし，沈線により文様を描

出している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第285区l　第2331号土坑出土遺物実測図

第2331号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第285回 深　　 鉢 B （14．7） 底部から胴部片。胴部は外傾して立 ち上がる。無文。 長石 ・砂粒 P 33 5　　20％

1 縄文土器 C　 ll．6 にぷい赤褐色

普通

覆土

堀之内式

第2334号土坑（第286・287図）

位置　調査区の北西部，D19f3区。

重複関係　本跡は第2333・2336号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長径3．02m，短径2．44mの楕円形で，深さは26cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。中央部に径80cmの円形で，深さ8cmのくぼみがある。

ピット　3か所。Plは，長径74cm，短径62cmの楕円形で，深さ60cmである。P2は，径28cmのほぼ円形で，探
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第286図　第2333・2334・2336号土坑，第2334号土坑出土遺物実測図（1）
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第287図　第2334号土坑出土遺物実測図（2）

さ54cmである。P3は，径22cmのほぼ円形で，深さ49cmである。

覆土　2層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片482点が覆土から出土している。遺物の主体は堀之内I式土器で，わずかに称名寺式土器が

混じる。1は深鉢の底部から胴部の破片である。2・3は探鉢の把手部片である。4は探鉢の口緑部片で，L

Rの単節縄文を地文とし，口唇部直下に沈線を巡らしている。5・6は双頭の小波状口緑を呈する探鉢のロ緑

部片で，LRの単節縄文を地文とし，披頂部直下に円形の刺突文を施している。7は深鉢の胴部片で，LRの

単節縄文を地文とし，沈線により文様を描出している。8は小波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，沈線文を

巡らして無文の口縁部文様帯を形成している。波頂部には一対の円形刺突文を施し，口唇部直下には沈線を巡

らしている。9・10は探鉢の口緑部片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線により文様を描出している。10の

口唇部直下には，円形刺突文を施している。11は探鉢の口緑部付近から胴部の破片で，口綾部付近は櫛歯状工
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具による条線文を，胴部は結節させたLの無節縄文を地文とし，半裁竹管による平行沈線文で文様を描出して

いる。12・13・16は探鉢の口緑部片で，12はLRの単節縄文，13はRLの単節縄文，16はRLRの複節縄文を

施している。14は小波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，櫛歯状工具による条線文により文様を描出してい

る。15は探鉢の口縁部片で，LRの単節縄文を地文とし，洗練により文様を措出している。17は深鉢の胴部片

で，撚りが太いRLの単節縄文を地文とし，沈線により懸垂文と波状懸垂文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）と考えられる。

第2334号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第28 6図 深　　 鉢 B （1 1．7） 底部から胴部の破片。胴部は外傾 して立ち上がる。無文。 長石 ・砂粒 P 3 36　 2 0％

1 縄文土器 C　 lO．4 明赤褐色

普通

覆土

堀之内式

2

深　　 鉢

縄文土器

B （7．1） 把手部片。頂部内面は環状とな り，孔を有する。 砂粒

黒褐色

普通

P 338　　 5％

覆土

称名寺式

3

探　　 鉢 B （5．8） 把手部片。頂部に円形刺突文を有 し，頂部を超点に端部に円形刺突文 を有 長石 ・砂粒 P 337　　 5％

縄文土器 する隆帯を垂下 させている。 暗褐色

普通

覆土

堀之内 I 式

第2337号土坑（第288図）

位置　調査区の北西部，D19f3区。

規模と平面形　径1．54mのほぼ円形で，深さは62cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

j　　　　；　　　！

⊂〕
第288図　第2337号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

3　暗褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片49点，磨石1点，打製石斧1点が覆土から出土している。1は深鉢の胴部片で，RLの単節

縄文を縦位に施している。2は磨石で，3は打製石斧である。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，出土遺物と覆土が縄文時代中期の遺構と類似

することから縄文時代中期と考えられる。

第2337号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第288図　 2 磨　　 石 6．2 5．9 3．9 258 安・山　 岩 Q 82　覆土

3 打製石斧 9．3 4．3 2．7 135 安　 山　 岩 Q 83　覆土

第2338号土坑（第289図）

位置　調査区の北西部，D19d2区。

重複関係　本跡は第119号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径1．96m，短径1．72mの楕円形で，深さは66cmである。

長径方向　N－560－W

壁　袋状を呈する。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説
1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，炭化物微量

2　暗褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

3　暗褐色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

4　褐　色　　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片49点が覆土から出土している。1は深鉢の底部から胴部の破片で，覆土から出土している。

2は小形の深鉢の胴部片で，沈線により文様を措出している。3・4は深鉢の口緑部から胴部の破片で，キザ

ミあるいは刺突文を有する隆帯を巡らし，幅狭の口緑部文様帯を形成している。3は胴部にLRの単節縄文を

縦位に施し，4は胴部に櫛歯状工具により波状文を施している。5は深鉢の口緑部片で，口緑部に隆帯を巡ら

し，無文でよく研磨している。6は深鉢の胴部で，Lの無節縄文を地文とし，よく研磨している。

所見　本跡は，出土遺物から縄文時代後期前葉（堀之内I式期）の袋状土坑と考えられる。

第2338号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形・及　 び　 文　 様 ．の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第289図 探　　 鉢 B （8．0） 底部から胴部の破片。胴部は外傾 して立ち上がる。無文。 長石 ・砂粒 P 339　 15％

1 縄文土器 C　 lO．0 橙色

普通

覆土

堀之内式
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第2348号土坑（第290・291図）

位置　調査区の北西部，D19i6区。

規模と平面形　長径3．40m，短径2．94mの楕円形で，深さは98cmである。

長径方向　N－420－E

壁　外傾して立ち上がる。

底　Plが位置する中央部は径74cmの範囲で高まりがあり，その周辺は平坦で踏み固められている。

ピット　3か所。Plは中央部に位置し，径26cmのほぼ円形で，深さ30cmである。P2はPlの南西側に位置し，

長径32cm，短径24cmの楕円形で，深さ36cmである。P3は西壁際に位置し，長径104cm，短径88cmの楕円形で，

深さ54cmである。
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覆土　9層に分層され，覆土上層から大量の遺物が投棄されたような状態で出土していることから，覆土上層

は人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

2　暗　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

3　にぷい褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

4　褐　　　色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

5　褐　　　色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

6　にぷい褐色　　ローム粒子微量，焼土粒子微量

7　褐　　　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

8　褐　　　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

9　明　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量，焼土粒子微量

遺物　縄文土器片1，116点が主に覆土上層（第1・2層）から出土している。1は深鉢の口縁部から頚部の破

片，2は波状口緑を呈する深鉢のロ緑部片である。3は深鉢の口綾部から胴部の破片で，口緑部は隆帯により

文様を描出し，胴部はLRの単節縄文を地文として沈線による幅広の懸垂文間を磨り消している。4は深鉢の

口緑部片で，口緑部に連結する楕円区画文を描出し，区画文内にはRLの単節縄文を施している。5は深鉢の

口緑部から胴部の破片で，口緑部は隆帯で渦巻状の文様を描出し，胴部は洗練で逆Uの字状の懸垂文を施して

いる。口緑部はLRの単節縄文を横位に施し，胴部は縦位に施している。6は小波状口緑を呈する探鉢の口緑

部から胴部の破片で，波頂部直下に隆帯により渦巻文を施し，胴部はRLの単節縄文を地文として沈線による

懸垂文間を磨り消している。7は鉢の口緑部片で，口唇部は平坦で内外面ともに肥厚させている。口線部は隆

帯により文様を描出し，RLの単節縄文を施している。8～10は深鉢の胴部片で，沈線による懸垂文間を磨り

消している。8・9はRLの単節縄文を充填し，10はRLとLRの単節縄文による羽状縄文を充填している。

所見　本跡の時期は，主体となる出土遺物から縄文時代中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第2348号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第290図 深　　 鉢 A 〔43．0〕 ロ緑部から頚部の破片。ロ緑部は内撃する。口緑部には，隆帯により渦巻 石英 ・雲母 ・砂粒 P 34 0　 10％

1 縄文土器 B （10．5） 文と楕円区画文を結合 させて施 している。地文にはL R の単節縄文を施 し 橙色 覆土

ている。頚部は沈線文を巡らしている。 普通 加 曽利E Ⅲ式

2

深　　 鉢 B （9．3） 波状口緑を呈するロ緑部片。ロ縁部は外傾する。波頂部を起点に隆帯を垂 長石 ・砂粒 P 34 1　　 5％

縄文土器 下させ，文様 を描出している。 にぷい黄橙色

普通

覆土

加曽利E Ⅲ式
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第2351号土坑（第292図）

位置　調査区の北西部，D19dl区。

重複関係　本跡は第119号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長径1．32m，短径1．04mの楕円形で，深さは94cmである。

長径方向　N－300－E

壁　袋状を呈する。北東壁だけは，ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　8層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

3　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

4　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

／（か　旦22．8m

し

ミ‡去声
．‘′；‘

第292図　第2340・2351号土坑，第2351号土坑出土遺物実測図
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5　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量，焼土粒子微量，炭化物微量

6　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

7　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

8　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック微量，焼土粒子微量，炭化物微量

遺物　縄文土器片69点が覆土から出土している。1は深鉢の口縁部から胴部の破片で，覆土から出土してい

る。2は深鉢の口緑部片で，口唇部直下に交互刺突による連続コの字状文を巡らしている。口緑部にはキザミ

を有する隆帯により文様を描出し，隆帯に沿って半裁竹管による平行沈線文を施している。3は深鉢の口緑部

片で，沈線により文様を措出し，文様内に沿って爪形文を施している。

所見　本跡は，形状と出土遺物から縄文時代中期中葉（中峠式期）の袋状土坑と考えられる。

第2351号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第292図 深　　 鉢 A 〔28．7〕 口縁部から胴部の破片。胴部は直立 し，ロ緑部は外傾する。口緑部は 4 単 石英 ・長石 ・雲母 P 342　 10％

1
縄文土器 B （11．1） 位の小波状口緑を呈 し，波頂部に円孔を施 している。ロ緑部はキザ ミみを 暗赤褐色 覆土

有する隆帯で区画文を施 している。頚部は無文帯となる。胴部は隆帯を巡

らして区画 し，隆帯 と沈線により文様を描出している。

普通 中峠式併行

第2352号土坑（第293図）

位置　調査区の北西部，D18d9区。

重複関係　本跡は第2300・2308・2327号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　径2．40mのほぼ円形と推定され，深さは50cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

第293図　第2352号土坑・出土遣物実測図
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底　平坦である。粘土でつくられた柱状のものが，2か所で確認されている。

覆土　4層に分層され，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子微量，炭化物微量
2　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量，炭化物微量

3　暗褐色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量，炭化物微量

4　褐　色　　ローム粒子微量，ロームブロック少量

遺物　縄文土器片16点が覆土から出土している。1は深鉢の頸部片，2は深鉢の胴部片で，隆帯により文様を

措出し，隆帯に沿って沈線文を施している。3は深鉢の胴部片で，隆帯で区画文を措出し，区画文内に沿って

爪形文を施している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少量であるため明確でないが，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅳ式

期）と考えられる。
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表3　前田村遺跡G区縄文時代土坑一覧表

土　 坑

番　 号
位‘置 長径方向 平 面 形

規　　　 ‾模

壁面 底面 ピット 覆土 出　 土　 遺　 物 時　　 期 備　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

1898 G21j5 N －590－W 嘩　 円 ‘形 3．46 × 3．12 116 外傾 平坦 2 日野 深鉢，磨石 加曽利E Ⅱ式期 S I339より新

1901 G21e4 N －630－W 楕　 円　 形 2．50 × 2．32 62 外傾 平坦 2 自然 探鉢 加曽利E I式期

1904 G21C5 N －60－W 楕　 円　 形 11．42 × 1．08 ° 46 外傾 平坦 2 自然

1908 G21a9 － 円　　 形 1．02 × 1．02 68 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅱ式期

1909 F21 i7 N －110－E 楕　 円　 形 1．08 × 1．02 74 外傾 平坦 自然 S D 88より古

1910 G21C3 － 円　　 形 1．12 × 1．12 22 外傾 平坦 自疲

1911 G 21C2 N －160－W 楕　 円　 形 2．32 × 1．72 30 外傾 平坦 自然

1912 G 21b5 N －260－W 楕　 円　 形 1．48 × 1．34 68 外傾 平坦 自然

1913 G 21dl N －420－W 楕　 円　 形 2．22 × 1．92 84 袋状 平甲 4 自然

1914 F 21j9 N －850－W 楕　 円　 形 1．52 × 1．38 82 垂直 平坦 自然 S D 88より古

1915 G 20e8 N －350－W 楕　 円　 形 2．92 × 2．66 76 外傾 平坦 自然 探彿 加曽利E I式期

1916 G 21d3 N －770－W 不 整 円形 2．34 × 2．24 18 外傾 平坦 3 自然

1917A G 21cl N －770－E 楕　 円　 形 〔1．60 × 1．24〕 72 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E I式期 S K 1917B より新

1917B G 21cl N －670－W 楕　 円　 形 2．24 × 1．70 70 袋状 平坦 自然 S K 1917A より古

1919 G 20g8 N －240－E 円　　 形 1．58 × 1．48 14 外傾 平坦 1 自然

1920 F 21j5 － 不 整円 形 1．94 84 垂直 平坦 1 自然 探鉢 加曽利E I式期 S I348と重複

1921 F 21e4 N 一朗0－W 楕　 円　 形 1．74 × 1．36 64 外傾 平坦 自然

1922A F 21f4 N －610－W 楕　 円　 形 1．32 × 1．24 74 外傾 平坦 自然 SK 1922B より新

1922B F 21f4 N －520－W 楕　 円　 形 1．76 × 1．糾 34 外傾 平坦 自然 SK 1922A より古

1923 F 21e5 N －860－E 楕　 円　 形 2．68 × 1．92 70 垂直 平坦 自然

1924 F 21d9 N －440－E 不整楕円形 1．糾 × 1．14 56 外傾 平坦 目顔

1926 G 21a2 N ⊥280－W 不整楕円形 1．42 × 1．26 62 外傾 平坦 自然 SI366より新

1927 F 21e2 N －10－W 楕　 円　 形 1．18 × 1．02 嶺 外傾 平坦 自然 探鉢，浅鉢 阿王台Ⅳ式期 SI349と重複

1928 G 20 f7 N －170－W 楕　 円　 形 2．20 × 1．68 58 外傾 平坦 2 自然

1929 G 20e6 N －730－W 楕　 円　 形 2．16 × 1．94 72 外傾 平坦 自然

1930 G 20C8 N －530－E 楕　 円　 形 1．64 × 1．60 44 外傾 平坦 自然

1931 G20f4 N －780－W 楕　 円　 形 0．94 × 0．72 48 外傾 平坦 自然 SI361より新

1932 G20b9 N －700－W 惰　 円　 形 2．20 × 2．06 84 袋状 平坦 1 人為 探鉢 加曽利E I式期

1933 G20dO N －620－W 楕　 円　 形 1．26 × 1．14 64 外傾 平坦 人為

1934 G20b6 N T 860－W 楕　 円　 形 1．40 × 1．割 66 外傾 平坦 人為 深鉢 加曽利E Ⅱ式期

1936 G20el N －830－W 楕　 円　 形 2．20 × 1．94 50 外傾 平坦 人為

1937 G20b5 N －770－W 惰　 円　 形 2．60 × 2．24 98 袋状 平坦 2 人為 深鉢，浅鉢 中　 峠　 式　 期

1938 G19d7 N －630－W 楕　 円　 形 1．78 × 1．66 56 外債 平坦 1 人為

鉢，探鉢

深鉢

中　 峠　 式　 期

加曽利E Ⅱ式期

S D 93より古

1939 F 20i6 N －50－W 楕　 円　 形 2．76 × 2．44 56 外傾 平坦 3
人為

1940 G 20b6 N －650－W 惰　 円　 形 2．32 × 1．98 60 外傾 平坦 2 人為

1941 G 19C8 N －560－W 楕　 円　 形 2．16 × 1．50 70 外傾 平坦 人為

1942 G 19C8 N －230－E 楕　 円　 形 1．封 × 1．62 68 外傾 平坦 人為 S D 93より古

1944 G 19d8 N －600－－E 円　　 形 1．80 82 外傾 平坦 人為

1945 G 19d7 N －580－W 円　　 形 1．52 × 1．50 72 外傾 平坦 自然
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土　 坑

番　 号
位　 置 長径方向 ．平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 ピット 覆土 出　 土　 遺　 物 時　　 期 備　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

1946 F O a3 N －120－E 双　 円　 形 1．48 × 1．24 56 外傾 平坦 自然 S I364A と重複

1948 ・F21 j l N －110－E 楕　 円　 形 2．20 × 1．56 92 袋状 平坦 1 人為 探鉢 加曽利E I式期

1949 F．20 j4 N －720－W 楕　 円　 形 1．14 × 0．98 82 外傾 平坦 自然 S I364 B と重複

1950 G 19 C7 N －620－E 不 整 円形 2．06 × 1．96 24 外傾 平坦 自然 探鉢 中　 期　 式　 期 S I373 と重複

1951 F 21 j2 N －50－W 楕　 円　 形 1．88 × 1．68 74 袋状 平坦 自然 探鉢，磨石 加曽利E I式期

1952 G 19 b6 N －190－E 楕　 円　 形 1．96 × 1．6白 46 外傾 平坦 人為 探鉢，敲石 加曽利E I式瑚 S I 373と重複

1953 G 19 a6 N －680－W 楕　 円　 形 1．34 × 1．10 64 袋状 平坦 自然 S I374と重複

1954 G 19 a5 N －400－W ．精　 白　 形 1．82 × 1．36 84 袋状 平坦 自然 深鉢，敲石 阿 王 台 式 期 S I377と重複

1955 F 20 j4 N －680－W 長 楕 円形 1．封 ×0．88 30 外傾 平坦 自然 S I364 B と重複

1957 F 20 jO N －250－W 楕　 円　 形 1．90 × 1．64 80 外傾 平坦 自然 深鉢，浅鉢，＿磨石 加曽利E I式期

1959 F 18 fl N －520－W ．楕　 円　 形 1．46 ×0．94 8 夕準 平坦 自然

1960 G 19 b5 N －720－W 楕　 円　 形 3．00 ×2．64 40 外傾 平坦 自然 SI377と重複

1961 F 19 j4 N －480－W 楕＿円　 形 1．68 × 1．50 72 外傾 平坦 自然 探鉢，石棒 加曽利E Ⅱ式期

1962A F 18 j8 N －750－E 楕　 円　 形 〔1．50〕×1．32 72 袋状 平坦 自然

1962B F 18 i8 N －600－E 楕　 円　 形 〔1．50〕× 1．40 24 外傾 平坦 自然

1963 F 18 i9 N －320－W 楕　 円　 形 1．38 × 1．26 48 外傾 平坦 自然

1964 F 18 1jO N －480－E 楕　 円　 形 1．30 ×1．12 糾 袋状 平坦 自然

1965 F 18 iO N －74 0－W 楕　 円　 形 1．24 × 1．16． 38 外傾 平坦 自然 S D 95と重複

1966 G 18 b 7 N －120－W 楕　 円　 形 1．96 × 1．80 糾 袋状 平坦 自然

1967 G 18 b 5 N －76 0－E 楕　 円　 形 1．32 × 1．－16 22 外傾 平坦 眉然 S I379と重複

1968 G 18 C 6 N －240－E 円　　 形 1．80 × 1．80 26 外傾 平坦 自然

1969 A F 18 jO N －650－W 楕　 円　 形 〔1．40〕× 1．12 44 外傾 平坦 自然 探鉢 中　 峠　 式　 期 S K 1969B と重複

1969 B F 18 jO N －650－W 円　　 形 〔1．06〕× 1．04 44 外傾 平坦 自然 S K 1969A と重複

1970 F 18 j 5 N －860－W 楕　 円　 形 1．80 × 1．54 50 垂直 平坦 自然 探鉢 中　 略 式　 期 S I376と重複

1973 F 18 j4 N －490－E 楕　 円　 形 1．30 × 1．22 40 外傾 平坦 自然

1976 F 18 i l N －350－W 楕　 円　 形 1．30 ￥ 1．18 56 袋状 平坦 自然 土器片円盤 中　　　　 期

1977 F 18 dl N －560－W 惰　 円　 形 1．56 × 1．50 30 外傾 平坦 自然

1978 F 19 hl N －600－E 楕　 円　 形 1．30 × 1．20 60 垂直 平坦 自然 探鉢，‾磨製石斧 加曽利E Ⅲ式期

1979 F 19 h4 ．N －390－W ．長 楕 円形 1．96 ×0．90 32 外傾 平坦 自然

1980 F 19 i5 N －460－W 楕　 円　 形 2．00 × 1．68 48 垂直 平坦 自然

1981 F 18．f4 N －310－E 円　　 形 1．46 × 1．40 52 垂直 平坦 自然

1982 F 18 i8 N －100－E 楕　 円　 形 2．14 × 1．80 1．14 袋状 平坦 人為 探鉢，広口壷，磨石，耳飾り，石皿 加曽利E Ⅳ式期 SD 96獣 」魚骨

1984 F 18 i3 N －600－E 甲　　 形 0．98 ×0．96 28 外傾 平坦

1

自然

探鉢，土製片円盤，磨石

探鉢

加曽利E Ⅳ式期

加曽利E I式期

SI 389と重複1988 F 18 g 8 N －800－E 不整惰円形 1．84 ×1．14 弘 外傾 平坦 自然

1989 F 18 g 8 N －780－W 楕　 円　 形 1．80 ×1．50 74 外傾 平坦 人為 S I389と重複

1990 F 18 h 8 N －34 0－E 楕　 円　 形 0．96 ×－0．66 44 傾斜 平坦 自然

1991 F 18 h 7 N －520．－W 楕　 円　 形 1．20 × 1．14 110 垂草 皿状 自然

1992 F 18 h O N －770－W 楕　 円　 形 0．98 × 0．82 66 垂直 平坦 自然

1995 F 8 f5 N －480－W 円　　 形 0．86 × 0．糾 52 垂直 平坦 自然

1999 F 19 h O － 円　　 形 2．70 × 2．70 98 袋状 平坦 自然

200 1 F 20 iO N －200－W 楕　 円　 形 2．22 × 2．16‘ 88 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E I式期
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土　 坑

番　 号
位　 置 長径方向 平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 ピット 覆土 出　 土　 遣　 物 時　　 期 備　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

2002 F 18 h8 N －400－W 楕　 円　 形 2．08 × 1．70 86 外傾 平坦 1 自然
l

2003 F 19 j9 N －480－W 楕　 円　 形 1．58 × 1．02 80 外傾 平坦 1 自然 探鉢 ． 加曽利E ‡式期

2005 F 19 jO N －290－E 楕 ＿円　 形 ．〔1．00〕×0．86 28 外傾 平坦 自＿然 加曽利E Ⅱ式期 SK 2000A ・B より古

200ウ F 20g 9 N －720－W 楕　 円　 形 2．08 × 1．72 80 垂直 平坦 自然 探鉢 加曽利E I式期 SD lOOより古

2009 F 21 j2 N －320－E 楕　 円　 形 2．64 ×2．18 68 タ順 平坦 1 自然

2010 F 21 i2 N 一朗0－E 円　　 形 1．36 ×1．30 64 外傾．平坦 自然

2015 F 20g 7－N －4 0－E 楕　 円　 形 1．96 ×1．56 88 袋状 平坦 3 自然 加曽利E I式期

2016 F 20g 6 N －560ニW 楕　 円　 形 2．80 ×2．54 56 垂直 平坦 3 自然 加曽利E I式期

2024 F 20g 8 N －100－W 長楕 円形 4．44 × 3．14 68 外傾 平坦 自然 阿王台I b式期 SK 2025より古

2025 F 20 g 8 － 円　　 形 2．30 76 外傾 平坦 2 自然 探鉢，浅鉢，土器片円盤 加曽利E I式期 SK 2024より新

2026 G 19C 3 N －770－E 楕　 円　 形 1．72 × 1．36 46 垂直 平坦 1 自然 探鉢 中　 峠　 式　 期 S I378より古

2027 F 20 j8 － 円　　 形 2．00 60 袋状 平坦 自然 探鉢 阿王台 Ⅳ式期 S D 99と重複

2028 F 20 g 4 N －710－E 楕　 円　 形 0．90 × 0．82 12 外傾 平坦 目．然

2029 F 20 g 5 ．N －560－W 楕　 円　 形 0．96 × 0．78 20 外傾 平坦 自然

2030 F 20 g 5 N －810－E 楕　 円　 形 1．32 × 1．20 24 外傾 平坦 自然

203 1 F 20 f 5 N －20 0－E 楕　 円　 形 0．66 × 0．64 22 外傾 平坦 自然

2032 F 20 g 5 N －810－E 楕　 円　 形 1．48 × 1．22 24 外傾 平坦 自然

2033 F 20 g 2 N －740－E 楕　 円　 形 1．10 × 0．92 10 外傾 平坦 自軍

2034 F 20 a 6 N －220－W 楕　 円　 形 0．86 × 0．70 70 外傾 平坦 自然 堀 之 内 式 期

2035 F 19 g 5 N －810－E 楕　 円　 形 1．78 × 1．64 70 外傾 平坦 自然 深鉢 加曽利E Ⅱ式期

2036 F 20 d 5 N －50－E 楕　 円　 形 1．16 × 0．糾 64 ．外傾 平坦 自然

2037 F 20 d 6 － 円　　 形 1．16 72 外傾 平坦 ‘自然

2038 F 20 C 7 － 円　　 形 1．10 62 外傾 平坦 自然

2039 F 20 d7 N －560－E 楕　 円　 形 0：90 × 0．70 14 外傾 平坦 自然

2040 F 20 C6 N －70－E 惰　 円　 形 1．08 ×0．94 68 垂直 平坦 自然

2041 F 20 d6 N －430－E 楕　 円　 形 1．糾 × 1．04 72 垂直 平坦 自然

2042 F 20 f6 N －440－W 楕　 円　 形 2．14 × 1．92 64 垂直 平坦 自然

2043 F 20 f7 N －300－W 楕　 円　 形 2．00 × 1．80 60 垂直 平坦 自然 深鉢 加曽利E ‘I式期

2044 F 20 C6 N －410－W 不整楕円形 2．34 × 1．96 66 袋状 平坦 自然 深鉢，．磨石 加曽利E Ⅱ式期

2045 F 20 C6 N －430－E 不整楕円形 2．24 ×2．08 72 外傾 平坦 1 自然－深鉢 加曽利E I 式期

2046 F 19h 3 N 一一460－W 円　　 形 1．34 ×1．24 65 垂直 平坦 自然

2047 F 20 C4 N －780－W 惰　 円　 形 2．32 ×2．02 56 外傾 平坦 自然 深鉢 加曽利E I式期

2048 F 19 f6 N －3 0－W 楕　 円　 形 2．68 ×2．46 20 外傾 平坦 自然 探鉢，土製円盤 加曽利E Ⅱ式期

2049 F 19h 4 N －44 0－E 楕　 円　 形 1．40 ×1．20 50 垂直 平坦 自然

2050 F 20 e 4 N －700－E 楕　 円　 形 2．26 × 2．02 嶺 外傾．平坦 3 自然 探鉢

探鉢

探鉢，土器片円盤

l

加曽利E I式期－

中　 峠　 式　 期

阿王台Ⅳ式期

S K2075より新

2051 F 19 e 4 N －38 0－E 楕　 円　 形 2．34 × 1．70 62 外傾 平坦 自然

2052 F 18 fO N －50 0r w 楕　 円　 形 1．64 × 1．08 18 外傾 平坦 自然

2053 F 19 d 2 N －500－W 楕　 円　 形 1．46 × 1．40 46 外傾 平坦 自然

2054 F 19 e 5 N －750－E 楕　 円　 形 3．76 × 2」90 94 外傾 平坦 自然

2056 F 19 g 5 N －700－E 楕　 円　 形 1．36 × 1．32 60 外傾 平坦 臼．然

2057 F 19 g 9 N －280－W 楕　 円　 形 1．76 × 1．50 64 外傾 平坦 自然
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2058 F 19 e 8 N －400－E 不整楕円形 3．02 ×2．94 74 外傾 平坦 自然

2059 F 19 e 9 N －290－E 楕　 円　 形 2．54 ×2．40 76 外傾 平坦 自然 深鉢 加曽利E I式期

2060 F 19 d 2 N －320－E 楕　 円　 形 2．14 × 1．80 120 外傾 平坦 自然 探鉢，土器片円盤 加曽利E Ⅳ式期

2061 F 18 g o N －290－．E 楕　 円　 形 1．58 rX l．38 98 袋状 平坦 自然

2062 F 18 f 9 N －220－W 楕　 円　 形 1．46 × 1．14 76 袋状 平坦 自然

2063 F 18 g 9 N －250－W 楕　 円　 形 1．18 × 1．12 72 袋状 平坦 自然

2064 F 19 d2 N －160－E 楕　 円 r形 1．96 × 1．68 110 窄状 平坦 自然 探鉢 阿王台Ⅳ式期

2065 F 18 f 9 N －220－E 楕　 円　 形 1．16 × 1．16 56 外傾 平坦 自然

2066 F 18 e8 N －760－W 楕　 円　 形 1．34 × 1．08 62 袋状 平坦 自然

2067 F 18 e8 N －370－E 楕　 円　 形 1．34 × 1．18 38 外傾 平坦 自然

2068 A F 18 e8 N －300－W 楕　 円　 形 1．70 × 1．60 90 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期 S K 2068 B と重複

2068 B F 18 e8 N －140－W 楕　 円　 形 〔1．10〕× 1．08 34 外傾 平坦 自然 S K 2068 A と重複

2069 F 20 g5 N －190－W 不整楕円形 2．22 × 1．92 24 外傾 平坦 1 自然

2070 F 18 d占 N －650－W 楕　 円　 形 1．64 × 1．42 60 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期

2071 F 18 e7 N －650－W 楕　 円　 形 1．76 × 1．60 50 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期

2072 F 18 C9 N －380－W 楕　 円　 形 1．38 × 1．18 52 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期

2073 F 18 C8 － 円　　 形 2．80 82 袋状 平坦 自然

2075 F 19 g9 N －560－E 不整楕円形 〔1湖 〕× 1．08 114 袋状 平坦 自然 深鉢，石皿 中　　　　 期

2076 F 18 b9 N －400－E 楕　 円　 形 2．42 × 2．00 72 袋状 平坦 自然 深鉢，磨石 阿王台Ⅱ式期 S K2057より古

2078 F 18 b6 N －340－W 楕　 円　 形 3．96 ×3．18 94 外傾 平坦 2 自然 探鉢 阿王台Ⅳ式期

2079 F 18 C4 N －550－W 楕　 円　 形 〔1．58 × 1．38〕 52 袋準 平坦 自然 探鈍 土器片円盤，磨石 加曽利E Ⅲ式期

2080 F 18 C2 N －160－E 楕　 円　 形 1．50 × 1．36 40 外傾 平坦 自然 探鉢 中　　　　 期

2081 E 18 j5 N －390－E 惰　 円　 形 1．嶺 × 1．32 58 外傾 平坦 自然

2082 E 20 j7 N －嶺0－E 楕　 円　 形 1．04 ×0．86 34 外傾 平坦 自然

2083 F 18 C3 N －630－W 楕　 円　 形 1．30 × 1．12 50 外傾 平坦 自然

2084 F 18 C 4 N －670－W 楕　 円　 形 1．14 ×．0．96 44 外傾 平坦 自然

2085 F 18 C 2 N －450－E 〔円 形 〕 〔1．40 × 1．40〕 ，58 袋状 平坦 1 自然 探鉢 阿王台Ⅳ式期

2086 F 19 a 2 N －760－E 円　　 形 1．74 × 1．64 66 袋状 平坦 自然

2088 F 18 d 3 N －670－W 楕　 円　 形 1．42 × 1．30 34 外傾 平坦 自然 称名寺Ⅱ式期

2089 F 18 b 4 四一80 0－W 円　　 形 1．24 × 1．．14 ’38 外傾 平坦 自然 SI360と重複

2090 E 19 h4 － 円　　 形 1．36 86 袋状 平坦 自然 探鉢 加曽利E I式期

2091 E‾19 j3 N －230－E 円　　 形 2．44 × 2．00 28 外傾 平坦 自然

2092 E 9 i3 N －530－E 円　　 形 1．92 × 1．60 90 袋状 平坦 自然

2093 E 19 il － 円　　 形 1．78 76 袋状 平坦

1

自然 深鉢 中　 峠　 式　 期

2095 E 18 iO N －500－E 楕　 円　 形 1．36 × 1．24 40 垂直 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期

2096 E 18 go N －630－W 楕　 円　 形 3．16 × 2．封 12 外傾 平坦 1 自然

2097 E 19 d4 N －380－W 不整楕円形 2．20 × 1．86 14 外傾 平坦 3 自然

2098 E 18 j4 N －500－W 不整楕円形 1．64 × 1．30 34 外傾 傾斜 3

1

自然

2099 E 18 j4 N －360－E 不整楕円形 0．糾 × 0．74 46 ・ 外傾 平坦 自然

2100 E 18 i5 N －680－E 双‘円　 形 1．38 ×．1．10 50 外傾 平坦 自然

2101 E 18 i6 N －810－W 楕　 円　 形・ 1．66 × 1．34 封 外傾 平坦 自然
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2102 F 18 b7 N －520－W 楕　 円　 形 1．72 × 1．30 64 袋状 平坦 自然 S I39 1ピットと重複

2103 F 18 a7 N －780－W 楕　 円　 形 1．18 ×0．82 102 袋状 二段 自然

2104 F 19 b3 － 円　　 形 1．64 76 袋状 平坦 自然 深鉢 阿王台Ⅳ式期

21鵬 F 18 i6 N －300－E 楕　 円　 形 1．00 ×0．96 74 外傾 平坦 自然

2108 E 18 h7 N －610－W 精 一円　 形 1．34 × 1．14 52 外傾 平坦 自然 探鋒 称名 寺＿I 式期

2110 E 18 h8 N －700－W 楕　 円　 形 1．56 × 1．34 42 外傾 平坦 自然 探鉢 称名寺 I 式期

2111A F 18 a8 N －380－W 楕　 円　 形 〔2．10〕× 1．96 94 袋状 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅱ式期 SK 2111 B と重複

2111 B F‘18 a8 N －2 0－E 楕　 円　 形 〔2．30 × 1．40〕 96 外傾 平坦 自然 SK2111A ，SE 17と重複

2113 F 18 b4 N －420－E 楕　 円　 形 1．10 ×0．96 20 外傾 平坦 1 自然

2114 F 18 b4 N －370－E 楕＿　円　 形 0．78 ×0．70 66 垂直 平坦 自然

2118 F 18 eo N －520－W 不整楕円形 3．70 ×3．05 102 袋状 平坦 1 自然 深鉢 阿王台Ⅳ式期

2119 F 19 d5 N －160－E 楕　 円　 形 0．78 ×0．68 38 外傾 平坦 自然 中　 峠　 式　 期 S I392と重複

2120 F 19 f3 N －570－W 楕　 円　 形 1．46 × 1．32 14 外傾 平坦 自然

21写1 F 18 b8 N －830－E 楕　 円　 形 0．92 ×0．78 162 垂直 平坦 自然

字122 F 19 C4 N －730－E 楕　 円　 形 1．26 × 1．04 50 外傾 平坦 1 自然 S I392と重複

2123 F 19b 6 N －580－W 楕　 円　 形 1．26 × 1．14 64 外傾 平坦 自然

2124 E 18 g5 － 円　　 形 1．28 40 外傾 平坦 自然 探鉢 称名寺 I 式期

2125 F 19 a5 N －740－E 楕　 円　 形 1．68 × 1．44 58 外傾 平坦 自然

2126 E 18 f5 N －220－W 楕　 円　 形 2．00 × 1．90 132 垂直 平坦 自然 鉢，探鉢 堀之内 I 式期

2128 E 18 f8 N －780－E 不整楕円形 4．42 ×2．92 44 畢直 平坦 自然 深鉢 中　 峠　 式　 期 SE 19より古

2129 E 19 e3 － 円　　 形 1．44 102 袋状 平坦 自然 深鉢 阿王台Ⅳ式期

21？0 E 19 d3 N －130－W 楕　 円　 形 2．12 × 1．46 68 袋状 平坦 自然 探鉢 ・ 中　 峠　 式　 期

2131 E 19 f5 N －350－E 楕　 円　 形 1．08 ×0．94 58 外嘩 平坦 自然

2132 E 19 f4 N －150－W 楕　 円　 形 0．94 ×0．88 64 外傾 平坦 自然

2133 E 19 f4 N －6 0－E 楕　 円　 形 1．52 × 1．40 封 外傾 平坦 自然

2134 甲 9j5 N －510－E 楕　 円　 形 1．40 × 1．38 72 外傾 平坦 自然

2135 E 19 j5 N －600－E 楕　 円　 形 1．70 × 1．38 42 外傾 平坦 自然

2136 E 18 C8 N －410－W 楕　 円　 形 2．22 × 1．糾 46 外傾 平坦 自然

2137 E 18 fO N －180－W 円　 ，形 1．10 × 1．68 14 外傾 平坦 自然

2138 E 18・f9 N －760－－W 楕　 円　 形 0．82 ×0．74 14 外傾 平坦 自然

2139 E 18 eo N －700－W 楕　 円　 形 1．16 ×0．96 10 外傾 平坦 自然

2140 F 19b 9 N －630－E 楕　 円　 形 1．14 ×0．96 44 外傾 車坦 自然

2141 E 19C 3 N －130－W 楕　 円　 形 0．94 ×0．86 104 垂直 皿状 自然

2142 E 19 f8 N －650－E 不整楕円形 3．00 ×2．46 68 袋状 平坦 1 自然

2143 E 19 g 8 N －750－E 楕　 円　 形 1．42 ×1．30 78 袋状 平坦 自然 深鉢

探鉢

中　 峠　 式　 期

中　 峠　 式　 期

S D 90より古

2°144 E 19 h 6 N －620－W 楕　 円　 形 1．38 ×1．34 38 外傾 平坦 自然

214 5 F 19 a 5 N －280－W 楕　 円　 形 1．32 × 1．30 24 外傾 平坦 自然

2146 E 19 g 9 N －180－W 円　　 形 0．81 ×0．80 42 外傾 平坦 自然

214 7 E 19 e 5 N －78 0－E 楕　 円　 形 1．禍 × 1．60 72 袋状 平坦 白球

2148 E 20 io N －6 0－W 楕　 円　 形 1．32 × 1．14 66 袋状‾平坦 自然

2149 F 20 d O N －34 0－W 楕　 円　 形 1．29 × 1．16 60 袋準 平坦
自然
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2150 E 20 h l N －780－W 長 楕 円形 1．26 × 0．糾 44 外傾 平坦 自然

2152 E 19 go N －560－E 楕　 円　 形 0．76 × 0．70 36 外傾 平坦 自然

2153 F 18 d6 N －480－W 楕　 円　 形 1．16 × 1．04 98 袋状 平坦 自然 探鉢 中　 峠　 式　 期

2154 F 21 d7 N －560－W 楕　 円　 形 1．74 × 0．98 28 外傾 平坦 自然

2155 F 21 d6 － 円　　 形 1．34 26 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期

2156 E 21 j7 N －320－W 楕　 円　 形 2．28 × 1．72 32 外傾 平坦 自然

2157 E 20 f9 ・N －250－W 楕　 円　 形 1．14 × 0．92 22 外斜 皿状 自然 SI402と重複

2158 E 20 fO N －750－E 楕　 円　 形 0．80 ×0．70 16 外傾 平坦 自然 SI402と重複

2160 E 20 f6 N －620ニW 長楕 円 形 3．14 × 1．96 32 外傾 平坦 2 自然 探鉢，石棒 阿王台I b式期

2161 E 20 b 8 N －160－E 楕　 円　 形 1．24 × 1．．14 26 外傾 平坦 自然

2162 E 20 C 7 N －300－E 円　　 形 1．16 × 1．12 64 外傾 平坦 自然 中　峠　 式　 期

2163 E 20 e 5 N －500－W 楕　 円　 形 1．50 × 1．34 34 外傾 平坦 1 自然

2165 E 20 e4 N －870－E ・楕　 円　 形 1．76 × 1．34 40 外傾 平坦 自然

2166 E 20 h5 N －680－W 楕　 円　 形 1．08 × 0．84 32 外傾 平坦 自然

2167 E 20 g，3 ‘N －400－W 楕　 円　 形 1．74 × 1．嶺 18 外傾 平坦 1 自然

21甲 E 20 h3 N －480－W 楕　 円　 形 ．1．08 × 1．04 26 外傾 皿状 自然

2169 E 20 C9 N －280－E 楕　 円　 形 2．02 × 1．86 88 垂直 平坦 人為 探鉢 加曽利E Ⅳ式期 SD lllより新

2170 E 20 go N －440－W 楕　 円＿　形 0．84 × 0．74 24 外傾 皿状 人為

2171 E 21 el N －780－E 楕　 円　 形 0．90 × 0．糾 128 垂直 皿状 人為

2173 E 21 dl － 円　　 形 1．56 68 垂直 平坦 人為 探鉢 加曽利E Ⅳ式期 SD l12より新

2175 F 19 f5 N －580－E 円　　 形 1．08 × 1．06 44 外傾 平坦 人為

2177 G 19a o N －280－E 楕　 円　 形 －1．18 × 1．00 52 ・ 外傾 平坦 人為

2178 F 19g 9 N －230－W 楕　 円　 形 1．54 × 1．46 66 垂直 平坦 人為 探鉢 加曽利E Ⅱ式期

2179 F 19 h 6 N －420－E 楕　 円　 形 1．48 ×1．29 78 垂直 平坦 人為 探鉢 加曽利E Ⅳ式期

2180 F 19 h4 N －710－．E 楕　 円　 形 1．58 ×1．46 12 外傾 平坦 2 人為 深鉢 中 ．峠　 式．期

2181 F 19 i4 N －72 0－W 楕　 円　 形 1．98 × 1．54 52 外傾 車坦 人為

2182 F 19 i4 N －180－E 楕　 円　 形 1．70 × 1．66 52 外傾 平坦 人為 S I404と重複

2183 F 19 dl N ．－120－W 楕　 円　 形 1．70 × 1．10 30 外傾 平坦 1 人為 S I4 10と重複

2186 F 19 dl N －800－E 楕　 円　 形 〔1．60〕火 1．28 28 外傾 平坦 自然

2187 F 19 dl N －270－E 楕　 円　 形 1．40 × 1．38 60 外傾 平坦 自然

2190 E 20 a3 N －100－E 楕　 円　 形 1．08 × 0．96 42 外傾 叫犬 自然

2191 F 19 el N －660－W 円　　 形 1．18 × 1．30 44 外傾 平坦 自然

2194 E 20 fO N －920－W 円　　 形 1．40 × 1．30 78 外傾 平坦 自然 SI402と重複

2195 － F 18 g 9 N －530－E 楕　 円　 形 1．94 × 1．40 40 外傾 平坦 自然

2196 F 18 g 7 N －100－W 楕　 円　 形 1．40 × 1．20 68 外傾 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期

2197 F 18 f7 N －4 0－E 楕　 円　 形 0．96 × 0．86 54 外傾 平坦 自然

探鉢 加曽利E Ⅱ式期

S D 95と重複

2200 F 18 g7 N －520－W 円　　 形 1．52 × 1．44 46 外傾 平坦 自然

220 1 F 19 j6 N －480－W 楕　 円　 形 2．14 × 1．92 32 外傾 平坦 自然

2202 F 18 i5 N －520ニW 楕　 円　 形 1．70 × 1．60 94 外傾 平坦 自然

2204 F 18 e7 N －540－E 楕　 円　 形 1．72 × 1．56 拘 外傾 平坦 自然

2205 lF 18 f7 N －440－W 楕 ‾円　 形 1．00 × 0．80 ．20 外傾 平坦 自然
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土　 坑

番　 号
位　 置 長径方向 平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 ピット 覆土 出　 土　 遺　 物 時　　 期 備　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

2210 F 18 h 9 N －720－W 円　　 形 0．90 × 0．糾 56 外傾 平坦 自然

2211 E 20 a 2 N －700－E 不整楕円形 2．48 × 1．86 86 袋状 平坦 自然 探鉢 中‾峠　 式　 期

2213 F 18 f6 N －80－W 円　　 形 0．86 × 0．80 34 外傾 平坦 自然

2214 G 19 a3 N －640－W 楕　 円　 形 1．02 × 0．86 70 外傾 平坦 自然 S I381と重複

22 15 F 19 i4 N －840－W 長 楕 円形 2．08 × 1．64 60 垂直 平坦 人為 探鉢 中　 峠　 式　 期 、S I404より古

22 17 E 20 g l N －480－E 楕　 円　 形 1．74 × 1．52 38 外傾 平坦 自然

2218 E 20 b5 N －720－W 楕　 円　 形 1．16 × 0．92 28 外傾 平坦 自然

2220 E 19 d9 N －180－E 円　　 形 1．00 × 0．98 30 垂直 平坦 自然

2222 E 19 e8 N －300－E 円　　 形 0．94 × 0⊥糾 38 外傾 皿状 自然

2224 E 20 b3 N －170－E 楕　 円　 形 1．76 × 1．．38 84 外傾 平坦 自然

2225 E 20 a5 N －120－W 楕　 円　 形 1．70 × 1．58 28 外傾 平坦 自然 SK2229，SD l12と重複

2227 E 19 d 8 N －420－W 楕　 円　 形 1．44 × 1．36 拘 袋状 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅱ式期

2228 E 19 ao N －640－E 惰　 円　 形 1．86 × 1．72 68 袋状 平坦 自然 深鉢 中　 峠　 式　 期

2229 E 20 a5 － （楕 円形 ） （3．90）×　＿－ 36 垂直 平坦 自然 叩 2225，SD l12と重複

2230 D 19 jO N －680－W 楕　 円　 形 0．糾 ×0．76 66 袋状 平坦 自然 探鉢 加曽利E Ⅳ式期

2231 E 19 b9 N －760－E 円　　 形 1．56 × 1．46 78 袋状 平坦 自然 加曽利E Ⅳ式期

2232 E 20 bl N －700－E 惰　 円　 形 3．16 ×2．04 120 袋状 平坦 自然 探鉢 中 ．峠　 式　 期

2233 E 19 d9 N －740－E 楕　 円　 形 2．28 × 1．64 掲 外傾 平坦 人為 探鉢 中　 峠　 式　 期

2235 E 20 e3 N －820－E 楕　 円　 形 1．08 × 1．00 34 外傾 平坦 自然

2236 E 19 el N －200－E 惰　 円　 形 3．20 × 1．86 20 外傾 平坦 自然 S I386より古

2240 E 19 C 7 N －120－E 楕　 円　 形 1．76 × 1．60 56 外傾 平坦 自然

224 1 E 19 C 5 N －560－E 楕　 円　 形 〔1．70〕× 1．18 94 袋状 平坦 自然 S K 2335と重複

2242 E 19 C 6 N －320－E 楕　 円　 形 1．60 ．× 1．16 80 外傾 平坦 1 自然 S K 2243 ・2335と重複

2243 E 19 C 6 N －580－W 楕　 円　 形 〔1．60〕× 1．40 72 外傾 平坦 自然 探鉢 堀　 之　 内 I S K 2242 ・2335と重複

2244 E 19 b 6 N －70 0－W 円　　 形 0．88 × 0．86 44 垂直 平坦 自然

2245 E 19 b 5 N －32 0－W 楕　 円　 形 1．88 × 1．76 70 外傾 平坦 人為 探鈍 磨製石斧 阿王台 Ⅳ式期

2247 E 19 a 5 N －380－E 楕　 円　 形 1．20 × 1．04 30 外傾 平坦 人為

2248 E 19 a4 N －440－E ・楕　 円　 形 0．78 × 0．72 22 外傾 平坦 人為

2249 E 19 a5 N －110－E 楕　 円　 形 1．34 × 1．16 48 垂直 平坦 自然

2250 E 19 a6 N －720－W 楕　 円　 形 ・0．90 × 0．78 66 外傾 平坦 自然

2251 D 19 j7 N －740－E 楕　 円　 形 2．16 × 1．糾 58 袋状 平坦 人為 探鉢 中　 峠　 式　 期

2252 D 19 j5 N －630－E 不整楕円形 1．74 × 1．46 62 垂直 平坦 2 人為

2253 D 19 j5 N －460－W 楕　 円　 形 1．88 × 1．82 58 垂直 平坦 人為

2254 E 19 eo N －840－W 楕　 円　 形 1．10 × 1．00 30 緩斜 平坦 1

1

人為 探鉢

探鉢，浅鉢，敲石

探鉢

中　 峠 式‾期

中　峠　 式　 期

阿王台 Ⅳ式期

2255 E 19b 3 － 円　　 形 1．、08 130 外傾 平坦 人為

2256 E 19 C3 N －670－W 楕　円　 形 2．飢 × 1．76 82 袋状 平坦 自然

2257 E 18 C 8 N －200－W 円　　 形 1．02 ×0．98 24 垂直 平坦 1 自然

2258 E 18 C 7 N －780－E 楕　 円　 形 1．04 ×1．02 64 袋状 平坦 自然

2259 E 18 C 8 N －600－W 楕　 円　 形 0．80 ×0．76 18 垂直 平坦 人為

2260 E 18 C 8 N －470－W 楕　 円　 形 1．30 × 1．24 80 袋状 平坦 人為

2261 E 18 c o N －38 0－W 長楕 円形 1．20 × 0．禍 20 外傾 平坦 人為
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土　 坑

番　 号
位　 置 長径方向 平 面 形

規　　 ．模
壁面 底面 どらト 覆土 出　 土　 遺　 物 時　　 期 備　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

2263 E 19 e7 N －40－W 長楕 円形 1．04 × 0．78 封 外傾 平坦 人為

2264 E 19 e6 N －680－W 楕　 円　 形 1．60 × 1．34 18 外嘩 平坦 人為

2265 D 19 i4 N －：240－E 楕　 円　 形 1．26 × 1．20 由 外傾 平坦 人為 探鉢，磨製石斧，石皿 堀之内I 式期

2266 D 19 i4 N －630－E 楕　 円　 形 1．24 × 1．08 66 垂直 平坦 人為 探鉢 堀之内 I 式期

2267 D 19 j4 N －320－W 楕　 円　 形 1．48 × 1．32 86 袋状 平坦 人為

2268 E 18 a9 N －100－E 楕　 円　 形 1．00 × 0．84 60 垂直 平坦 人為

2269 D 19 j2 N －100－E 楕　 円　 形 2．00 × 1．74 48 緩斜 平坦 人為

2270 D 19 j3 N －680－W 楕　 円　 形 1．22 × 1．14 92 外傾 平坦 人為

2272 D 18 jO N －360－W 惰　 円　 形 1．20 × 1．02 10 外傾 平坦 人為
1

2273 D 18 i9 N －380－W 楕　 円　 形 0．98 ×0．92 16 垂直 平坦 人為

22円 D 19 j2 N －400－W 楕　 円　 形 2．06 ×〔1．60〕 72 袋状 平坦 人為 深鉢，浅鉢 中　 峠　 式　 期

2275 E 19b 2 － 円　　 形 1．20 94 外傾 平坦 人為
l

2276 E 18a 9 N －660－W 楕　 円　 形 1．糾 × 1．64 60 垂直 平坦 3 人為 深鉢，注口土器 加曽利E Ⅳ式期

2277 E 19C 2 N －660－E 不整楕円形 3．06 ×2．80 38 緩斜 平坦 4 人為

2278 A E 19a 2 N －800－W 不整楕円形 1．92 ×1．74 46 外傾 平坦 1 人為 探鉢 加曽利E Ⅱ式期 S K 2278 B ・C と重複

2278 B E 18 a 2 －
（楕円形） 〔1．50 ×1．30〕 36 緩斜 平甲 － S K 2278 A ・C と重複

2278 C E 18 a 2 － （不整楕円形） 〔1．20 ×1．20〕 48 緩斜 平坦 － S K 2278 A ・B と重複

2279 E 19 b2 N －520L E 楕　 円　 形 1．糾 × 1．32 32 外傾 平坦 1 人為

2280 D 18 j8 N －420－W 楕　 円　 形 1．46 × 1．30 106 垂直 平坦 1 人為 探鉢 加曽利E Ⅱ式期

12281 E 18 b8 N －60－W 不整楕円形 1．60 × 1．26 50 外傾 平坦 人為 S I389と重複

2282 E 18 b8 N －680－W 不整楕円形 2．20 × 1．52 ．40 外傾 平坦 1 人為 S I 389と重複

2283 D 18 iO N －400－E 楕　 円　 形 0．68 × 0．62 12 外傾 平坦 人為

2284 E 19 b3 N －160－W 楕　 円　 形 1．46 × 1．38 44 外傾 平坦 1 人為

2285 ．E 18 a8 N －260－W 楕　 円　 形 1．02 × 0．88 38 外傾 平甲 人為 S I389と重複

2288 D 18 j8 N －720－W 欄丸長方形） 2．18 × 60 外傾 平坦 人為
深遠

加曽利E I式期

2289 D 19 j4 N －180－W 長 楕 円形 1．48 ×．0．76 28 垂直 平坦 人為

2293 D 18 hO N －540－E 楕　 円　 形 1．02 ×0．76 20 緩斜 平坦 人為

2294 D 18h 9 N －480－E 楕　 円　 形 1．04 ×0．76 26 緩斜 皿状 人為

2295 D 18 f9 N －380－W 楕　 円　 形 0．77 ×0．68 24 緩斜 平坦 人為

2296 D 18g 9 N －660－W 楕　 円　 形 1．20 ×0．96 24 緩斜 平坦 人為

2297 D 18 f9 N －520－W 楕　 円　 形 0．86 ×0．72 坤 緩斜 皿状 人為

2298 D 18 f9 N －820－W 楕　 円　 形 1．26 × 1．20 ．34 外傾 平坦 自然

2299 D 19 g 2 N －680－W 円　　 形 1．24 ×1．22 封 外傾 平坦 自然．

2300 D 19 d．1 N －580－W 楕　 円　 形 1．34 × 1．30 56 外傾 平坦 自然 探鉢 堀之内 I 式期 SK 2352と重複

230 1 D 18 h O N －72 0－E 円　　 形 0．86 × 0．82 56 ・ 袋状 平坦 自然

2303 D 18 g 9 N 一禍0－E 精 一円　 形 2．00 × 1．46 44 袋状 平坦 自然

深鉢

深鉢

堀之内 I 式期

加曽利E I式期

S K 2305より新

S K 2327より古

2304 D 18 f 9 N －700－E 楕　 円　 形 1．44 × 1．28 152 垂直 平坦 人為

2305 D 18 f9 N －660－E 楕　 円　 形 1．98 × 1．80 94 袋状 平坦 自然

2306 D 18 e9 －
〔楕 円形〕 1．94 ×　 － 86 垂直 平坦 自然

2307 D 18 dO N －400－W 〔楕 円形〕 〔2．40〕× 1．餌

J
36 外傾 平坦 自然

2308 D 18 dO N －420－E 楕　 円　 形 1．20 × 0．糾 24 外傾 平坦 自然 S K2327より新
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番　 号
位　 置 長径方向 平 面 形

規　　　　 模
壁面 底面 ピット 覆土 出　 土　 遺　 物 時　　 期 備　　　 考

長径×短径（m ） 深さ（cm）

2309 D 19 eo N －200－W 円　　 形 0．68 × 0．66 76 袋状 平坦 自然 SI420と重複，SK2310より新

23 10 D 19 eo N －190－W 円　　 形 つ0．80〕× 0．74 36 外傾 平坦 自然 SI420と重複，SK2309よ帖

23 11 D 19 h3 N －710－E 楕　 円　 形 1．16 × 1．00 30 外傾 平坦 1 人為 探率 堀之内 I 式期

23 12A D 19 f l N －420－E 楕　 円　 形 1．24 × 0．98 56 外傾 平坦 1 人為

2312 B D 19 fl N －370－W 楕　 円　 形 〔1・40〕× 1・q2 34 外傾 平坦 人為

2313 D 19 h2 － 円　　 形 2．00 72 外傾 平坦 人為 探鉢 中　 峠　 式　 期

2315 D 19 i2 N －350－E 円　　 形 1．52 × 1．42 78 袋状 平坦 人為

2316 D 19 i3 N －2 0－W 円　　 形 2．16 × 1．88 7年 外傾 平坦 人為 深鉢，土器片円盤 中　 峠　 式　 期

2317 E 18 i3 N －700⊥W 円　　 形 1．40 ×0．92 74 袋状 平坦 人為

2318 D 19 h4 N －720－E 円　　 形 1．64 × 1．60 74 外傾 平坦 －

2319 D 19 h4 － 円　　 形 1．16 68 外傾 平坦 人為 探鉢 堀之内 I 式期 SK 2330と重複

2320 D 18 h9 N ＿700－W 円　　 形 1．50 × 1．14 58 外傾 平坦 人為 深鉢，敲石 加曽利E Ⅳ式期

2321 D 18 h8 〔N 一亜0－E〕 円　　 形 〔1．70 ×0．86〕 封 外傾 平坦 人為 探鉢 加曽利E I式期

2322 D 18 g9 N －8 0－W 円　　 形 1．飢　 × 1．12 56 外傾 平坦 1 r －

2323 D 19 el N －620－W 円　　 形 1．飢 ×0．94 110 垂直 平坦 － SK 2326と重複

2324A D 19 fl N －380－E 円　　 形 〔0．96〕×0．62 42 外傾 平由
－ 深鉢 堀之内 I 式期 SK 2324 B と重複

2324B D 19 fl N －140－E 不　 整　 形 〔2．40〕×字．02 44 外傾 平坦 －
SK 2324 A と重複

2326 D 19 el N －240－E 楕　 円　 形 1．80 × 1．48 48 袋状 平坦 2 －
SK 2323と重複

2327 D 18 dO N －500－W 楕　 円　 形 2．24 × 1．糾 106 袋状 平坦 31 － 探鉢 加曽利E I 式期 SK 2307 ・2308と重複

2328 D 18 g8 N －780－W 楕　 円　 形 2．04 × 1．40 66 袋状 平坦 1 自然 SK 2332と重複

2329 D 19h 4 N －200－E 楕　 円　 形 2．22 × 1．26 50． 外傾 平坦 1 自然 SD 118と重複

2330 D 19h 4 N －300－E 不　 整　 形 1．68 × 1．48 66 外傾 平坦 2 自然 蓋，ミニわア土器，土器片円盤 堀之内 Ⅱ式期 SK2319，SD 118と重複

2331 D 19h 4 N －470－W 楕　 円　 形 1．06 ×0．98 130 袋状 平坦 自然 深鉢 堀之内 I 式期

2332 D 18 g 8 －
楕　 円　 形 〔1湖 × 1．26〕 28 緩斜 平坦 自然

2333 D 19 f3 N －420－W 楕　 円　 形 1．74 × 1．68 72 外傾 平坦 自然

2334 D 19 f3 N －120－W 楕　 円　 形 3．02 × 2．44 26 外廟 平坦 4 自然 探鉢 堀之内 I 式期

2335 E 19 C6 N －760－W 楕　 円　 形 〔3．60 × 3．40〕 30 外傾 平坦 自然

2336 D 19 f3 N －720－E 楕　 円．形 1．00 × 0．90 80 袋状 平坦 自然

2337 D 19 f3 N －320－W 円．　 形 1．封 62 外傾 平坦 自然 深鉢，磨石 中 一　　　 期

2338 D 19 d 2 N －560－W l 楕　 円　 形 ・1．96 × 1．72 66 外傾 平坦 自然 深鉢，ミニチュア土器 堀之内I 式期

2340 D 19 d l N －380－W 楕　 円　 形 1．42 × 1．26 10年 外傾 平坦 自然 深鉢 中　 峠　 式　 期 S K 2351と重複

2343 F 18 e 9 N －880－E 楕　 円　 形 1．88 × 1．60 60 外傾 平坦 自然

2344 D i9 g 4 N －150－W 楕　 円　 形 1．20 × 1．10 1封 外傾 平坦

3

2

自然

探鉢

探鉢

加曽利E Ⅲ式期

阿王台 Ⅳ式期

SDl17，SK 2340と重複

2348 D 19 i6 N －42 0－E 楕　 円　 形 3．40 × 2．94 98 外傾 平坦 自然

2349 D 19 i7 N －83 0－W 楕　 円　 形 1．14 × 0．88 22 外傾 平坦 自然

2350 D 19 i8 N －480－W 楕　 円　 形 1．封 × 1．38 別 外傾 平坦 自然

2351 D 19 d l N －300－E 楕　 円　 形 1．32 × 1．04 94 袋状 平坦 自然

2352 D l寧d9 － 円　　 形 〔2．40〕 50 外傾 平坦 自然 SK23（氾・刀08・刀27と重複
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（3）土器埋設遺構

G区では，縄文時代の土器埋設遺構1基を調査した。土器埋設遺構は土器埋設炉と近似するが，単独で存在

し，埋設土器に火を使用した痕跡がないことから区別した。

第1号土器埋設遺構（第316図）

位置　調査区の北部，E19j9区。

掘り方の規模と平面形　径35cmのほぼ円形で，深さ24cmである。

覆土　2層に分層される。第2層は掘り方の覆土である。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子中量

2　褐　色　　ローム粒子多量

遺物　埋設土器1点が出土している。1は口緑部及び底部を欠損する深鉢で，正位の状態で埋設している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から縄文時代中期前葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

七j9　　　　　（か．
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ヂ、、誓′
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㌢
！ら

0　　　　　　　　　　　　　　　1m」
第316図　第1号土器埋設遺構・出土遺物実測図

第1号土器埋設遺構出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

第316図 探　　鉢B（‾12．3）口緑部及び底部欠損。胴部はほほ直立し，口緑部は外傾する。隆帯により石英・長石・砂粒P367　20％

1 縄文土器 文様を描出し，隆帯に沿って爪形文と沈線文を施している。 灰褐色

普通

埋設土器

阿王台Ⅲ式
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2　平安時代の遺構と遺物

G区では，平安時代の土坑1基を調査した。以下，調査した遺構と遺物について記載する。

（1）土坑

第1983号土坑（第317図）

位置　調査区の南西部，F18h8区。

重複関係　本跡は第94号溝に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　南北1．40mで，隅丸方形と推定される。深さは20cmである。

壁　外傾して立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

遣物　和鏡1点，短刀片1点が，北西壁際の覆土下層から出土している。1は，青銅鋳製の水草飛鳥鏡であ

る。緑は直角式中緑の細線で，圏は細線単圏である。紐は，菊座の花芯形態を呈する。図柄は紐を中心に配置

し，圏線外にも及んでいる。地文は渡文で，水草文と飛鳥文が主鋳文である02は短刀の柄部で，腐食が著し

い。関は両関で，ほぼ直角に切り込まれる。茎は尻側半分が欠損し，関部より2．3cmの位置に目釘孔の痕跡が

認められる。

所見　本跡は，和鏡と短刀を副葬した土坑墓と考えられる。時期は，出土遺物から平安時代（11世紀末～12世

紀初頭）と考えられる。

笠」

0　　　1m

」⊥＿＿＿」

第317区l　第1983号土坑・出土遺物実測図

第1983号土坑出土遺物観察表

「‾‾　「ト⊥・＿、

C

J‾‾丁‾‾．

0　　　　　　　　　　　　　　5cm

I　　　ト－ーt－　」

図版番号 器　　 種

計　 測　 値 （cm） 重　量

（g）
材　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長　 さ 帽 厚　 さ

第317図　 1 和　　 鏡 10．2 10．2 0．1 70 青　銅 M 2　覆土下層

2 短　　 刀 （5．の 2．7 0．6 （27） 鉄 M l　覆土下層
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3　中・近世の遺構と遺物

G区では，中・近世の掘立柱建物跡3棟，方形竪穴状遺構3基，地下式場1基，井戸8基，土坑25基，溝34

条を調査した。以下，調査した遺構と遺物について記載していくことにする。

（1）　掘立柱建物跡

G区の南西部，F18区付近に多数のピット群を確認した。この付近は縄文時代の遺構が密集して分布してお

り，耕作等による撹乱が認められる。調査と整理の結果，3棟の掘立柱建物跡を確認したが，建物跡として確

認できなかったピットが多数あり，残存状況が良好ならば3棟以外にも建物跡が存在していた可能性がある。

第1号掘立柱建物跡（第318図）

位置　調査区の南西部，F18j9区。本跡の北東側には，第2号掘立柱建物跡が本跡に直交して配置されてい

る。本跡の棟通りと第2号掘立柱建物跡の妻柱列がほぼ揃い，近接している。

規模　身舎は，梁行1間，桁行3間の建物跡で，梁行4．16m，桁行7．08mである。北・東・南側の三面に庇が

付き，北・南側の庇は桁から96～124cmの位置に，東側の庇は梁から120～126cmの位置に掘り込まれる。身合

の面積は，29．5I正である。柱間寸法は，梁行は4．16mと長く，桁行は2．30～2．44mである。柱穴の掘り方は，

長径28～45cm，短径24～41cmの円形で，深さ11～43cmである。柱痕はすべでの柱穴で確認され，径8～28cmで

ある。

桁行方向　N－560－W

覆土　第1層が柱痕で，第2層が掘り方の覆土である。

土層解説

1　黒褐色　　ローム粒子少量

2　黒褐色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

所見　本跡は，三両庇付きの建物跡である。時期は出土遺物がないため不明であるが，遺物が出土している第

3号掘立柱建物跡と桁行方向が一致することから，中世前期と考えられる。

第2号掘立柱建物跡（第319図）

位置　調査区の南西部，F18i8区。本跡の南東側には，第1号掘立柱建物跡が本跡に直交して配置されてい

る。

規模　梁行3間，桁行4間の建物跡で，梁行4．50m，桁行6．72mである。面積は，30．2I正である。北西コーナ

ー部の柱穴は確認できなかった。P14～P16は桁行方向と同一軸線上に，P17はP6とP13との軸線上に，P18は

P7とP12の軸線上に配置されていることから，束柱穴と考えられる。梁行の柱間寸法は，北列で西から0．98＋

1．94＋1．40m，南列で西から1．14＋1．88＋1．50mで，中央部の柱間が長い。桁行の柱間寸法は1．60～1．80mで

ある。柱穴の掘り方は，長径18～30cm，短径16～30cmの円形で，深さ2～39cmである。柱痕は，P2～P4，P6

・P15～P17で確認され，径8～28cmである。

桁行方向　N－550－E

所見　本跡の時期は出土遺物がないため不明であるが，第1号掘立柱建物跡と隣接し桁行方向が直交すること

から，中世前期と考えられる。
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第318図　第1号掘立柱建物跡実測図
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第320図　第3号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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柄行方向　N－・540－一W

－：－　　　　′　′′・　　　　′　　　′　ノ　ー　　ノ．ノ′）　　　　′　一　　　、．・′

′・、　ノ　　　バ　　　　　′川　　　　　、　＿　　　　．　！て∴・．、′・

窮選考擁立櫨建物跡出藍遺物観察蔑

図版番号 器　　 種 計測植付雨 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手　 法　　 の　　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

第3鐸図 小　　 皿 Å　　 8．6 丸底。ロ緒部は外増 して立ち上がる。 目線部内 ・外面ナナ∴ 長石 ・砂粒 P 封よ　 P L 3 3

l 土師質土器 古　 1．7 にぷい橙色

普通

95％

嚢　　前田射遺跡窃匿掘羞櫨建物跡…覧湊

掘‾‾豆柱 。m鵠 誓梁慧間 桁慧間 柱　　　　穴建物跡　位　置　桁行方向
番　号

欄形招（。m極 。m擁 。m） 備　 考

i 恒腑区域牒 墜中潮朋車項　 逢瀾　区灘掴 畢生断機匝輔車ト軒酢乗欄周紗示
2　恒腑序茂男 抽中潮服車項 臓骨中齢Ⅷ 礪 恒相中欄匪魂
3　恒鍼匪溜欄 墜中潮捌車項 摘帯締瀞欄 閥 極朝顔欄匪凍

ノ　　ノ　三　′′′、・・

′一　　　　　三ど′′　′　1　′・・　′　　′　　　　　　　　　′ノ　J′　′．′　′′：・ノ′　ノ′：　　　　一　　　　　ノ

、す　　　　　　　　　　　　　　′　　　・′　J′　　′

，ノ’′く′バ‥　　′　　　　　　く　　ノ．′1　　．　ノ，、　－・ノ＼∴　　′　二．

‘‾‾、　　ニ　ー　′、、‥甘言・ナ　　　　ノ　　ノ′　ノ・　　　　′．

童軸方向　N－480－E

・　ノ　ごノ′・　　′′　′し∴　一　　′　ノ　・∴′ノ

′l　　′ノ，　．′　ノ　　′　∴　　′．′　′　　　・

′．′　　′　し、日．・ノ．　．’　　てく′、・工　∴・　′：　　∴一．′（、′，′′ノ　　′．　ヘノ　　ー　　．、′

主柱穴と考えられる。

・－′．　‥′．　　　　　　ノノ＼　　　　ノ‥　′ノ′／．

土居解説

1暗褐色　　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中鼠　焼再立了中量，焼土中ブ日ソク少量，炭化物少量

2　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量，焼U粒子微鼠　炭化物少量

3　明褐色　　ローム粒子多量，炭化物微量

所農　本跡の時期は　出土遺物がないため明確でないがタ　遺構の形態と覆土が中世の遺構と類似することから

中世と考えられる。
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第1号方形竪穴状遺構

⑥
旦＿22．2m

・．－．－　・

第321図　第1～3号方形竪穴状遺構実測図

第2号方形竪穴状遺構

第3号方形竪穴状遺構

0　　　　　　　　　　　　　　2m」

第2号方形竪穴状遺構〔SK2014〕（第321図）

位置　調査区の南西部，F17eo区。

重複関係　第2019号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長軸1．78m，短軸1．70mで，隅丸方形である。

主軸方向　N－460－E

壁　壁高は66cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦であり，わずかに踏み固められている。南コーナー部付近に，長径86cm，短径60cmの不整楕円形で，

深さ6cmのくぼみがあり，その底面に灰層である第9層が堆積している。

出入り口　南西壁の南西コーナー側の位置に，通路状の掘り込みが南西に向かって突出している。底面はわず

かに踏み固められている。規模は，長さ60cm，幅52cmである。

ピット　2か所。PlとP2は，ほぼ主軸線上に位置し，壁外に突出している。Plは，長径34cm，短径26cmの不

整円形で，深さ98cmである。P2は，径34cmの不整円形で，深さ100cmである。PlとP2は，規模と位置から主
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柱穴と考えられるL‥、

′′　　　　　　　′　　　　　　　・・　′

土層解説

ヱ　灰褐色

2　二褐灰色

3　灰褐色

11　陽吠色

5　灰褐色

6　灰褐色

7　灰褐色

呂　灰褐色

9　黒褐色

ローム粒子多量芦　ロームかブロック中量㍉　ロームプロッタ少量

tトー∴樟守一鋸－‡；∴　しトム小ブリ、ソク少蔓

「ト一月二！つ’一多量∴「トーム小ブ「「！ク少量

しトー∴小ブLJ、、ノク少昌一；二

しトー∴粒r多憲∴　しトム小ブロック多量

ローム粒子多量

tトー∴粒守・多：‡；∴　tトームブしブック少量

LJ・一ム粒J’一針㌫　しトー∴ブ＝㌧′ク中量

灰多量多　炭化物多量

所農　本跡の時期は　出土遺物がな齢ため明確でな浴が　遺構の形態と覆土が中世の遺構と類似することから

中世と考えられる。〕

一　　　　　　　　　　　　　　　、

′

親機藍学薗形　廃軸2。粥m　短軸の開椚撒で　隅丸方形である。

童車癖方向　N－3‘・呈Cr一一E

壁　壁高は18cmで，外傾して立ち上がるこ，

床　平粗であり，踏み固められている。、

鰹ッ睦　　か所。㌘漣㌘満載　ほぼ主軸線上に位置している。㌘昌弟　長径墟m　短径爛cmの楕閤形で　深さ

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

で言采さ10C王1二である。〕

′　・：

土層解説

1　褐　色　　U－ム粒子微量
2　褐　色　　L7－－ムプロ・ソク中；一妄一呈：

：3　暗褐色　　tトーム粒」ナ・鋸－L　ロームゾtl「′一一ク中量

Ii　暗褐色　　しトーム粒J’・考昌1－；∴　tトームブ＝！！ク少最

新農　本跡の時期は　出土遺物がないため明確でないが　遺構の形態と覆土の状況から中世と考えられる。

嚢　　前摺尉遺跡窃匿車煙霧形竪究状遺構…覧蔑

姉 置巨齢向 平面再 議㌶潮 床面主柱雲澤ッ警…Å潮 出土遺物時期　 備　 考

‖畔凍湖鵠 隅丸長方形恒郎X のほい頼坦巨 i i i然i　 相棒西側凋餐区域外
‖相中湖鵠 隅丸方形恒 ×潤い項平坦い　　 い　 人為i　 唖不整雛形のぼみに灰が堆積
3　恒腑匪磁現 納骨可蟻川摘 「可鞭1 2　恒　「つ緋り＋ 巨叫
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（3）土坑

G区では，土坑を25基調査した。これらの土坑から遺物は出土していないが，覆土の状況が掘立柱建物跡や

方形竪穴状遺構と近似するため，中世の土坑として記載する。土坑は，残存状況が良好な第2077号土坑につい

て解説を加え，他は図と一覧表で掲載する。′’

第2077号土坑（第323図）

位置　調査区の南西部，F18e4区。

重複関係　第23号井戸に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸2．98m，短軸1．28mの隅丸長方形で，深さは78cmである。

主軸方向　N－230－E

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，人為堆積と考えられる。　　一

土層解説

1暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　黒褐色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量

3　黒褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量
′

所見　本跡の時期は，第23号井戸に掘り込まれていることと覆土の状況から中世と考えられる。

表6　前田村遺跡G区中世土坑一覧表

土　 坑
番　 号

位　 置 長軸方向 平　 面　 形
規　　　　　 模

壁画 底面 覆土 出 ＿土 遺　 物
備　　　　　 考
（重 複 関 係 ）

長軸×短軌（m ） 深 さ（on）．

1975 F 18 b l N －660－W 隅 丸 長 方 形 （2．18）× 1．60
′1

40 外傾 平坦 －
S b 98より古

1986 F 18 f4 N －510－W 隅 丸 長 方 形 I2．28　× 1．34 66 外傾 平坦 －

1994 F 18 g3 N －520－W 隅 丸 長 方 形 2．52　× 1．80 28 外傾 平坦 人為

1997 F 18 g2 N －520－W 不整隅丸長方形 1．70　× 1．16 14 外傾 平坦 －

1白98 F 18 g3 N －530－W 隅 丸 長 方 形 2．04 ×（0．52） 24 外傾 平坦 －

2000A F 19 iO N －320－E 隅 丸 長 方 形 1．34　× 1．10 70 外傾 平坦 －

2000B F 19 iO N －220－E 隅 丸 長 方 形 1．24 ×〔1．08〕 60 外傾 平坦 －

2004 F 18 f4 N －530－W 隅 丸 長 方 形 1．74 ×〔1．04〕 12 外傾 平坦 －

2008 F 21 il N －840－W 楕　　 円　　 形 1▲08　×　0．98 40 垂直．平坦 人為

2012 F 17 f9 N －500－E 隅 丸 長 方 形 1．56　×　0．88 6 外傾 平坦 人為 SK 2020より新

2013 F 17 fO N －450－W 隅　 丸　 方　 形 1．44　× 1．38 32 外傾 平坦 人為 SK 2022A より古

2017A F 17g o N －250－E 長　 楕　 円　 形 〔1．誕〕× 1．02 12 外傾 平坦 － SK 2018より古

2017 B F 17g o N －450－E 〔隅丸長 方形〕 （0．86）×（0．20） 12 外傾 平坦 ‘人為
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（4）地下式墳

第24号地下式境〔SK1985〕（第325図）

位置　調査区の南西部，F18g3区。
＼

主軸方向　N－220－E

竪坑　確認面における平面形は，長径1．16m，短径0．92mの楕円形で，深さは1．02mである。底面は，長径

0．78m，短径0．68mの楕円形で，主室へ向かって深くなるスロープ状となる。竪坑と主室の間は天井が残存し

ている。

主室　底面は，東西2．02m，南北1．86mの隅丸方形で，確認面からの深さは1・38mである。

壁　ほぼ垂直に立ち上がる。

覆土　竪坑は8層に分層される。主室は10層に分層され，9・10層は天井の崩落土と考えられる。

竪坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化物少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，炭化物微量

3　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック多量

4　褐　　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

5　褐　　色　　ローム小ブロック多量

6　褐　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック中量，炭化物微量

7　にぷい褐色　　ロームブロック中量

8　褐　　色　　ローム小ブロック多量，焼土粒子微量，炭化物微量

ヾ・l／　⑥

第325図　第24号地下式境実測図
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主室土層解説
且　褐　色

2　褐　色

3　褐　色

4　褐　色

5　暗褐色

（う　褐　色

丁　褐　色

8　褐　色

H一一∴粒J’一多量，U－ムブLJ・ソク少：‡呈：

しゴー∴ム粒J’・多【圭呈∴　して－ム大ブし「ソク少量

ローム粒子多量

ロームブロック多量∴　焼日章イー少量．炭化物少量

ロームブロック少還

tlトームゾU！ノク少；－；：

しトーム大プロ・ソク少：Il呈：

U－1一ムブU！ノク中；寺‡二

t）　褐　色　　Lトーム大ブロック中量

＿1（〕褐　色　　しコーム大ブロック多量

遺物　混入した縄文土器片が出土している。

′　、　　　　　′　　ノ　　′　　　　　　　　　ノ　　　　　　′

摘　井炉

－　ノ　　　　　　　　′　，－　　ノ　　　　　′　、．′　ノ、二　．　　　！　　　　　・、．．・′　　ノCノ　ー∴　′一、

ノ　　　　　　　　　′、　　　　　　　　　　　　∴′′　ノ．′　－・∴、　　　　言′．／　′′　′　　′・′

から解説を加え，他は…l一覧表で記載する。

ノ　　・・　　　／

′　′　　′　　　　　　　　　ご

′′　、　　　　ノ　　　　　ー、　　　ノニ　　　　　　　　′　　　′′．．′：　′　′　　∴　ノ　、　′　、　，、、・′、′

′　′　ノ　　　　　　　′　　′′・′　　　　　　．・　　　　　　′一　′J′ノ　　　　　　　′

長径方向　N－72〇一一W

覆丑　上層は5層に分層したが∴下層は馬骨の調査のため記録していない。馬の全身骨が検出された状況か

′　一　　　　ノ　　　′　二．

土層解説

1　褐　色　　ローーム粒子多量，ロームブtコック少量

2　褐　色　　しブーム粒j∴少量，U一・一ムプロ、ソク少量

：う　暗褐色　　しブ一一ム粒召敬量，ロー－r－ム小ブlJ∵／ク多芸吏葺：

41　褐　色　　しブーム粒J’・多量，ロームプロ、ノク微量

5　暗褐色　　ローーム粒J’一中量

．告ノ′／′　　　　　　′　　、　√′、′‾　　ノ　ー　　　′！ご：：一∵　′　′．＼㍉、　ノニ　′、′＼：∴　一　、　′′）

二、．′　′　．二ノ′′　　　　′′　、・′、　　′′ノ′′

．／－　　　　∴　′ノ′　　　　’．　．　　L t′ノl弓′、′　　1∴畑′、′．ニ；ノ∴　ご．∴、ハ′　′′

′、∵　一一　．　　　　　′ノ／′　′　ノ
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第326図　第27号井戸実測図

表7　前田村遺跡G区中世井戸一覧表

井戸

番号
位　 置 長 径方向 平 面 形

規　　　　　 模
形状 ピッ ト 覆土 出 土 遺 物 時　 期 備　　　　 考

長径 ×短径 （m ） 深 さ（0m）

21 F 18 d 5 N －62 0－W 楕 円 形 2．14　× 1．60 17 2 漏斗状 1 自然 中　 世

22 E 18 j 8 N －63 0－W 楕 円 形 2．46　×　2 ．08 26 4 漏斗状 3 自然 中　 世

23 F 18 e 4 N －48 0 －W 楕 円 形 1．94　× 1．52 22 2 漏斗状 1 自然 中　 世 S K 2 07 7よ り新

24 E 18 e 9 N －26 0 －E 楕 円 形 2．5生　× 1．82 26 0 漏斗状 － 自然 中　 世 南側 にテ ラスあ り

25 E 18 C 7 － 円　　 形 1．38　× 1．32 19 5 漏斗状 1 自然 中　 世 西側 にテ ラスあ り

26 E 18 b O N －73 0－ E 楕 円 形 1．84　× 1．50 18 5 漏斗状 －
自然 中　 世

27 D 19 g 2 N －72。－W 楕 円 形 1．50　× 1．16 19 0 漏斗状 1 人為 馬 の全 身骨 中　 世

28 D 19 f 2 － 円　　 形 1．封　 × 1．48 192 漏斗状 － 自然 中　 世
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第327図　第21～23号井戸実測図
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（6）溝

G区では，溝34条を調査した。溝からの出土遺物は，混入した縄文土器が大多数であるが，第107・111号溝

からは溝に伴うと考えられる中・近世の遺物が出土している。第107・111号溝については解説を加え，他は一

覧表で記載する。

第107号溝（第329・331図・付図1）

位置　調査区の北東部，F20区。

長軸方向　N－80－E

規模と平面形　直線状で，長さ46．0m，幅1．40～2．20m，深さ0．24～0．32mである。

壁　外傾して立ち上がり，断面形はU字状を呈する。

底　平坦である。

覆土　4層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　暗褐色　　ローム粒子微量，ロームブロック微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロームブロック微量
3　褐　色　　ローム粒子中量，ロームブロック中量

4　褐　色　　ローム粒子多量，ロームブロック中量

遺物　縄文土器片82点，土師質土器の小皿1点が出土している。第329図1が本跡の遺物である。1は土師質

土器の小皿で，覆土から出土している。縄文土器片は混入したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から中世前期と考えられる。

第111号溝（第329・331図・付図1）

位置　調査区の北東部，E20区。

長軸方向　N－240－W

規模と平面形　直線状で，長さ19．0m，幅0．80m，深さ0．20mである。

壁　外傾して立ち上がり，断面形はU字状を呈する。

底　平坦である。

覆土　3層に分層され，自然堆積である。

土層解説

1　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック少量

2　褐　色　　ローム粒子少量，ロームブロック中量

3　暗褐色　　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片70点，陶器の措鉢片3点が出土している。第329図2・3が本跡の遺物である。2は瀬戸鉄

粕措鉢の底部から胴部の破片，3は瀬戸鉄粕措鉢の口緑部片で，覆土から出土している。2は底部に糸切り痕

を残している。縄文土器片は混入したものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から近世（18世紀前葉）と考えられる。

ー378－
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第329園　第107・111号溝出土造物実測図

第107号溝出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト一・一－・t　－」

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 話　　 形　　 の　　 特　　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

第329図 小　　 皿 A　　7．9 丸底。ロ緑部は外傾して立ち上がる。 口緑部内・外面ナデ。 砂粒 P344　　PL33

1 土師質土器 B　　2．0 にぷい橙色

普通

60％

第111号溝出土遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計 測値 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

第32 9図 措　　 鉢 B （7．1） 胴部 は外傾 して立 ち上 が る。 底面 に糸切 り痕 が残 る。鉄袖 。 にぷ い黄橙 色 P 3 45　　 P L 3 3

2 陶　　 器 C 〔13．4〕 暗褐 色

良好

20％

瀬戸 ・美濃 系

表8　前田村遺跡G区中・近世溝一覧表

溝

番号
位　 置 長軸方向

規　　　　　 模 （m ）
平面形 断面形 底 覆土 出土遺物 時期 備　　　 考

長　　 さ 幅 深　　 さ

87 H 22 N － 4 。一W 7．1 0．4 2～0．74 0．08～0．46 直線状 U 字形 平坦 自然

88 G 2 1 － 4 3．2 0．54～1．70 0．14～1．70 L 字状 U 字形 平坦 自然 S K 190 9 ・19 14 より新

90 E 20 N －220－ E 4．2 0．90 0．10 直線状 U 字形 平坦 自然 SD l02と重複，SK2148よ欄

91 G 20 N － 3 0－ E 2 8．8 0．60、0．88 0．10～0．14 直線状 U 字形 平坦 自然 S I 350 より新

92 G 20 N －740－ E 18．8 0．50～1．08 0．05～0．16 直線状 U 字形 平坦 自然 S I 363 ・403 より新

93 G 19 N －83。一E 11．0 0．80～1．00 0．04～0．14 直線状 U 字形 平坦 自然 SI363，S K l鋸1・1糾2より新

94 F 19 － 6 0．4 0．4 6～1．10 0．20～0．46 L 字状 薬研形 平坦 自然 SD 95 と重複

95 F 18 － 3 2．0 0．82～1．32 0．08～0．26 L 字状 U 字形 平坦 自然 S D 94 ・97と重複

97 F 18 N －280－W 9．0 0．3 8～0．80 0．18～0．22 直線状 U 字形 平坦 自然 S D 95 と重複

98 F 17 N －380－ E 2 2．4 0．76～0．96 0．26～0．32 直線状 U 字形 平坦 自然 S K 197 5より新

99 F 20 N －140－ E 11．0 0．58～0．88 0．16～0．30 直線状 U 字形 平坦 自然

10 0A F 20 N － 4 0－ E 9．8 0．4 8～0．56 0．14～0．16 直線状 U 字形 平坦 自然

10 0 B F 20 N － 4 0－ E 17．3 0．4 0～0．80 0．20～0．22 直線状 U 字形 平坦 自然

10 1A F 2 1 －
（7．8） 0．50～1．20 0．14 弧　 状 U 字形 平坦 自然 S D lO2 ・103 と重複

10 1 B F 21 N － 6 0－W （7．0） （1．40） 0．3 8 直線状 U 字形 平坦 自然 S D lO2 ・103 と重複

102 F 21 － 5 2．5 0．6 0′、1．14 0．16 L 字状 U 字形 平坦 自然 SD lOIA ・103 ・105と重複

103 E 21 － 3 8．8 0．50へノ1．50 0．3 0 L 字状 U 字形 平坦 自然 香炉 近世 SD lOIA ・1餉・105と重複
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第331図　第107・111・112・114・115・118・119号溝実測図

SD112

旦23．。m

‾ミ、豆
SD115

旦22．8m

「＼＼ノ
SD119

2m」

溝

番号
位　置長軸方向

規　　　　　 模（m）
平面形断面形底覆土出土遺物時期 備　　　 考

長　　さ 幅 深　　さ

104 E21 N－250－E （17．0） 0．65～0．80 0．18 直線状U字畢平坦自然 SDlO3・112と重複

105 F20 N－40－E 10．6 0．30～0．90 0．24 直線状U字形‘平坦自然

106 F20 N－110－E 11．8 0．80～1．60 0．20 直線状U字形平坦日野

107 F20 N－80－E 24．4 1．40～2．20 0．24～0．32 直線状U字形平坦自然小皿 中世

108 E20 N－720－W 9．6 0．60～0．80 0．10 直線状U字形平坦自然

109 E20 N－700－W 8．0 0．60 0．06 直線状U字形平坦自然

110 E20 N－640－W 9．6 0．70 0．10 直線状U字形平坦自然

111 E20 N－240－W （19．0） 0．80 0．20 直線状U字形平坦自然措鉢，火鉢近世SDllO・112・11麗複，Skz169据

112 E21 N－720－W （40．0） （1．80） （0．40）直線状薬研形平坦自然片口鉢 近世SDlO4・111と重複

113 E20 N－620－W 10．2 0．56 0．20 直線状U字形平坦自然

114 E20 N－220－E 30．4 0．40～1．20 0．22～0．40 直線状0字形平坦自然 SD113・115と重複

115 E20 N－660－W 42．0 （1．10） （0．80）直線状薬研形平坦自然

116 E20 N－640－W 6．8 0．50 0．11 直線状U字形平坦自然

117 E19 N－700－W 6．9 0．60 0．08 直感状U字形平坦自然

118 D19 N－700－W 22．8 0．80 0．08 直線状リ字形平坦自然

119 D19 N－500－W 23．1 （1．80） 0．70 直線状薬研形平坦自然
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4　遺構外出土遺物

G区の遺構外からは，旧石器時代から近世までの遺物が出土している。時代別にみると，縄文時代の遺物が

最も多く，中でも中期の土器が主体を占めている。旧石器時代と中・近世の遺物は少量で，H・I区で確認さ

れている古墳時代と奈良・平安時代の遺物は出土していない。遺構外出土遺物は，遺構の覆土に混入したと判

断したものも含め，時代別に報告する。

縄文土器については，G・H・I区において統一をはかるために，本項で土器の分類基準を設定する。「群」

は，縄文時代時期区分の6大別を基準とし，中期と後期については前葉と中葉と後葉とに群別した。また，そ

の中でほぼ併行関係にある型式については，小文字を付加し分けて表記した。「類」は，細別型式により分類

し，出土量が少ないものについては型式を当てはめた。また，粗製土器や細別不能なものについては，型式と

して類に含めた。中峠式土器については，阿王台Ⅳ式土器から加曽利EI式土器にかけて併行する型式である

ため、中期中乗とした。また、複数の系統があるものの、ここでは組成全体の呼称として使用する。分類は，

以下のとおりである。

第I群　早期

1類　田戸下層式

第I群　前期

1類　開山式

第Ⅱ群　中期前葉

第Ⅲa群　阿玉台式

1類　阿王台I b式

2類　浮島式

2類　阿王台I式

5類　阿王台式

第Ⅲb群　勝坂式

第Ⅱc群　馬高式・天神山式

第Ⅱd群　大木8a式

第Ⅳ群　中期中葉

1類　中峠式

第Ⅴ群　中期複葉

第Va群　加曽利E式

1類　加曽利EI式 2類　加曽利EⅡ式

5類　加曽利E式

第Vb群　曽制式

第Vc群　馬高式・天神山式

第Vd群　大木8a～8b式

第Ⅵ群　後期前葉

1類　称名寺I式

第Ⅶ群　後期中葉

1類　加曽利Bl式

5類　曽谷式

2類　称名寺I式

2類　加曽利B2式

3類　阿王台Ⅱ式

3類　加曽利EⅡ式

3類　堀之内1式

3類　加曽利B3式
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4類　阿玉台Ⅳ式

4類　加曽利EⅣ式

4類　堀之内2式

4類　加曽利B式



第Ⅷ群　後期複葉

1類　安行1式

第Ⅸ群　晩期

1類　安行3a式

5類　前浦式

2類　安行2式　　　　　3類　後期安行式

2類　安行3b式　　　　3類　安行3C式　　　　4類　晩期安行式

6類　大洞式

旧石器時代（第332図）

1は，ガラス質黒色安山岩製の石核である。打面と作業面とが交互に入れ替えて，各方向から剥離を行って

いる。2・3は，頁岩製のナイフ形石器である。2は，横長剥片を素材とし，表面に残された剥離方向は裏面

と一致している。表面の左側緑と右側緑の一部，裏面の基部に調整加工を施している。3は，縦長剥片を素材

とし，表面に残された剥離方向は裏面と一致している。基部は二次加工を施し，細身に作出している。左側縁

は，調整加工を施している。

縄文時代

縄文土器（第332～339図）

第I群　前期

1類　開山式（4～7）　4は深鉢の口縁部片，5は深鉢の胴部片で，RLとLRの単節縄文により羽状のル

ープ文を施している。6は深鉢の胴部片で，半裁竹管によるコンパス文を施している。7は深鉢の胴部片で，

Rの無節縄文を施している。

第Ⅱ群　中期前葉

第Ⅱa群　阿玉台式

1類　阿玉台Ib式（8～14）　8と11は深鉢の口緑部片で，結節沈線文を施している。9は扇状把手を有す

る深鉢の口縁部片で，結節沈線文を施している。10は山形把手を有する深鉢の口縁部片で，頂部はくぼんでお

り，口唇部にはキザミが施されている。11は深鉢の口縁部片で，口唇部外面に隆帯を巡らしている。12は深鉢

の胴部片で，断面三角形の隆帯に沿って単列の結節沈線文を施している。13は深鉢の胴部片で，Ⅹ字状の貼付

文を施している。14は深鉢の口縁部片で，隆帯で窓枠状の区画を施し，隆帯に沿って単列の結節沈線文を施し

ている。

2類　阿王台I式（15・16）15は深鉢の胴部片で，Ⅹ字状の貼付文を施している。隆帯に沿ってペン先状の

竹管により複列の結節沈線文を施している。16は深鉢の胴部片で，Ⅹ字状の貼付文を施した隆帯を垂下させて

いる。隆帯の区画内には，ペン先状の竹管により結節沈線文を施している。

3類　阿玉台Ⅱ式（17・23）17は波状口緑を呈する深鉢の口縁部片で，隆帯に沿って爪形文を施している。

23は深鉢の口緑部付近から胴部の破片で，頚部は無文帯となり，口縁部は隆帯により重三角文を施している。

隆帯に沿って爪形文を施している。

4類　阿玉台Ⅳ式（18～21）18は深鉢の胴部片，19は深鉢の口縁部片で，単節縄文を地文とし，隆帯に沿っ

て爪形文を施している。20は眼鏡状把手を有する深鉢の口縁部片で，隆帯の区画内に爪形文を施している。

21は深鉢の胴部片で，隆帯に沿って沈線文を施している。

第Ⅱb群　勝坂式（22・24～26・28）

22・24・26は深鉢の胴部片で，沈線の区画文内に沿って，半裁竹管による刺突文を施している。25は深鉢の
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胴部片で，垂下する隆帯及び沈線間に爪形文を施している。28は深鉢の口緑部片で，交互刺突による連続コの

字状文を巡らしている。

第ⅢC群　馬高式・天神山式（27）

27は深鉢の胴部片で，半裁竹管による半隆起線で文様を措出している。

第Ⅳ群　中期中葉

1類　中峠式（29～38）　29は口唇部が外側に突出する深鉢の口緑部片で，Lの無節縄文を地文とし口緑部に

沈線文を巡らしている。30は深鉢の口緑部から胴部の破片で，口緑部から隆帯を垂下させ，RLの単節縄文を

施している。31・32は深鉢の口緑部片で，沈線により文様を措出している。33は深鉢の口緑部片，34は胴部

片で，LRの単節縄文を地文とし，沈線で文様を措出している。33と34は同一個体と考えられる。35は深鉢の

胴部片で，RLの単節縄文を縦位に施し，沈線を巡らしている。36は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，沈

線により文様を措出している。37は円盤状を呈する大小一組の把手部片で，RLの単節縄文を地文とし，円孔

に沿って沈線により文様を施している。38は眼鏡状把手を有する深鉢の口緑部片で，把手の内面には沈線で渦

巻文を施している。

第Ⅴ群　中期複葉

第Va群　加曽利E式

1類　加曽利EI式（39～47）　39は深鉢の口緑部片で，2本一組の隆帯で文様を措出している。41は深鉢の

口緑部片，42・43は環状把手を有すると考えられる深鉢の口縁部片で，沈線を有する隆帯により文様を措出し

ている。44は波状口緑を呈する探鉢の口縁部片で，波頂部外面には隆帯で渦巻文を施している。40・45は深鉢

の胴部片で，RLの単節縄文を地文に，沈線を垂下させている。46・47は地文に単節縄文を施す深鉢の口緑部

片で，沈線を有する隆帯により文様を措出している。

2類　加曽利EI式（48・49）　48・49は単節縄文を地文とする探鉢の胴部片で沈線による3本一組の懸垂文

間を磨り消している。

3類　加曽利EⅡ式（50～64，66～68）　50・51は深鉢の口緑部片で，隆帯による円形区画文を起点に文様を

措出している。50はRLの単節縄文を地文とし，51は撚糸文を地文としている。52は深鉢の口緑部付近から胴

部の破片で，沈線により区画文を施し，蕨手状沈線文を垂下させている。53～55は深鉢の口緑部片で，隆帯で

区画文を施している。56は浅鉢の口緑部片で，隆帯と沈線により文様を措出している。57～60は深鉢の口緑部

片で，沈線により文様を措出している。61は深鉢の口緑部から胴部の破片で，口唇部直下に沈線を巡らし，R

Lの単節縄文を施している。62・63は深鉢の口緑部片で，口唇部直下に微隆帯を巡らし，器面全体に微隆帯で

渦巻文を施している。64は無文の鉢である。66は広口壷の胴部片で，沈線により逆U字状文を施している。67

は深鉢の口縁部片で，沈線により区画文を施している。

4類　加曽利EⅣ式（65・68）　65は深鉢の口緑部片で，口唇部直下に円形刺突文を巡らし，沈線による区画

文を施している。68は橋状把手を有する広口壷で，微隆帯により文様を措出している。

第Vb群　曽制式（69・70）

69は探鉢の口緑部片で，隆帯により文様を措出している。70は頚部が屈曲する深鉢の胴部片で，頸部には交

互刺突文を施した隆帯を巡らし，交互に押圧される隆帯を懸垂させている。

第Ⅵ群　後期前葉

1類　称名寺I式（71～81）　71は波状口緑を呈する探鉢の口緑部片で，沈線による渦巻文内に単節縄文を充

填している。72～81は深鉢の口綾部片と胴部片で，沈線による区画文内に単節縄文を充填している。
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2類　称名寺‡式（82・83）82は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片，83は深鉢の口緑部片で，沈線による区

画文内に列点文を充填している。

3類　堀之内I式（84～98）84は鉢の口緑部片で，円形刺突文を有する貼付文を施している。85は小波状口

緑を呈する小形深鉢で，半裁竹管による平行沈線文により文様を描出し，無節縄文を施している。86は箱状把

手を有する深鉢の口緑部片で，口緑部にはLRの単節縄文を施している。87・88は口緑部に無文帯を有する深

鉢の口縁部片で，88の口緑部には円形刺突文を有する隆帯を施している。89・90は小波状口縁を呈する深鉢の

口縁部片で，波頂部外面には円形刺突文を施している。91は口緑部が無文帯となる深鉢の口緑部片で，胴部に

はRLの単節縄文を施している。92は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文により施文方向を変えて縦位の羽状縄

文を施している。93は深鉢の胴部片で，RLの単節縄文を地文とし，沈線により文様を措出している。94・95
げl

は深鉢の口縁部片で，94は無節縄文を，95は櫛歯状工具により条線文を施している。96は深鉢の底部片で，網

代痕がある。第Ⅶ群に属する可能性もある。97・98は蓋で，97は円孔があり，98は橋状把手を有している。

第Ⅶ群　後期中葉

1類　加曽利Bl式（99）　99は鉢の口綾部片で，沈線間にLRの単節縄文を施している。

4類　加曽利B式（100・101）100は粗製深鉢の口緑部片で，口唇部直下に押庄文を有する隆帯を巡らして

いる。LRの単節縄文を地文とし，半裁竹管による平行沈線文を施している。101は粗製深鉢の口緑部片で，

キザミを有する隆帯を巡らしている。

第Ⅷ群　後期複葉

1類　安行1式（103～105）103は鉢の口縁部片で，肥厚した帯縄文を巡らしている。10年は深鉢の口緑部片

で，横長の貼付文を施している。105は台付鉢の胴部片で，屈曲部にキザミを巡らしている0

3類　後期安行式（102・106・107）102は吊り手土器の吊り手部片で，キザミを有する横長の貼付文を施し

ている。106・107は粗製深鉢の口緑部片で，106は口唇部直下に押庄文を有する隆帯を巡らし，107は口唇部直

下にキザミを施している。

第Ⅸ群　晩期

1類　安行3a式（108）108は深鉢の口緑部片で，大形のブタ鼻状貼付文を施している。

2類　安行3b式（109・110）109・110は広口壷の口緑部片で，口唇部に癌状の貼付文を施している。

土製晶（11‘1～121）

111～120は土器片円盤である。120は前期前葉の開山式期，117・118は中期前葉の阿王台Ib式期，115は後
＼

期中葉の加曽利B式期のもので，それ以外は中期後葉の加曽利E式期のものである。121は腕輪で「後期前葉

の堀之内式期のものである。

石器（122～142）

122・123は打製石斧で，分銅形である。124・125は蔽石で，端部に平坦な敵打痕がある。125は凹石兼用の

ものである。126～135は磨石で，125～129，131・135は凹石兼用のものである。136は石剣で，基部の破片であ

る。137は二次加工のある剥片で，横長剥片を素材にしている。139は石錐で，138は掻器である。140～142は

石鉄で，140・141は基部が凹状のもの，142は基部の凹状が不明瞭なものである。
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中世

銅銭（143・144）

144は唐銭の開元通賓で，背面には渾とある。初鋳年は845年である。143は北宋銭の皇宋通賓である。初鋳

年は1038年である。

近世

陶磁器（145～149）

145は肥前系の陶器で，呉器手碗である。146は瀬戸・美濃系の陶器で，腰錆碗である。147～149は肥前系の

陶器である。147は丸碗で，桐菓模様のコンニャク印判を施している。148は丸碗で，染め付けを施している。

149は猪口で，染め付けを施している。145～149の時期は18世紀代と考えられる。

遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長さ（C叫 幅 （C叫 厚 さ（C叫 重量 （g ）

第33 2 図 1 石　　　 核 4．3 4．1 3．6 61 ガラス質黒色安山岩 Q lO5

2 ナイフ形石器 3．8 1．7 0．5 3 頁　 ．岩 Q lO 3

3 ナイフ形石器 3．3 1．3 0．5 2 軍　　 岩 Q 87

図版 番号 器　　 種
計　 測　 値 （cm ） 重　 量

（g ）

現 轟率

（％ ）

形 状 及 び 文 様 の 特 徴 備　　 考

長　 さ 幅 厚　 さ

第 33 9 図 11 1 土器 片円盤 4 ．8 4．5 1 ．0 19 100 L R の単節 縄文 。 D P 22

112 土 器片 円盤 4．9 4 ．7 1．0 26 100 R L の単節 縄文。 D P 3 0

113 土 器片 円盤 4．6 4 ．6 1．1 28 100 R L の単節縄 文。 D P 4 9

114 土 器片 円盤 4．8 4 ．0 1．3 28 100 無 文。 D P 4 8

115 土 器片 円盤 4．3 3 ．7 0．8 14 100 縄文を地文とし，半裁竹管による平行沈線文。 D p 5 0

116 土 器片 円盤 3．4 3 ．0 1．0 14 100 R L の単 節縄文 。 D P 5 1

117 土 器片 円盤 3．3 3 ．2 0 ．9 11 ． 10 0 無 文。 D P 52

118 土 器片 円盤 3．1 3 ．1 0 ．8 8 10 0 無 文。 D P 53

119 土器 片 円盤 3 ．5 3 ．2 1．1 12 100 R L の単節 縄文。 D P 54

12 0 土器 片 円盤 2 ．9 2 ．8 0 ．‾8 7 100 直 前段合 撚縄 文。 D P 55

12 1 土 製腕輪 8 ．5 7．1 0 ．9 （2 39） 8 0 沈線 文 を巡 らしてい る。 D P 44

図版 番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ（C 叫 幅 （C Ⅱウ 厚 さ （C 叫） 重 量 （g ）

第 33 9 図 122 打 製石 斧 10．7 7．6 2．4 236 砂　　　 岩 Q 89

123 打 製石 斧 ・9．6 5．7 1．8 120 ホルンフェルス Q 90

124 敲　　 石 10．0 5．5 4．7 365 安　 山　 岩 Q 93

125 敵 ． 石 12．0 5．6 3．8 4 03 安　 山　 岩 Q 92

126 凹　　 石 （8 ．1） 4 ．1 6・．7 （270） 砂　　　 山 d 4 5

12 7 磨　　 石 11．2 7．3 4 ．2 549 ホルンフェルス Q lO9 凹 石 兼 用

12 8 磨　　 石 7 ．4 7 ．6 4 ．1 3 07 安　 山　 岩 Q 94　凹 石 兼 用

12 9 磨　　 石 6 ．0 5 ．9 4 ．4 2 08 安　 山　 岩 Q 44　 凹 石 兼 用

第 34 0 図 13 0 磨　　 石 9 ．9 6 ．6 4 ．0 42 6 安　 山　 岩 Q 8 0

13 1 磨　　 石 6 ．1 6 ．2 3 ．6 22 0 安　 山　 岩 Q 9 5　凹 石 兼 用

132 磨　　 石 7．4 5 ．0 3 ．8 188 安　 山　 岩 Q 74
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第332図　遺構外出土遺物実測図（1）
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第333図　遺構外出土遺物実測図（2）
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第334図　遺構外出土遺物実測図（3）
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第335国　造構外出土遺物実測図（4）
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第336図　遺構外出土遺物実測図（5）
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第337図　遺構外出土遺物実測図（6）
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第338図　遺構外出土遺物実測図（7）
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第339図　遺構外出土遺物実測図（8）
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第340図　遺構外出土遺物実測図（9）
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図版番 号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （C 叫 幅 （C亘） 厚 さ（C亘） 重量 （g ）

第 34 0 図 133 磨　　 石 5 ．6 5 ．6 巨 7 186 安　 山　 岩 Q llO

13 4 磨　　 石 5 ．4 5 ．3 4 ．6 169 安　 山　 岩 Q 96

13 5 磨　　 石 5 ．6 5 ．3 ．3 ．8 14 7 安　 山　 岩 Q 79

13 6 石　　 剣 （6 ．7） 3 ．1 1 ．5 （50 ） ホルンフェルス Q 9 1

‘13 7 剥　　 片 4 ．6 6 ．0 1 ．9 60 チ　 ャ　 ー　 ト Q 97　 2 次 加 工 あ り；′

13 8 掻　　 器 2 ．9 3 ．2 1 ．1 8 チ　 ャ　 ー　 ト Q lO 8

13 9 石　　 錐 4 ．0 1 ．5 0 ．6 4 チ　 ャ　 ー　 ト Q 58

14 0 石　　 鉄 1．9 1 ．6 0 ．5 1 チ　 ャ　 ー　 ト Q 88

14 1 石　　 鉄 2 ．7 1 ．8 0 ．7 2 チ　 ャ　 ー　 ト Q 87

14 2 石　　 鉄 0 ．3 0 ．3 0 ．8 4 チ　 ャ　 ー　 ト Q 85　未 製 品 。

図版番号 器　　 種
直　　 径

（C叫

重　　 量

（g ）

初　　 鋳　　 年
備　　　　　　　　　　 考

時　　 代 年　　 号

第 340 図14 3 皇宋通賓 2．4 3．2 北　　　 宋 p 1038 年 M 3　中国鏡

144 開元通賓 2．3 2．58 唐 8145 年 M 4　中国銭
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